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第 6章 跡部遺跡発掘調査概要報告



H

1.本書は、入尾市春日町 1丁目57番地において実施した、ハヤシハイツ建設工

事に伴なう発掘調査の概要報告である。

1.発掘調査は、昭和56年■月9日 から■月19日 かけて実施した。

1。 発掘調査は八尾市教育委員会文化財室が行ない、高木真光が現地を担当した。

なお、調査にあたつては西村公助の協力があった。

1。 本書作成にあたっては、上記担当者のほか成海佳子 (遺物実測 )、 中谷聖子

(ト レース)が行ない、執筆は高木真光が担当した。
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……………………………………………………… 142
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検出遺構…………………………………………………………………… 142
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第 6章 跡部追跡 (春 日町 1丁 目57番地 )

I 調査の 目的 と経過

跡部遺跡は昭和53年に春日町 1丁 目で実施された国鉄職員官合の建設の際、弥生時代前期

の壺や鎌倉時代の屋瓦片等の遺物が採集されたことによって発見された遺跡である。今回申請

されたマンション建設予定地は、この採集地点の西方約 200mに 位置するため、これに先立っ

て遺跡の拡がりなどを確認する目的で試掘調査を行なった。

攣

調査地

回

調査地周辺図図 1
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試掘調査では、弥生時代前期・弥生時代後期末～古墳時代前期の遺物や遺構を認めたため、

昭和56年 11月 9日 から11月 19日 にかけて、発掘調査を実施 した。

当遺跡は、地形的には長瀬川と平野川に扶まれた沖積地に立地する。また、周辺には、西～

北西に亀井遺跡 (弥生時代前期～江戸時代 )、 久宝寺遺跡 (弥生時代～宝町時代 )が位置し、南に
①                 ②

は木の本遺跡(弥生時代中期～古墳時代中期 )が近接している。また、遺跡推定範囲内には、渋
③

1川廃寺の推定地も含まれている。
①

H 調査の概要

調査地に 3ケ所のグリッドを設定した。各グリ ノヽトは北からAグ リッド(3.5m× 4.5m)、 B

グリッド(3.5m× 4.Om)、 Cグ リッド(4.Om× 15.5m)と 付称し、全体 として 1本の トレンチを

意図した。調査はA～ Cへ順次行なったが、このうちCグ リッドの南十民1は壁面の崩壊により、

調1査できていない。調査総面積はCグ リット南側を含めて約92m2である。

Ⅲ 層序
各グリッドの基本的な土層堆積は、上層より盛上、旧耕土、茶灰色注と砂粘土、緑灰色シルト、

暗灰色粘上、灰青色シルトである。

これらの基本層序の他に、A・ B両 グリッドでは旧耕上下に黒色粘土があり、緑灰色シルト

下には灰色粘土 Iがなられる。Cグ リッドでは、A・ B両 グリッドの黒色粘土と同レベルに緑

灰色混砂粘上があり、茶灰色混砂粘上下には灰色粘土Ⅱが認められた。

また、A・ Bグ リッド内の灰色粘土 Iの下部は古墳時代前期の遺物包含層で、各グリッドで

みられた暗灰色粘土は弥生時代前期から中期にかけての遺物包含層と考えられる。

Ⅳ 検 出遺構

遺構には暗灰色粘土をベースにするものと、灰青色シルトをベースにするものがある。上層

に位置する前者を上層遺構、後者を下層遺構と呼び、記述する。

1)上層遺構

Aグ リッドで方形周濤墓と考えられる遺構、Bグリッドで濤を検出した。時期については、遺

構の内部からは決め手となるものは出土しなかったが、層位の比較や遺物含包層出上の小イ「世鉢

(1,2)や壺(3)か ら、古墳時代前期に比定できるものと考えられる。
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方形周溝墓状遺構

Aグ リッドの南側で一部を検出した。主体部には木棺の底板や側板が認められ、底板上には

腐朽の著しい人骨が遺存していた。底板は長さ 210 Cm・ 幅40Cmが遺存しており、側板は内部に

倒れ込んだ状態で長さ 120 cm・ 幅20cm程度が残存していた。

周濤と考えられる濤は幅約80cm・ 深さ約25cmを 測り、グリット西壁近 くでわずかに届折する

状態が認められた。濤内には暗灰色粘土が堆積 し、弥生時代前期の壺 (4・ 5)等の破片が少量

出土した。この上層は、上層遺構のベースとなっている弥生時代前期～中期の包含層 とほとん

ど同質であり、濤掘削後に付近の包含層が流入したものと考えられる。

SDl

Bグ リッドで検出した北西方向に延びる濤である。幅約80cm・ 深さ30cm前 後を測 り、濤内に

は暗灰色粘上が堆積する。

0             1             2m

―

____4_一 ―
一
一――一――一J

図 2 Aグ リッ ド上層遺構平面図
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2)下 層遺構

Bグ リッドで土城 。滞、Cグリッドで濤を検出した。これらの遺構および遺構を被覆する包

含層より、弥生時代前期～中期と考えられる遺物が出土している。

SKl

Bグリッド南側で検出した。東側はもD2に切られ、土城内には暗灰色粘土が堆積する。
SD2

Bグ リッド南東で北側の肩のみを検出した。 SKlを 切っているが、地積状況は同様である。
内部から弥生時代中期の甕(10)等 の破片がわずかに出上した。

SD3

Cグ リッドで検出した南北方向の濤である。北側は大濤に切られている。幅約60cm・ 深さは

25cm前後を測る。濤内には暗灰色粘上が堆積し、弥生時代中期の遺物が少量出土した。また、

この濤の延長線上にSD2が あり、同一の濤としての可能性がある。
SD4

Cグ リッドで検出した。北側は肇面の崩壊によって明確ではないが、幅約 4m程度で、 深
さ約 二。2mを測り、 南西から北束へ延びると考えられる。 上部には暗灰色粘上、 下部には暗
灰色粘上が堆積し、上部より弥生時代中期の壷 (12～ 14)が出上した。規模・堆積状況等から

自然河川とも考えられるが、部分的に検出したのみで、詳細は不明である。

V 出土遺物

土器や石器等が出上し、総量はヨンテナ 1箱である。 |の うち実測可能なものは土器14点 、

石器 2点で、灰色粘土 Iよ り出土した小型鉢(1・ 2)、 壺 (3)を 除き、他はすべて磨耗をうけ

た細片である。

1)上器

時期的に、弥生時代前期～中期のものと、古墳時代前期のものが出土した。なお、土器個別

については観察表にまとめた。

2)石 器

Cグ リッド下層遺構面より、サヌカイ ト製の刃器(1)と 楔形石器(2)が出土した。

|(1)|は全長 4.8 cm。 幅 4.O cm・ 厚さ 0.8 cmを 測り、横長黒」片を利用した刃器で、背腹両面に
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0              5cm

図 3 Cグ リッ ド下層遺構面出土石器実測図

粗材面が大きく残る。打ソヽ側より複数の二次*」離を行ない、粗材の縁端部は使用痕による細か

い崇J離が背腹両面にみられ、刃部 として利用されていたことがわかる。その後、腹面からの加

撃により、一部を欠損する。

(2)は 全長 7.8 cm.幅 5.2 cm・ 厚さ 1.2 Cmを 測り、横長手U片 を利用した楔形石器で、背面に

は上端よりの崇J離痕が観察され、腹面はポジティブな粗材面をそのまま残す。打点近 くには部

分的に自然面を残し、対向する両縁辺部には、連続する細かい祭」離がみられる。

Ⅵ まとめ

調査によって得られた諸点について簡単にまとめると次の通りである。

i)遺構と時期について :遺構は層位の違いによって、 2時期のものが確認された。時期

については、遺構内および遺構上下の上層より出土する遺物によって、以下の時期に比

定できる。

a.古墳時代前期のもの(上層遺構 )

b.弥生時代前期～中期のもの(下層遺構 )

ii)遺構の性格について :上層遺構面では方形周濤墓状遺構を、下層遺構面では濤を中心

とする遺構を検出した。このことから、古墳時代前期にはこの地域が墓域とし利用され

ていたものと考えられ、弥生時代前期～中期には直接的な生活拠点を肯定する遺構は検

-145-



出できなかったものの、調査地近隣にその存在の可能性が窺える。

�)出土遺物について :出土した土器については、古墳時代前期の包含層である灰色粘土

I出工のものを除き、ほとんどが小破片であった。下層遺構内より出土した遺物は小破

片ながら遺構の時期を決定し得る資料となったが、上層遺構からは直接的な時期決定の

資料は得られなかった。

以上のように、今回の調査では当調査地に 2時期の遺構が存在することが確認された。しか

し、遺跡全体の詳細については、いまだ充分に把握し得ていない。当遺跡の調査は緒についた

ばかりであり、今後の調査資料の集積を待って明らかにしたい。

〔注 記〕

1(財 )大阪文化財センター『亀井・城山』1981年

2(財 )大阪文化財センター『近畿 自動車道吹田～天理線建設予定地内瓜生堂遺跡他 5遺

跡第 1次発掘調査報告書』 1975年

3 本誌所収第 3章

4 八尾市役所『八尾市史』 1958年
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Cグ リッド Bグリツド Aグ リッド

OP+7.00m

上層遺構面

下層遺構面

盛土
旧耕土
黒色粘土
茶灰色混砂粘土

緑灰色シル ト
灰色粘土 I

暗灰色粘上 I

灰青色シル ト

a_暗灰色粘上H
b 緑灰色混砂粘土
c 灰色粘土H
d 暗灰色粘土Ⅲ
e 灰色粗砂

上層遺構

下層遺構

図 4 平面図

方形周濤墓状遺構
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Ⅶ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・ 焼成・ 備考

l /1電 !鉢

Bグ リ/ド
灰色粘土 I

径

高

口

器

半球 形の体 部か ら内弯 ぎみに外折 す

る口縁音Бで あ る。

底音Ьは尖 りぎみ とな る。

外 面 口縁部は ヨコナデ し、体部は

全体にヘ ラケズ リを施す。
口縁著卜をヨコナデ し、休著L内

面は丁寧にナデ を行な う。

内 面

色調  淡赤褐 色
胎土  石 英 。長石 を含 む。
焼成  良好

小猛世鉢

Bグリ/ド
灰色粘土 I

口 径  120
器  高  6_3

1と 同様の器形であるが、底部は九
み をおびる。

外 面 口緑部 は ヨコナ デ し、体部 は

全体 にヘ ラケズ リを施 す。
口縁部 を ココナデ し、体部 内

面はナデの あ と細 か いヘ ラ ミ

ガキを施す。

内 面

色調  淡赤褐 色
胎土  石英・長石 を含む。
焼成  良好

Bグリンド
灰色粘上 I

口 径  129 「 く」の字 形 に丸 く屈 曲 した後 、直立
す る口縁部 に至 る。端部 は九 く終 わ

る。

体部 は肩 の張 る形態 であ る と思 われ

る。

外面  口縁部および肩部 をヨコナデ
し、それ以下は8条/10.Ommの
ハケを施す。

内面  口縁部 をヨヨナデ し、胴部は
5-6条 /10,Ommのハケのあと、
胴部上方にナデ を行な う。

調
生
成

色
胎
焼

淡茶 灰色

石英 を多 く含む。

良好

4

周 溝

肩部 の破 片 と思 われ る。

幅 25 0mmの 凸帯 をつ くりその上 に 5

条のヘ ラ描 沈線文 を施す 。

外 面 沈線文符の上下方にナデある
いはヘ ラ ミガキを施す。
指頭圧痕がみ られる。内 面

色調  灰黄色 ～黒灰 色
胎土  チ ャー ト・ 石 英 を 多 く
含む。

焼成  良好

5

周 溝

胴部 の破 片 と思 われ る。
ヘ ラ描 沈線文 間に刺 突文 を施 す。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  上部 に縦方 向のナデ 、下部 は
ヘ ラ ミガキを施 す と思 われ る。

色調  茶褐 色 (外面 )
黒色 (内面 )

胎土  チ ャー ト・石美 を含 む。
焼成  良好

6 蓑

周 溝

底  径  7.5 平底 を有す る。 外面  ナデ と思 われ る。
内面  指頭庄痕 が顕著 であ る。

色調  暗赤責 色 (外面 )
黒色 (内面 )

胎土  チャー ト・石英 を含む。
焼成 良好

7 一雲

Aグリンド
暗灰色粘土

口 径  147 外反す る口縁 部 で端部 はわずか に上
方へ 立 ち、外側 に面 を もつ。

外面  指圧痕 がわずか に残 る。
内面  ヘ ラ原体 と思 われ る圧痕 が わ
ずかに残る。

色調  暗灰 色
胎土  石英 を 多 く含む。
焼成  やや不 良

8 甕

Aグ リンド
購灰色粘土

底  径  64 中央が わず かに凹む 突 出平 底 である。 面
面

外

内

5条/10.Ommの ハ ケ を施す。
表面が制離 を登 け不 明。

色調  暗赤 褐 色 (外面 )
英 灰色 (内面 )

胎土  チ ャー ト・石 英・長石
を含む。

焼成  良好
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番

号
器   種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調 。胎土・焼成・備考

9 一霊

Cグリ/ド
下層遺構面

大 きく外反するこの口縁部である。

端部は下方に肥厚 し、広い面 となる。
口縁下端都に― ラによる刻み 目がみ

られる。

外面  端部 の平 IIl面 はナデ 、それ以
下 はヘ ラ ミガキ。

内面  ヘ ラ ミガキを施 す。

色調  淡茶 褐 色
胎土  石 英・ 角 閃石 を含む。
焼成  良 好

甕

SD2

丸 く属曲す る口縁部で、端 lrbは 外傾
する面 となる。
器肉は薄めである。

外面  口縁部 と胴部の接合部 に指頭
圧痕がみ らオとる。

内面 磨耗 を受け不明。

調

土
　

成

色

胎
　

焼

暗 赤褐色

石 英・長石・角 閃石 を

含 む。
｀

良 好

甕

SD2

底  径  74 中央部 が わずか に凹む上 げ底状 の底

部 であ る。

外面  ヘ ラナデ。
内面  一部 にヘ ラ痕 がの こ り、全体
にナデ。

色調  黒灰 色 (外面 )
茶 灰 色 (内面 )

胎土  石 英 を 多 く含む。
焼成  良 好

一霊

SD4

肩部 の破 片 と思 われ る。

8条/14 5mmを 単 位 とす る櫛描 流水文
を施す。

外面  文様間 をヘ ラ ミ〃キす る。
内面  ユ ビナデ。

色調  茶 褐 色
胎上  長 石 ・石英 ,角 関石 を
含 む。

4L成 良 好

峯霊

SD4

口 径  266 筒形の頸部か ら外反す る 口縁部 に続
く。端部 は下 方に肥厚 し、広 い面 を
つ くる。
口縁上端部にヘ ラによる刻み 目、端

面に縦位の刻み 目のあ と、中央部に

1条 のヘ ラ描 きit線文 を巡 らせ る。

外面  端部 の平 Jfl面 はナデ 、それ以
下は ′ヽ ケ を施 す。

内面 ハケを施す。

色調  淡茶 灰 色 (外面 )
赤 褐 色 (内 面 )

胎上  Tf英、チ ャー トを含む。
焼成  良 好

一霊

SD4

肩部 の破 片 と思 われ る。

10条 /17 0mmを 単位 とす る櫛描直線文
を施す。

外面  直線文間に ヘ ラ ミガキを施す。
内面  上部 はヘ ラ ミガキ。
下部 にナデ を行 な う。

色調  黒 褐 色
胎土  石 英・ 長石 ・ 角円石 を
含 む。

娩成  良 好
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図
版
１

Aグ リッド上層遺構検出状況

同上 木棺検出状況



図
版
２

Bグ リッド上層遺構検出状況

Cグ リッド 下層遺構検出状況



図
版
３

Bグ リッド 灰色粘土 I層 出土遺物

人骨遺存状況





第 7章 老原遺跡発掘調査概要報告



こ
蔚例

1.本書は、八尾市老原 1丁 目42番地において実施した、関西電力株式会社社宅

建設工事に伴なう発掘調査の概要報告である。

1.発掘調査は、昭和56年 4月 20日 から5月 13日 にかけて実施した。

1.発掘調査は、八尾市教育委員会文化財室が行ない、高萩千秋・高木真光が現

地を担当した。なお、調査にあたっては西村公助・野田雅彦 。ltl花 田建設の協

力があった。

1.本書作成にあたっては、上記担当者のほか米田敏幸(遺物実測 )。 成海佳子

(遺物実測・ トレース)が行ない、執筆は高萩千秋 。米田敏幸(SE2出土遺物 )

が分担した。

本 文 目 次

I 遺跡の概要 … ……… …… … … … … …… …… …………………… …… …・・159

H 調査の概要 …… …………… … … … ………… …… …………… ……… ……・… 159

Ⅲ 検出遺構…… ………… … … … … … … … ……… ……… ……… … … … 160

Ⅳ 出土遺物……… ………… … … … …… … …… ……… ……………… … … …… 162

V まとめ……………… … …… …Ⅲ………… ………… … …………………………………165
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図版12 出土遺物
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第 7章 老原遺跡発掘調査概要報告

I 遺 跡の概要

当遺跡は長瀬川左岸に拡がる沖積地の東端部に位置し、古墳時代から鎌倉時代に続 く集落遺

跡である。遺跡の周辺には長瀬川に沿って、南から東弓削遺跡 。田井中遺跡・植松南遺跡・跡部
①     ②     ③

遺
恋
・久宝寺遺

な
などが所在している。

当遺跡は昭和52年に老原 2丁 目で関西鉄力株式会社が実施 した送電鉄塔建設工事中、古墳時

代～鎌倉時代の遺物が出土した記録があるが、その規模や実態は明らかではなかった。今回の

調査地は、この地点より約 300m東方に位置している。規模を確認する上で、重要な地点であ|

った。

H 調査の概要

調査地に 3ケ所の調査区を設定し、中央部をAグ リッド、東側をBグリッド、西側をCグ リ

ッドとし、調査を行なった。

図 1 調査地設定図

□ □

関
西
電
力
八
尾
変
電
所
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調査は現地表から盛土、旧耕上、床土までの約80cmを機械掘削し、以下の約30Cmを手掘り調

査とした。

層序は盛土約60cmの 下に第 1層 旧耕土、第 2層床上、第 3層灰褐色シル ト、第 4層茶灰褐色

砂粘上、第 5層灰色砂礫土(A・ Cグ リッド)、 灰青色シルト(Bグ リッド)である。

このうち第 3層 は中世以降の水田址t第 4層 は鎌倉時代の整地層 となっている。この層の

上面から丼戸・土器溜・柱穴を検出している。第 5層はBグ リッドでは古墳時代の生活面とな

っているが、A・ Cグ リッドでは古墳時代以前の河川跡と思われ、部厚い粗砂の堆積で多量の

湧水がみられる。

Ⅲ 検 出遺構
1)Aグ リッド

調査地の中央部で8× 8m、 拡張部 2× 2mの グリッドを設定した。上層から鎌倉時代の井

戸 2基・柱穴 3個・土器溜・濤 2条が、下層からは古墳時代後期の土城が検出された。

上層

SEl

グリッド中央部で検出した。長径

約 160 cm・ 短径 120 cm・ 深さ60cmを

測 り、平面は楕円形を呈する浅い素

掘 りの井戸である。この井戸は古墳

時代以前の砂礫堆積層 (河川跡 )に掘

り込まれてお り、深さに比して湧水

量は豊富である。

井戸内から、鎌倉時代の瓦器椀・

台付小皿・瓦片等が出上している。

SE2

SElが 埋められた後、新たに掘

られたものである。この井戸は長径

156 cm・ 短径96cm。 深さ86cmの 穴を

掘 り、内部に丼筒を納めるものであ

る。図 2 Aグ リッド上層平面図
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井筒の構造は、最下段に羽釜 を据え、上段に曲物 2個を積み上げたものである。曲物は径

46cm・ 高さ18cm・ 厚さ 0.8 cmを 測る。井筒内から鎌倉時代の自磁碗、瓦器椀、瓦器小皿、土師

質小皿、平瓦、須恵質のす り鉢など|が出土している。

ピット

3個の柱穴(SPl～ SP3)を 検出した。これらは径20～ 60cmと 不揃いで、規則白引な配列ぼ

認められなかった。

土器溜

グリッド南隅で検出した。径約60cm・ 深さ約 15cmを 浪1り 、円形を呈する土器溜である。遺物

は、上部から均整唐草文軒平瓦 1点、瓦器小皿 (20)、 土師質小皿 (11～ 19)等が出上して いる。

溝

東西方向の 2条の濤(SDl・ SD2)

を検出した。 SDlは 幅40cm前後 。

深さ 8 cmを 測り、 SD2は 幅25cm前

後深さ 7 cmを 測る。

これらは、中世以降の水田耕作に

伴なうものと考えられる。

下層

SKl

下層の北東隅で検出したが、北東

部は調査区外へ至 り不明である。現

存の最大幅350cm。 最小幅280cm・ 深

さ20～ 30cmを 測る。

L'広 内西側には径 140cm。 深さ30cm

の落ち込みがあり、その底部には約

2 cmの厚さで炭化物が堆積する。

遺物としては、古墳時代後期の土

師器杯 。高杯 。三・甕、須恵器蓋杯・

高杯などが多数出土しているが、こ

の上城の性格は不明である。

0                           5m

図 3 Aグ リッド下層平面図
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図 4 Bグ リッ ド平面図

0   ~     3m

図 5 Cグ リッ ド平面 図

2)Bグ リッド

Aグ リッドから東へ20mの地点に5× 5mの グリッ

ドを設定した。グリッド内では土転・溝を検出した。

SK2

径約 100 Cm。 深さ約40cmを 測る。遺物は出土しな

かった。層位からみて所属時期は鎌倉時代と推定さ

れるが、性格は不明である。

溝

3条の溝(SD3～ SD5)を 検出した。これらは

Aグ リッドで検出された溝と同じく、中世以降の耕

作に伴なうもののようである。

3)Cグ リッド

Aグ リッドから西15mの地点に、4.5× 4.5mの グ

リッドを設定した。遺構 として 4条の溝を検出した。

溝

東西方向のもの3条 (SD6～ SD8)、 南北方向のも

の 1条(SD9)である。いずれも幅40cm前後 .深さ

7 cmほ どの規模で、A・ Bグ リッドの滞と同じく、

中世以降のものであろう。

Ⅳ 出土遺物

出土遺物については、Aグリッドのものが多数を占め、B・ Cグ リッドでは細片が若千出土

したのみである。遺物は古墳時代後期のものと、鎌倉時代のものに大別される。

1)古墳時代後期

この時期の遺物として、Aグ リッドSKlか ら出土した土師器・須恵器、包含層から出土し
た土錘などがある。

土師器

杯 (1～ 3):口縁部が 2段に屈曲する(1・ 2)と 直回の(3)が出上した。(1)は 口径13.6cm

を測る。口縁部は直立した後外反し、端部は上方へ尖 りぎみに終わる。(2)は 口径16cmを 測る①

ＳＤ８
◎
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口縁部はやや内弯ぎみに直立した後外反し、端部は九く終わる。ともに内外面をヨヨナデ調整‐

する。(3)は 口径13.8cm i器高 6.6 Cmを 測る。日縁端部はやや内傾する面をもつ。底部は九味を

おび|た平底である。体剖は指圧ナデ、日縁部はヨヨナデ調整を行なう。

高杯(4):口径16.4Cm・ 杯部高 5 cmを 測り、脚部を欠損する。杯底部より1内弯ぎみに立ち上が

る日縁部で、端部は九く終わる。外面杯底部と口縁部の境には、九みのある段をなす。内外面

をヨヨナデ調整する。

壷(5):口 径 8.6 cmを 測るc肩部から急に締まり、斜めに拡がる長い口頸部をもつ。日縁端部

は丸く終わる。外面には縦方向のヘラミガキ、内面には指圧ナデを施し、口縁端部にはヨヨナ

デを行なう。

甕(6)i口径14.6cmを 測る。口縁部は「くJの字形にゆるく外反し、端部はつまみ上げている。

体部はゆるやかに内弯する。調整は接合部を指圧ナデの後、体部外面に縦方向のハケ、口縁部

内外面にはヨヨナデを施す。

須恵器

蓋杯(7・ 8):いずれも蓋である。 (7)よ 口径13cm・ 器高 7.8 cmを 測る。口縁部は垂直に下り

ながらわずかに外反ぎみとなり、九く終わる端部に至る。天丼部外面は回転ヘラケズリ、他は

回転ナデを行なう。(8)は 口径13.8cm、 器高 5 Cmを測る。口縁部はやや内弯しながら垂直に下

∈≡三∋―で10監__型随m
図6 古墳時代後期の遺物実測図
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|り 、わずかに外反して丸 く終わる端部に至る。退化した稜をもつ。天丼部外面は回転
ヘラケズ

リ、他は回転ナデを行なう。

有蓋高杯(9):口 径 13.6Cm。 杯部高 4 Cmを測る。口縁部は短か く内傾 し、端部は内傾する凹面

となる。受部はほぼ水平にのび、底部は浅 く平らである。杯部外面下半は回転
ヘラケズリ、他

は回転ナデを行なう。

その他

土錘(10):径 2.6 cm・ 長さ 9.6 cmを 測る。径 0,6 cmの 孔を穿っている。

2)鎌 倉時代

この時期の遺物としては、土器溜・井戸から大半が出土している。その種別は瓦器椀、瓦器

小皿、羽釜、土師質小皿、白磁碗、瓦、瓦質土器、木製品などである。

土器溜出土遺物

遺物は多数が土師質小皿で、他に瓦器小皿 (20)、 均整唐草文軒平瓦などが出土している。

土師質小皿 (11～ 19):口縁部の形態により、 3形態に分類できる。 Aタ イプ(15。 16)は 口縁

部と体部の境に稜をもつ。 Bタ イプ(11)は 口縁部が外上方に直線的に立ち上がる。Cタ イプ(12

～14・ 17～ 19)は 平坦な底部からゆるやかなカーブを描き、1外上方に内弯しながら立ち上がる

ものである。さらに底部の形態や口径から、A・ Cタ イプは 2種に細分することができる。

SE2出 土遺物

遺物は、井筒外と井筒内で 2時期に分けることができる。

瓦器椀 (21～ 27):井 筒外出上のもの(21・ 22)は 、断面三角形の高台より上方へ内弯し、口縁

部へ至る。口縁端部は丸 く終わる。外面は口縁部ヨヨナデ、以下に指頭ナデを行なった後、粗

めのヘラミガキを上半部に施す。内面は見込みに平行暗文、他はやや密なヘラミガキを施す。

これらの瓦器椀は、高台の形状やヘラミガキの相様か ら、「扶山編年」
―のⅥ期に位置づけるこ
⑥

とができる。

井筒内出上のもの(23～ 27)は 、断面方形ないし三角形の低い高台より内弯し、口縁部へ続く。

口縁端部はやや外反ぎみに終わる。外面は口縁部を強 くヨコナデし、下方に指頭ナデを行なう。

外面のヘラミガキは、口縁部付近にわずかに施される程度である。内面は見込みに平行ないし

格子状の暗文を施し、他はやや粗いヘラミガキを施す。暗文やヘラミガキは(21・ 22)に 比べや

や粗雑で、器形も浅めのものが目立つ。これらはその特徴から、「袂山編年」の V期に位置

づけられるものである。
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瓦器小皿 (28。 29):と もに丼筒内出上である。外面は口縁部付近をヨヨナデ、底部は指頭ナ

デで調整する。 内面は見込みに平行・不定方向の暗文を施すが、どちらも粗雑である。

ここにみられる瓦器類は、その出上位置によって若子の型式差がみられ、それがこの井戸の

掘削時と廃絶時との時間差を示している。しかし、同一井戸内の資料であり、両者にさほど大

きな時間差が存在するとは考え難い。

自磁碗 (30):井筒内出上のもので、前述の「挟山編年」V期 の瓦器椀に共伴する資料であ

る。口径 18.Ocm・ 高台径 6 Cm・ 器高 6.8 cmを 測る。高台は高 く鋭 く直立し、碗底部に回転ヘラ

切 り痕がみらるれ。体部は内弯ぎみに上外方へのび、口縁部へ続 く。口縁端部はわずかに外1反

し、平らな面で終わる。外面は口縁部付近まで回転ヘラケズリを行ない、内面は見込み部に沈

線状の浅い段をもつ。釉は内面および外面の高台のやや上方まで施され、高台付近は露胎とな

っている。釉層は全体に薄 く、釉調は責色味をおびた▼と自色を呈する。

この自磁碗の形態的特徴は「大学府分類」の白磁碗 V類に属し、H世紀以後に出現する器形で
⑦

あるとされている。

V まとめ

今回の調査では、古墳時代後期の上城、鎌倉時代の井戸・柱穴・土器溜、鎌倉時代以降の濤

が検出された。遺跡の規模や実態については充分に把握できるものではなく、井戸・柱穴など

の遺構によって、住居址および集落の一画に触れたに過ぎない。しかし、周辺に古墳時代と鎌

倉時代の集落跡の存在することが確められたわけで、今回の調査の意義は大きい。

〔注 記〕

1 八尾市教育委員会「束弓削遺跡J『八尾市文化財調査報告 3』 1976年

2 大阪府『大阪府史』1978年

3 本誌所収第2章

4 本誌所収第6章

5 八尾市教育委員会「久宝寺遺跡」『昭和51・ 52年度埋蔵文化財発掘調査年報 八尾市文化

財調査報告 4』 1979年

6 大阪府教育委員会『挟山遺跡・雛HI選跡発捌訓査概要』1978年

7 横田賢二郎・森田勉「大宰府出上の輪入中国陶磁器について」『九州歴え資料館研究論集

4』 1978年
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第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告



例 H

1.本書は、八尾市桜ヶ丘・北本町 。光町において昭和56年度に実施した東郷遺

跡の概要報告である。東郷遺跡は昭和55年度に桜ヶ丘 3丁 目8-1・ 8-9で

実施した発掘調査を第 1次調査とし、以後調査順に第 2次 。第 3次中と付称 .し

ている。なお調査地の詳細は文中の一覧表で明示する。

1。 発掘調査は八尾市教育委員会文財室が行ない、第 2次 (米田敏幸。原田昌則 )、

第 3次～第 5次 (高萩千秋 。高木真光 )、 第 6次 (白神典之 。森田実 )、 第 8次～

第10次 (高萩千秋 )が現地を担当した。

なお、調査にあたっては、西村公助・駒沢敦
。中野慶太・西辻正信。田中義紀・

浅井賢―・北尾耕三・山西嘉彦・僻大林組・帥奥村組・帥大永土木・い辻本工

務店・ltl花田建設 。帥美濃部建設の協力があった。

l.本書作成にあたっては、上記担当者のほか、西村公助・野田雅彦・中野慶太・

西辻正信・田中義紀 。中野健太郎・山上弘・張本洋一 (遺物実測 )、 成海佳子・

酒井雅代 。中谷聖子 (ト レース)が行ない、執筆は第 2節米田敏幸、第 3節～第

5節高萩千秋 (遺構 )。 高木真光 (遺物 )、第 6節 白神典之・森田実、第 7節～第10

節高萩千秋 (遺構 )・ 高木真光 (遺物 )が分担した。
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第 8章 東郷遺跡

第 1節 遺跡の概要

東郷遺跡は、八尾市東本町・北本町 。光町・桜ヶ丘一帯に所在する弥生時代から中世に至る

複合遺跡である。当遺跡は現在八尾市の中枢部に位置し、古 くは河内国若江郡に属し、地形的

には楠根川と長瀬川に狭まれた沖積地に立地 している。

楠根川や長瀬川等の河川は、大和川や石川の豊かな水をこの地域に送り、幾多の氾濫をくり

返しながら肥沃な土壌を形成してきた。このように、河内低平地における集落遺跡は、豊かな

土壌を経済基盤の背景として、発展し続けた跡をとどめている。

同じ沖積地上には、多くの遺跡が分布 している。東方に小阪合遺跡、西方には古墳や住居址
①

等が検出されている佐堂遺跡 があり、また南方には古墳時代前期の上器や埴輪等が多量に出土

②
する中田遺跡および東弓削遺跡、北方には弥生時代前期から続 く山賀遺跡や、弥生時代中期の

③       ④                  ⑤

方形周濤墓群で知られる瓜生堂遺跡があり、この沖積地が河内地方の中でも、比較的早 くから
⑥

開けた地域であることが理解できよう。

当遺跡の発見は昭和46年 4月 、八尾市東本町 2丁 目(東郷光明寺裏付近 )で水道管敷設工事中、

地表下約 1.5mで墨書人面土器等が出土 したことに端を発するが、 それ以後近鉄線高架工事
⑦

や下水道工事等で若千の遺物包含層の存在が確認された以外、実態は明らかではなかった。し

かし、昭和55年 1月 、桜ヶ丘 3丁 目でマンション建設に伴なう事前調査において、古墳時代か
③

ら中世に至る土拡・井戸・柱穴等の遺構や、それらに伴なう、遺物を検出したことから、当遺跡

が広範囲に拡がることが確認できた。

当遺跡は古代から河内と大和を結ぶ交通の要所であったが、前述のように現在も入尾市にお

ける行政や経済、交通機関等の中枢部である。近年の急激な開発に伴ない、市域の多くの遺跡

は破壊、または消滅の危機に瀕し、特に当遺跡の位置する近鉄八尾駅前の開発は急激に進んで

いる。この貴重な遺跡の歴史的価値を多くの人々に知らしめるため、当市教育委会では遺跡指

指定区域内の開発事業に対し、申請者と協議を重ね、多くの人々の努力によって、試掘調査や

発掘調査を実施している。

なお、当遺跡における昭和56年度事業の発掘調査は9件であり、調査面積は延べ2030H12に およぶ。

調査区の地番・申請者 。申請面積・申請目的等については、次ページの一覧表の通 りである。
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表 1 東郷遺跡発掘調査一覧表

付称 調 査 地 査
驚
調
面 申 請 者 調査期間 目 的 備考

第2次

第3次

第4次

第5次

第6次

第7次

第8次

第9次

第10次

桜ヶ丘 3丁 目7-8-1

光町 1丁 目69-2

北本町2丁 目14卜12

光町 1丁 目88

桜ヶ丘 2丁 目9他

桜ヶ丘 3丁 目

光町 2丁 目156

光町 1丁 目47

光町 2丁 目17

9 1aal

64

125

196

40

200

565

210

621

中西 義弘

木村 悦夫

木村 悦夫

岡田 徳一

大阪府民生部保険課長

富国生命相互会社
大阪東月掛支社

日本生命相互会社

西岡 正雄

藤井  勉

4月 15日

4月 13日 ～
4月 15日

5月 13日 ～
5月 26日

6月 8日 ～
7月 7日

7月 25日 ～
8月 8日

9月 21日 ～
10月 31日

10月 15日 ～

12月 4日

12月 4日 ～
12月 23日

'召

千口57笠 F
2月 ■ 日 ～
3月 12日

店舗付住宅

貸 ビ ル

〃

〃

社会保険事務所庁舎

屋

ルビ

　

〃

社
　
貸

第 2節

第 3節

第 4節

第 5節

第 6節

整理中

第 7節

第 8節

第 9節

〔注 記〕

1 八尾市役所『八尾市史』1958年

2 八尾市教育委員会『昭和51・ 52年度埋蔵文化財発掘調査年報』1977年

3 中田遺跡調査会『中日遺跡調査概要』1973年

4 八尾市教育委員会「東弓削遺跡」『八尾市文化財調査報告 3』 1975年

5 大阪府教育委員会 。(財 )大阪文化財センター『山賀遺跡現地説明会資料 I』 1981年

6 中央南幹線内西岩田瓜生堂遺跡調査会『瓜生堂遺跡』1971年
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第 2節 第 2次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市桜ヶ丘3丁 目に所在し、第 1次調査地の

①
南方50mに 位置する。調査は個人住宅の建築工事に伴なっ

て実施したもので、 350m2の敷地に3× 3mの調査区を 2ヶ

所設定した。調査の結果、西側の調査区から古墳時代 と平

安時代の遺構を検出したが、東側の調査区では後世の撹乱

が著しく、遺構の検出はできなかった。ここでは西側調査

区の概要を記す。

図 3 出土遺物実測図

0      1       2m

図 2 平面 図

Ⅱ 検 出遺構

検出した遺構は古墳時代の上拡、平安時代の落ち込みである。これらは、旧耕上下50cmの 責

褐色シルト粘土をベースにしており、上面に被る約40clnの包含層を取り除いたところで検出し

た。

SKl

径90cln・ 深さ30cllaの円形の平面を呈する土拡で、断面はすり鉢状である。埋土内より若千の

須恵器片と土師器片が出土している。

産垂Ξ≡∠_旦±
1

4 0            1ocm

落ち込み

④
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SK2

幅 120cm l深 さ34omを測ると転であるが、一部を検出しただけである。埋上には木炭が多く

みられ、須意器片や主師器片の他、製塩土器が出上している。

落ち込み
~

1調査区東半は西側より30cmほ ど落ち込んでおり、こ.こから瓦や宋銭等が出土している。

〔注 記〕
1 八尾市教育委員会 『八尾南遺麟 `真郷遺1跡発掘調査概要J1931年
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III 出土遺物観察表

番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

1 蓋杯 (蓋 )

SK2

径 丸味 を持 った天丼部 よ り稜 をなし、
垂直にお りる口縁部に至 る。 口縁端
部は外折 し、内側に段 を有す る。

天丼部 欠損 、天丼肩部 よ リロ縁部 ま

では内外面 とも回転ナデ

色調  暗灰色
胎土  砂粒 を 多 く含 む 。
焼成  良好
天丼部 に灰 付 着 。

須恵器

2 蓋杯 (身 )

SK2

口 径 115 丸味 を持つ深い杯底部 より鋭い稜 を
な して垂直に立ち上 リロ縁部に至 る
口縁端部は内傾す る。

外 面 杯底部は%回転ヘ ラケズリ
ロ縁部 までは回転ナデ

杯底部は回転ナデ内 面

色調  濃灰 色
胎土  級 密
焼成  良好
口縁部 外面 に灰付着。

須恵器

3 蓋杯 (身 )

SK2

日 径 低 平 な杯底部 よ り上 外方へ の び る受

部 を有 し、内傾 して立 ち上 ろ短 か い

口縁音Ъをキ手つ 。

外面  杯 底部 は全面 回転ヘ ラケズ リ
他 は回転 ナデ

内面  回転ナデ

色調  淡灰色
胎土  微砂粒 を 多 く含 む。
焼成  良好
杯底部 外面 に灰 付着 。

須恵器

4 警

SK2

日 径 210 お、くらんだ B同部 よ り屈 曲 して外反す
る短か い 口縁 を持 つ。 口縁端著るは 内

傾す る平 lfI面 を有す る。

外面  胴部 tよ 回転 カキ ロ調整 、口縁
部 は 回転 ナデ

内面  回転ナデ

調

生

成

色

胎

焼

乳 灰 色

級密

やや 不 良

須 恵器

5 製塩土器

SK2

口 径  56 平たい底部 よ り九み を持 って立 ち上
が り内傾 ぎみ に 口縁 部 に至 る。

外面  横 方 向の平行 叩き目が わずか
に認め られ る。

内面  底部付近積 方向のナデ 、他 は
縦 方 向ナデ で 口縁付近に絞 り

目が認め られ る。

調

上
　

成

色

胎

　

焼

黄灰 褐色

石英・ 長 石・ 花 聞岩 の

砂 礫 を 多 く含む。

やや 良

製塩土器

SK2

日 径 199 九 く深 い体都 よ り屈 曲 して 外反す る
口縁部 を有す る。 日縁端部 は わずか

に上 に肥厚す る。

面

　

面

外

　

内

体部下半縦 方向ハ ケ、他はナ

デ

横方向ハ ケナデ

色調  淡 褐色
胎土  長石・石 英・ 雲母 の他
チヤー トを含む。雲母

伽 多い。

焼成  良好
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第 3節 第 3次調査
I 調査の概要

調査地は八尾市光町 1丁 目に所在し、当遺跡睦知範囲の中央部に位置する。調査地に 3ヶ所

の トレンチを設定し、調査を実施 した。各 トレンチは南側より第 1ト レンチ(4× 5m)、 第 2

トレンチ(4× 5m)、 第 3ト レンチ(4× 6m)と 付称し、順次調査を行なった。調査面積は延

べ64m2、 調査期間は昭和56年 4月 13日 から4月 15日 までである。

調査方法は現地表(OP+9。 20m)か ら盛土・旧耕土・床土までを機械掘削し、以下は入力掘

削によった。最終的に層序を確認するために、幅および深さ lmの小 トレンチを機械掘削し、

調査を終了した。

図4 調査地設定図

第2ト レンチ
第3ト レンチ

第 1ト レンチ
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H層 序

盛土を除去すると第 1層 旧耕土、第 2層青灰色粗砂土(床土 )、 第 3層暗茶灰褐色粗砂上、第

5層灰青色微砂土、第 6層暗茶灰色粘上、第 7層暗灰色粘土、第 8層青灰色粘上、第 9層灰色

粘土、第10層淡灰青色粘上の基本層序である。

このうち第 3層 ～第 5層は中世以降に堆積した土層で、第 6層上面が水田面である。その下

の第 7層 ～第10層が古墳時代前期頃までの沼沢地と思われる。

図 5 水田出土遺物

Ⅲ 遣構・ 遺物

1)中世の水田

全 トレンチにわたって検出した第 6層暗茶灰色粘上の上面は、畦

畔や足跡を伴なう中世の水田遺構である。

畦畔は東西方向のもの 2本ど検出した。第 2ト レンチ南西I品のヽ

のは幅30CIn以 上・高さ10CInで 、第3ト レンチ南側のものは幅60cln・

高さ10cmを 測る。畦畔は暗灰褐色粘土で、水日の上層とほぼ同質で

ある。

水田面や畦畔に、灰青色シルトを堆積する径 5～ 30craの円形
。楕

円形等の凹みを検出したが、これは足跡と思われる。

水田を被覆する茶褐色砂土層より、中世遺物を含む小片がわずか

に出土した (図 5)。

2)沼沢地

水田址の下層は、堆積状況から沼沢地であると推定される。堆積土は第 7層暗灰色粘土・ 第

8層青灰色粘土 。第 9層灰黒色粘土・第10層淡灰青色粘土等からなり、非常に粘性の高いもの

である。このうち、第 3ト レンチの第 7層からは、弥生時代後期から古墳時代にかけての遺物

が多量に出土した。

出土遺物の器種には、壺(1～ 3)。 甕(4～ 17)・ 小型鉢 (19～ 21)。 月ヽ型九底こ(22)・ 月ヽ型器

台(23)・ 器台(24)・ 高杯(25)がある。甕にはV様式タイプのもの、庄内式のもの、布留式のも

の等が混在しており、搬入品である山陰系の器台(24)も 含まれている。

これらは小片で出上したものが多く、周辺より流れ込んだものと思われ、遺物全体を通 じて

時期差を認めるものである。

ヽ

ャ

0         5cm

―
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第 1ト レンチ

2

第3ト レンテ  水田畦畔平面図

1盛 土
2 旧耕土
3 青灰色砂混じり粘土
4 淡青灰色細砂土
5 茶灰褐色粘土
6 灰茶褐色粘土
7 灰黒色粘土
8 青灰色粘土
9 灰黒色粘土
10 淡灰青色粘土
11 暗茶灰褐色粗砂土
12 黄茶掲色細砂土
13 淡灰青色細秒土
14 灰緑色シル ト
15 灰緑色砂粘土
16 淡灰色細砂土
17 淡灰色粗砂土

5m

図 6平断面図
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」V 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 子 法 の 特 徴 色調 胎工・焼成 備考

1 一霊

沼沢地

口 径  140 「 く」の字 形に屈折 し、直線的に長 く
のび る口縁部 のみ遺 存。端部 は薄 く

尖 る。

外面  ヘ ラ ミガ キを施 す。
内面  ヘ ラ ミガキのあ と縦 方向に暗
文 を施 す。

色調  淡黄褐 色
胎 ±  1 0mm程度 の長石 石 英
を含む。

焼成  良好

2 一霊

沼沢地

口 径  18,3 「 く」の字形 に屈 曲 し、直線的 に長 く
の び る 口縁部 で あ る。端部 は丸 く終

わ る。

外面  7条 /100mの ハ ケのあ とロ
縁端部 をヨヨナデす る。

内面  口縁部 は外面 と同 じ。
口縁部 と胴部の接合部 にナデ。

色調  淡茶 褐色
胎 ±  1 0mm～ 2 0mm程 度 の石
英・長石 を含む。

焼成  良好

3 一霊

沼沢地

径 17 3 視合 口緑 のこ であ ろ う。屈折部 外面
には鋭 い稜 をつ くり、端部 は尖 りぎ

みに終 わ る。

複合 口縁部下 方 に円形浮文 を貼付 し

た痕 跡 がみ られ る。

面

面

外

内
磨 耗 を受 け不明。
ヘ ラ ミガキを施す 。

色詞  淡灰 褐色
胎 土  微粒 の くさ り礫 を含む
焼 成  良好

甕

沼沢地

口 径  158 複合 口縁 の甕 であ ろ う。体都 よ り丸
く屈曲 した後 、外面 に丸みのあ る稜

をつ くって外傾 す る複合 口縁 部 に至

る。端 部 は丸 く終 わ る。

脅尋1磨耗を受け不明
色調  淡灰褐 色
胎 ±  1 0mm程度 の石英 長 石
を含む。

焼成  良好

5 甕

沼沢地

口 径  149 体部 よ り屈 曲 して外 反す る口縁部 の
み遺存。端部 は丸 く終 わ る。

外面Ⅲ

内面 |ヨ

コナデ

色調  茶 褐 色
胎 ±  2 0mm程度の石美を含む
焼成  良好

甕

沼沢地

口  ぞE 160 体部 よ り「 く」の字形に屈曲 し、外反
する口縁部のみ遺存。端部はつ まみ

上げ、わずかに外イ頃する平】咀面 とな

る。

外面  4条 /10 0mmの タタキ と思 われ
る。

内面  コヨナデ を行 う。

色調  茶褐 色
胎 土  微粒 の角閑イiを 多 く含

tす 。

焼 成  長好

7 簑

沼沢地

口 径  163 体部 よ り「 く」の字形に属折 し、外傾
する口縁部のみ遺存。端音FJlよ上方へ

丸 くつ まみ、外傾す る平坦面 となる

外面  口緑部 を ヨヨナデす る。
内面  口縁部 はハ ケのあ とヨコチ デ
する。ノヽ ケは3粂 /3 5mmを 担」
る。lH部 にヘ ラケズリがみ ら

オじる。

色 調  茶褐 色
胎 土  微米上の角関石 を 分 く含

b。

娩 成  良 好

甕

沼沢地

口 径  162 7と 同様であるが、端那は丸 く終わ
る。

外面  口縁部 を ヨコナデす る。
内面 .口 縁 部 を ヨヨナデ し、肺部 に
ヘ ラケ ズ リカ`み ら″とる。

色調  茶褐色
胎 Jを  微 *上 の角閃イfを 多く含

屯」 。

娩 成  長 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎上・ 焼成 。備考

9 甕

ヱ召rlく地

口 径  13_4 体部 よ り屈 曲 し、外反す る日縁部 の
み遺 存。上位 で さ らに外反 ぎみ とな

り、端部 は笠 くつ まみ上 げ 、外傾 す

る平 Jil面 となる。

外 面 口縁 音[を ヨコナデ し、接合音Б

に 8条/10.Ommの ハ ケ を施 す。
口縁 音hを ヨコナデ し、打同部 に
ヘ ラケ ズ リがみ られ る。

内 面

色調  茶褐 色
胎 土  角 閃石 を多 く含む。
焼 成  良好

製

沼沢地

口 径  150 「 くコの字 形に屈 曲 し外反す る口縁部
で、先細 とな る。 _lm部はつ まみ上 1丁

外傾 す る平〕■面 とな る。 告愚1磨耗を受け不明
詞

生

成

色

胎

焼

淡芥灰 色

微粒 の長石 を多 く含む

良好

簑

1召 沢 地

口 径  140 「 く」の字 形に丸 く屈 曲 し、外反す る
口縁部 に至 る。端 部 はわずか につ ま

み上 士する。

体部の張 りは弱いようである。

外 面 口縁著卜を ヨコナデ し、接合部

は強 い ヨヨナデす る。 打同著L`こ
8条/7 0mmの ハ ケ を施す。
日縁部をヨコナデし、 Л同部に
ヘラケズリがみられる。

内 面

色調  淡茶 灰 色
胎土  長石  石英 を多 く含む
焼成  良 好

要

沼 llく地

径 「 く」の字 形に属曲 し外傾 す る口縁部

で 、先 細 とな る。端 音F・ lよ上 方へ つ ま

み 、丸 く終 わ る。

外面  胴部に12条 /9 0mmの ハケを施
す。

内面 ヘ ラケズリがみ られる。

色調  淡茶 灰色
胎±  2.Omm程度 の石英・微粒
の長石 を含む。

焼成  良好

蓑

1召 rlミ地

口 径  164 「 く」の字 形 に鋭 く属折 し、わす かに
内弯 ぎみ にの び る口縁 部のみ遺存。

端部 は内 に九 く肥厚 し、外傾す る平

Jfl面 とな る。

脅EI磨耗をうけ不明
色調  淡灰 色
胎 土  微粒 の雲母 を多 く含む .
焼 成  良好

箋

1召 rlく地

径 13と 同様 の 簑の 口縁部 であ る。 外面 1

1ヨ ヨナデ

内面 )

色詞  i夫茶褐 色
胎土  微粒 の長石・雲母 を含

鷲す。

焼 成 良 好

褻

14 rlt地

口 径  105 「 く」の字 形近 くに屈曲 し、直線 的 に
のび る口緑部 で 、端部 は尖 力゙ りぎみ

に終 わ る。

外 面

1肥
著寡FttΩ乙登汗糸密霞

ら
内 面

色調  淡茶 褐色
胎±  0.5mm程度の石英 を含

tす 。

焼 成  良好

襲

IイIl尺引と

底  径  42 ドーナ ツ状 の底部 であ る。 面

面

外

内

4条 /17 0mmの タタキを施す。
‐ ラ原体によるす甲庄カラタらオと

る。

色調  淡茶灰 色
胎±  2_0～ 4.Omm程 度の石英・
チャー トを含む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・焼成・備考

甕

沼沢地

底  径  3.9 突出する平底で、中央がわずかに幽
電す。

面

面

外

内

7条/19 0mmの タタキを施す。
ヘラナデを行なう。

調

生

　

成

色

胎

　

焼

淡 茶灰 色

0.5～ 2.Omm程 度 の石 英・

長石 を含む。
良好

鉢 ?

沼沢地

底  径  55 高 台状 に突 出す る鉢 の医部 であ ろ う

裾端 都 は薄 く、尖 りぎみ に終 わ る。

面

面

外

内
接合部 に指圧痕 がみ られ る。
ヘ ラ ミが キを施 し底部 はナデ

色調  淡 茶灰 色
胎±  4_Omm程 度 のチャー ト
石 英 を含む。

焼成  良 好

小型鉢

沼沢地

口 径  120 半球 形 の体部 か ら屈 曲 した後 、内弯
ぎみ にのび る口縁部 に至 る。端部 は

尖 りぎみに終 わ る。 告gl磨耗を受け不明
色調  淡茶 灰 色
胎 土  くさ り葉 を多 く含む。
焼 成  良 好

小型鉢

沼沢地

口 径  ユ2.7 半球 形 の体部か ら 2段に屈 曲す る。
口緑部 は外反 し、端部 は尖 りぎみ に

終 わ る。 告]1磨耗を受け不明
色調  淡 茶 褐 色
胎土  くさ り礫 を多 く含む。
焼成  良 好

小型鉢

1召沢地

口 径  130 20と 同様 の鉢 であ るが 、器 肉は厚 く
体都 は浅 い。 待辱1磨耗を受け不明

色調  淡 灰 茶 色
胎土  微 社 の長石 を含む。
焼成  良 好

小型丸底壺

沼沢地

口  径

最大径

体部か ら屈 曲 し、内弯 ぎみ にのび る
口縁 部 に至 る。端部 は薄 くな り、尖
って終 わ る。

外 面 口縁音

“

・ 体きるともに‐ ラミガ

キを施す。
磨耗 を受け不明。内 面

色調  淡 茶 灰 色
胎土  くさ り礫 を 多 く含む。
焼成  良 好

おヽ型器台

沼沢地

漏半状 に開 く脚部上 方 のみ遺存。 面

面

外

内

ヘラケズリがみられる。
ナデを行なう。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡灰褐色
わずかに 0 5mm程 度の
石英 .長石 を含む。
良好

器 台

沼沢地

径

径

高

口
裾

器

基部か ら上 下 に外反す る鼓 形器 台で

あ る。 口縁 部 は九 く外反 し、端音Falょ

丸 く終 わ る。裾端部 はつ まみ上 げ 、
内傾 す る平 IEI面 をつ くる。
基部の上下には凸帯が 1条ずつ巡る
裾部外面にはヘ ラ描 きの記号文が認
め られる。

外面  磨 耗 を受 け不明。
内面  受部 をヘ ラ ミガキし、脚部 は
ヘラケズリである。

調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡 赤灰 色

微 *上の角閃イ「・ くさ り

礫 を含む。

良 好

器 台

沼沢地

裾  径  10.6 内弯 ぎみ に 2段に開 く裾部 のみ遺存

脅目1磨耗を受け不明
色調  淡灰 掲 色
胎土  微 社 の くさ り礫 を含む
焼 成  良 好
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第 4節 第 4次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市北本町 2丁 目に所在し、第 3次調査地の西方約 150mの 地点である。調査地

の中央に 5× 20mの トレンチを設定し、南側に 5X5mの グリッドを設定した。 トレンチの南

半分を第 1調査区、北半分を第 2調査区、グリットを第 3調査区と付称し、順次調査を進めた。

調査面積は延べ 125∬、調査期間は昭和56年 5月 13日 ～ 5月 26日 である。

調査方法は、現地表(OP+9。 9m)か ら盛土・旧耕土・床土までを機械掘削し、以下について

は手掘 りによって調査を実施 した。

H 層序
盛± 1.6mを 除去すると第1層 旧耕土、第2層床土、第3層灰褐色粘上、第4層灰色微砂上、

第5層赤褐色粘土、第6層暗灰色粘上、第7責褐色粘土～灰褐色粘上、第8層淡黄灰色粘上、
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第 9層 淡灰色粘土、第10層灰色シル ト、第11層 灰色細砂上の基本層である。

このうち第 5層上面は、第 3次調査地 と同じく中世の時期の水田面と思われ、第 1遺構面と

した。第 6層は遺物包含層、第 7層・第 8層が古墳時代前期 (庄内式の時期 )の遺構面 と考えら

れ、それぞれ第 2遺構面・第 3遺構面とした。

第 1遺構面である水田址は全調査区で認めることができた。第 2・ 第 3遺構面については第

第 2調査区 1・ 第 2調査区で井戸や土拡等を検出したが、第 3調査区で

は第 2遺構面 とほぼ同レベルで、第 3次調査地で検出した沼

沢地と同じ土層を検出したため、沼沢地の西への拡がりが確

認できた。

以下は堆積状況から、自然河川の堆積土層と考えられる。

HI遺 構・ 遺物

1)第 1遺構面 (水田 )

水田面はOP+7.6mを 測り、現ナ也表下約2mである。水田

や畦畔の上面には、足跡状の凹みが認められる。

第 1調査区の北壁近 くでは東西に延びる畦畔と、この畦畔

の東側から南へ延びる畦畔を検出した。ともに幅60cm以上
。

高さ15cllaを 測り、上面には足跡状の窪みがみられる。これら

の接合部には幅40cm・ 深さ15cmの 濤状の切 り込みがあ り、水

口ではないかと考えられる。また、第 3調査区では東西方向

の畦畔と、この畦畔の西側から北へ延びる畦畔を検出した。

ともに幅40～ 70cm・ 高さは15cmを 測る。

水田面上の第 4層灰色微砂土は、河川の氾濫などによって

運ばれた上であると考えられ、層内には土師質土器の細片を

わずかに含んでいる。また、第 3次調査地で検出した水田址

にも近接することから、水田の時期は中世に比定できる。

2)第 2遺構面

SKl

第 2調査地の南東部で検出し、東側は調査区外へ至 る。検

第 3調査区

第 1調 査 区

図 9 水田遺構平面図
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出部の平面は長辺2.2m。 短辺1.lmの隅丸方形を呈す

る。埋土は暗茶褐色砂混じり粘± 1層である。

SEl

第 1。 第 2調査区間の西壁で検出し、西側は調査区

外に至る。径1.6m。 深さ0,9mを 測る素掘 りの井戸で、

断面は上部から約30clnの所に段を持つ。

埋土は上方から暗灰茶色砂粘土、暗灰色粘土、淡灰

色粘上、暗灰色粘土、黒灰色粘上がほぼ水平に堆積し、

最下層は黒灰色粘土と灰色粘上のブロック層である」

遺物は壺 (1)、 小型器台(2)等が出上したが、いず

れも磨耗をうけた細片である。

SDl

第 1・ 第 2調査区間西側で検出した。幅40～ 70clla・

深さ10Cmを 測り、北へ延びる濤である。埋土は暗灰色

粘± 1層 である。遺物は出上しなかった。

3)第 3遺構面

SE2

第 1・ 第 2調査区間の東壁近 くで検出した素掘 りの

井戸である。径約 1.2m・ 深さ0,9mを 測り、平面は楕

円形に近い。断面はU字形を呈するが、中央部はわず

かに扶れており、滞水面を示すものと考えられる。

また、北茜側の肩には幅約30cm。 深さ約 10clnを 測り、

北西へ延びる小濤を有している。

埋土は上方から灰色細砂上、灰色粘土、淡灰色細砂

上、淡灰色粘土と暗灰色粘上のブロック層、灰青色シ

ル ト粘土が堆積 している。

遺物は壷 (3・ 11)、 甕 (4～ 10,12)、 高杯(13)等が

OP+600M
0      1      2m

l暗灰茶色砂粘土層
2暗灰色粘上層
3淡灰色粘上層
4暗灰色粘上層
5暗灰色粘土と灰色粘上のブロック層

図10 SEl平断面図

禁
2方亮+.∽ m
,ノ 9

o      1      2m

l灰禍色粘土層
2灰色細砂土層
3灰色粘上層
4淡灰色細砂層
5淡灰色粘土と暗灰色粘上のブロック層
6灰緑色粘土層
7灰色微砂土層
8灰青色シル ト層
9灰色粗砂土層

図1l SE21平断面図

-195-



出土した。

(3)は 口縁部内外面に鋸歯文を施す複合口縁壺で、西部瀬戸内地方の影響をうけるものかと

思われる。奈良県経向遺跡から、同様のものが出上している。
①

甕は 8点が出上したが、このうち(4)の 口縁部は直立するもので、船橋遺跡や纏向遺跡出土
②    ③

の甕に類例がみられる。他の甕が暗茶褐色～茶褐色の色調であるのに対し、(5)は 淡褐白色を

呈する。また、胎土についても、他の遺物に普遍的にみられる角閃石は、肉眼では観察できな

い。(6)の 口縁部は、外傾 した後、端部近 くで内弯している。タタキは河内地方に多い右上が

りではなく、た上がりである。(7～ 10。 12)は 河内地方に一般的な庄内甕である。底部につい

てみると、(7・ 12)の どちらもわずかに平底を残している。

(13)は杯部が 2段に屈曲する高杯である。

SE3

1 
第 2調査区の北東部で検出し、東側の一部

は調査区外に至る。上面径 3mと 大型である

がそれに対し深さ 0.9mと 浅いため、井戸と

は考えにくいが、底部が砂礫層に達し夕量の湧

水がみられたことから、井戸遺構 とした。

1 埋土は上方から第 1層暗茶褐色粘土、第 2

1厘邑£写泉ξ手:督与慇篭種砥鷲上[≧長唇紀
土のブロック層、第 5層暗灰色粘上、第 6層

暗灰色粘土と灰青色粘上のブロック層が堆積

している。第 4層から第 6層 までは、人為的

に埋められたと思われる土層である。

第4層 の上面には、幅20～ 35cm・ 深さ15cm

の南北に延びる濤が認められたが、人為的に

構築されたものか、自然の流れ込みであるか

は不明である。さらに、この濤状遺構が埋ま

った後に、灰や炭等を含む土層が堆積してお

り、遺物もここから多量に出土した。

Ｄ

口
　

ρ
ゝ

口

　

　

ｏ

ハ
υ

や
冷
翠

ο

図12 SE3上 層平面図
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時期的には、上層 (第 1層 ～第 3層 )は第 2遺構面

SKloSElと 同時期 と思われ、中層 (第 4層 )・

下層 (第 5層・第 6層 )|ま 第 3遺構面 SK2と 同時期

どあると思われる。

遺物は大層から木製品(図 18-1～ 4)、 第 4層 中

から壺(14)お よび甕、第 4層 を薄 く被覆する炭化層

(第 3層 )か ら祗石 (図 14)の他多量の上器が出土した。

上層から出土した土器の器種には壺 (16。 17)、 甕

(18～ 21)、 鉢(22)高杯 (23)等 がある。このうち高

杯の内面には、赤色顔料が塗布されている。

木製品は槌の子 (図18-1～ 3)と 、用途不明の板

材 (図18-4)が出上した。

(1)は直径 9 cm。 長さ約 10cllaの円柱形である。円

柱の両端には粗い面取 りが行なわれ、中央部にはV

字形の浅い濤が掘 り込まれており、部分的に炭化し

ている。

OP+600m
0      1      2m

l暗茶禍色粘上層
2黒茶禍色粘上層
3黒灰色上層
4暗灰色粘土と黄灰色粘のブロック層
5暗灰色粘上層
6暗灰色粘上と灰青色粘上のブロック層

図13 SE3下層平断面図

(2)の 直径は約 7 cmで 、形状は(1)と ほぼ同様であるが、中央部の濤

はやや深めである。

(3)は径 7～ 9 cmを 測 り、扁平な円柱形を呈する。円柱の内部は空洞

であるが、人為的に今Jり 抜かれたものかは明確ではない。端部は前述の

(1・ 2)同様粗い面取 りが行なわれているが、中央部に濤はなく、工具

痕が一周するのみである。これも(1)鳳様、火を受けて炭化する部分が

ある。 趨
(4)は幅 6～ 1lcm。 長さ48cm以上を測る板材である。径 0.5～ 10cln程

度の小孔が10ヶ 所に穿たれ、そのうちの 1つには目釘状のものが遺存し 0   5cm
ている。またこれらの小孔の他にも径約 1.8cmの 円形の孔があり、この  ~

周囲約 0.5clnの範囲をわずかに削 り出している。            図14 砥石実測図

ビット

第 1調査区の西隅でSPl,SP2・ SP3を 、第 2調査区の東壁近 くでは SP4を 検出した。

ゼ
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SPlγ SP3は径30観前後・深.さ 20cm前後を測り、ほぼ 1711に並なが、調査区内だけでは

堀立柱題物の柱欠とは確認できなかった。出土物はSP3か ら庄内甕の細片が出土した程度で

ある。

SP4は約半分を検出しただけで詳細は不明であるが、検出径50cm i深 さ4oclnを測る。

〔注 記〕

1 橿原考苦学研究所『纏向』1976年

2 大阪府教育委員会 F船橋遺1跡発掘調査概要』1980年

, ①前掲書
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図15 第2第3遺構面平面図

-199-



第2調査区

OP+700m――一｀

第 1調査区

OPギ700m

第3調査区

「一

‐
／
13 暗茶褐色粘上層
14 黒茶褐色粘土層(炭化物を含む)
15 暗灰色粘土と黄灰色粘上のブロック層
16 暗灰色粘上層 (炭を含む)
17 暗灰色粘土と灰青色粘上のブロック層
18 暗茶褐色色砂混じり粘土層
19 茶禍色砂混じり粘土層
20 黄灰色粘土と暗灰色粘上のブロック層
21 暗灰色粘土層 (細砂を含む)
22 灰色細秒層
23 黄禍色粘上層
24 淡責灰色粘土層
25 灰色粘上層
26 暗灰禍色泥粘上層
27 灰色細砂土層
28 黒灰色泥粘土層
29 灰青色泥粘上層
30 灰青色粘土層
31 灰青色微砂混じり粘土層
32 暗灰青色粘土層
33 責灰色粘上層
34 暗灰色砂混じり粘土層
35 暗茶褐色砂混じり粘上層

32

6 茶灰褐色粘上層
7 暗灰色粘土層
8 灰茶褐色砂混じり粘土層
9 黄禍色シル ト粘土層
10 灰色シル ト層
11 灰育色シル ト層
12 茶褐色粘土層

図16 断面図

18 _、 19

1盛 上
2 旧耕土
3 灰掲色砂粘土悟 (床上)
4 茶灰色粘砂土層
5 淡灰黄褐色細砂上層

0     1     2m
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図18 SE3出土遺物実測図
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Ⅳ 遺物観察表
番

号
器   種
出上位 置

法 量(Cm) 形 態 特 微 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

l 一里

SEI

底 径  ■ 2 わずかに平ナ旦面を残す底部のみ遺存 外面  ヘ ラ ミガキ を施 す。
内面  磨 耗 を受 け不 明。

色調  灰黒色
胎±  10-3.Omm程 度 の石英

を多 く含む。

焼成  良好

イヽ型器台

1

裾  径  113 濡 半状 に開 く脚部 であ る。
中位 3方 に円孔 を穿 つ。

外面 斗

1磨耗 を受 け不 明
内面 )

色調  淡赤褐 色
胎土  微粒 の長石 を多 く含 む
焼成  良好

SE2

日 径  243
最大径 227

直立する頸部か ら外反 し、屈曲 して

外反する複合 口縁部に至 る。端部は

上方へわずかにつ まむ。体部は中位

に最大径 をもち、扁平な 球形 を呈す
る。
口縁部内外面に鋸歯文 を巡 らす。

外面  頸部 にわず か にヘ ラ ミガキが
み られ る。

内面  磨耗 を受 け不 明。

色調  淡赤褐 色
胎土  微粒 ～ 3_O mm程度 の石
英 を多 く含む。

焼成  良好

褻

SE2

口 径  112
最大径

器  高  167

倒卵 形の体部 か ら Ffd曲 し、直立す る

口縁部 に至 る。 _i部は外へ 丸 くつ ま
む。底都 は若千 の平 j乳面 を残す。

外面  口縁部に5条 /12 5mmの ハケを
施 し、 B同部は5条 /17 0mmの ノヽ

ケを施す。
内面  口縁部に5条 /12 5mmの ハケを
施す。胴部上方を5条 /12 5mm
のハ ケ、下方はナデをおこな

色調  茶褐 色
胎土  微粒 の角閃石 。長石 を
含む。

焼成  良好

5 寮

SE2

口  径  154 「 く」の字形に屈 曲 し、直線的にのび
る口縁部 に至 る。端著FsIは 九 くつ まむ。

体部 の張 りは弱 い。

外面  口縁部 を ヨヨナ デ し、胴部 は
6条 /16 0mmの タ タキを施 す。
口縁部 下方 に もタタキが残 る

`

内面  口縁部 をヘ ラナデの あ とヨコ
ナデ し、胴部 はヘ ラナデ をお
こなう。

色調 淡褐色
胎土  チャー ト・ 石英・長 を
含む。

焼成 良好

6 褒

SE2

口 径  169 「 く」の字形に屈 曲 し、内弯 ぎみ にの
び る口縁部 に至 る。端部 は丸 く終 わ

る。体部 の張 りは強 い ^

外面  口縁部 を ヨコナデ し、胴著Vよ
左上 が りの 5条 /11 0mmを 測 る
タタキを施 す。

内面  口縁部 を ヨヨナ デ し、 Blal部は
ヘラケズリである。

色調  淡茶褐色
胎土 微社の角閃石 を多 く含

t!∫。

娩 成  良 好

7 築

SE2

口 径  146
減大径  162
底  径  16
器  高 156

「 く」の宇 形に鋭 く屈折 し、直線的 に

のび る 口縁部 に至 る。端部 は上 方へ

つ まみ 、 直立 す る平 Jll画 をつ くる。

体部 は上位 に最大径が あ る倒卵 形で

底部 はわずか に平よ■面 を残す。

外面  口縁部 を 5条 /7 5mmの ハ ケの
あ とヨコナデ し、胴部 は 7条 /
14 5mmの タ タキのあ と下 方 を
散状 に 7条 /8 5mmの ハ ケ を施
す。

内面  4条 /4 5mmの ハケのあとョコ
ナデ し、胴部 をヘ ラケズリす
る。

色調  茶褐 色
胎土  微粒 の角 閃石 を 多 く含

む 。

焼 成  良好

8 蒙

SE2

径 「 く」の宇 形に鋭 く届折 し、外反 ぎみ

にのび る 口縁部。端部 は丸 くつ まみ

上 げ 、直立す る平 II面 をつ くる。

外面  ヨヨナデす る。
内両  口縁害Xを ヨヨナ デ し、胴部 は
ヘラケズリする。

色調  暗茶 褐色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を多 く含む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎上・焼成・備考

9 甕

SE2

径 「 く」の字形 に屈折 し、外反 してのび

る口縁部 に至 る。端部 は上 方へ 丸 く
つ まみ 、直立 す る平」H面 とな る。

外 面 日縁部 をヨコナデす る。接合

部に タタキがみ られ る。
口縁部 をヨコナデす る。内 面

色調  茶褐 色
胎土  微粒 の長石・ 角閃石 を
多 く含む。

焼成  良 好

蓑

SE2

径 「 く」の字形 に屈曲 し、若千 内弯 ぎみ

1こ のび る口縁 音Бに至 る。 端部 は」i方
へ 丸 くつ まむ。

内外面 ともに ヨヨナデ をお こな う 色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を多 く含む。

一霊

SE2

中央 が わずか に凹む 底部 のみ遺存。 全体 に磨 耗 を受 け不 明。 色調  淡赤褐色
胎土  多量の くさり礫 と微粒
の長石 を含む。

焼成 良好

嚢

SE2

わずかに平坦面を残す底部のみ遺存 外面  タタキの あ とハ ケ を施す 。
内面  ヘ ラケ ズ リ。

詞
土
　
成

色
胎
　
焼

茶禍 色

角 閃石 2 0mm程 度の石
英 を含む。

良好

高 杯

SE2

係部が 2段に屈折す る高杯 と思われ
る。

面

面

外

内
9条/12.5mmの ハケ を施す。
‐ ラ ミガキを施す。

色調  淡 赤 褐 色
胎土  微粒 の長石 を含む。
焼成  良好

一笠

SE3中 層

最大径  31.6
底  径  5_5

体部 よ り屈 曲 し、直立す る 日鑽部至

るが 、端部 を欠損す る。体 著Fjlよ 中位

に最 大径 が あ る球 形 で、突 出す る平

底 を有す る。

外 面 上部にヘ ラ ミガキ、下部にへ

ラナデがみ られ る。
接合部近 くを指圧 し、以下は
ヘ ラナデする。

内 面

色調  茶褐 色
胎土  角 閃石  石英・長石 を
含 む。

焼成  良好

甕

SE3中 層

底  径  4.1 お しつ ぷ した よ うな平底 を有す る。 外面 5条/21.Ommの タタキを施す。
内面 底部近 くは9条 /■ Ommのハケ
接合部 よ り上方はハ ケのあ と

ナデ。

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度の角
閃石 、宴母 を 多 く含 む

焼成  良 好

SE3上 層

口 径  16_3 休 部か ら屈 曲 し、外反 してのび る口
縁部 のみ遺存。瑞部 は直立す る平 Jn

面 を もつ。

外画  12条 /13 5mmの ハ ケ を施 し、端
部 は ヨコナデす る。

内面  磨 耗 を受 け不 明。

色調  茶 褐色
胎土  微 *i～ 1 0mm程度の角
閃 7fを 多 く含む。

娩成  良 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・ 胎土・焼成・備考

一霊

SE3上 層

底  径  50 突 出 した平底 をもち、大 き く開 く体
部 下半が遺存す る。

外面 底部にヘ ラによる整形 をおこ
な う。

内面 ヘ ラ原体 による押圧がみ られ
る。

色調  淡福 色
胎土  角 閃石 .石英 を含む。
焼成  良好

甕

SE3上 層

口 径  174 「 く」の字 形に丸み をもって屈 曲 し、
外反す る口縁部 に至 る。端部 は九 く

つ まみ上 げ 、下 方へ も考 千肥厚す る。

外面 口縁部をハケのあとヨヨナデ
し、胴部は8条/11_Ommの ハケ

を施す。
内面 胴部をヘラケズリする。

色調  茶褐 色
胎三  角 閃石・ 長石 を含む。
焼成  良好

甕

SE3上 層

口 径  148 「 く」の字形 に屈 曲 し、若千 内弯 ぎみ
にの び る口縁部 に至 る。端部 はつ ま

み上 げ る。

外面  3条 /7mmの タタキのあ とヨコ
ナデ。

内面  口縁部 をヨコナデ し、胴都内
面はヘ ラケズ リ。

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1.O mm程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

簑

SE3上 層

口 径  162
最大径  206

「 く」の字 形 に属折 し、直線的 にの び

る 国縁音Бに至 る。 端部 は」二方へ つ ま
み 、直立す る平坦面 にな る。体都 中

位 に最大径 を もつ と考 え られ る。

外面  胴部 に 7条/13 5mmの タタキキ
を施 す。

内面  ヘ ラケ ズ リで あ る。

色調  茶褐 色
胎 土  微粒 ～ 1.O mm程 度 の角
閃石 を含む。

焼成  良好

褒

SE3上 層

口 径  142 20と 同様の口縁都である。 外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  胴部 にヘ ラケ ズ リを施 す。

色調  秦褐色
胎土 微粒～ 1,O mm程 度のん
閃石 を多く含む。

焼成 良好

鉢

SE3上 層

径
径
高

口
底
器

深 い椀形 を呈す る直 口の鉢 で、端部

は不揃 いに終 わ る。 お しつぶ した よ

うな平底 を有す る。

外面 磨耗 を受け不明
内面  9条 /19,Ommの ハケを施す。

色調  淡 白褐色
胎土  微粒 ～ 1.5 mm程 度 の角
閃石 を多 く含む。

焼 成  良好

高 杯

SE8上層

径 椀形の杯部 をもつ小型高杯 と思われ

る。

外面  磨耗 を受 け不 明。
内面  ヘ ラ ミガキの あ と放射状 に賠
文状 のヘ ラ ミガ キ を施 す。

色調  赤褐 色
胎主  微粒 の長石・ くさ り礫
を含む。

焼成 良好
杯部内面に赤色顔料 を塗布す

る。
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第 5節 第 5次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市光町 1丁 目に所在し、第 3次調査地の東方約60mに位置する。当初、全面発

掘調査を行なうことを前提 としたが、敷地面積が狭 く機械掘削および人力掘削による上の搬出

が困難なため、全体を 4区画に分割して発掘調査を実施するに至った。調査は北より第 1調査

区(44∬ )、 第 2調査区(44m2)、 第 3調査区(68m2)、 第 4調査区(40∬ )と し、面積は延べ 196評

である。調査期間は昭和56年 6月 8日 から7月 7日 までである。 調査方法は、現地表(OP十
8。 9m)か ら盛上、旧耕土、床土までを機械掘削し、以下を人力掘削を行なった。

H 層序
盛± lmを 除去すると第1層 旧耕土、第2層床土、第3層灰茶褐色粘土、第4層暗茶灰色粘
土、第5層黄灰褐色シルト、第6層淡灰色粘土が全調査区の基本層序である。

図19 調査地設定図
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このうち、第 3層上面が中世の水田l■で、名 4層は遺物包含層、その下の第 5層上面が古墳

時代前期 (庄内式の時期～布留式の時期 )の生活面である。検出した古墳時代前期の遺構は竪穴

式住居・掘立柱建物・土拡・井戸 。濤・ピット等で、遺1物は特に丼戸(SE5)・ 濤(SD9)か
ら多量に出上した。なお十中世の水田址は断面観察のみにとどめた。

Ｉ

Ｆ

Ｉ

ナ

＼

l⑬

OP+750m―

―

_‐…………………

―

~

0      1      2m

図20 S山 平断面図

撹

乱

Ⅲ 遺構・遺物

1)住居址

S11

第 1・ 第 2調査区間の東側で検出

したが、東部は調査区外へ至るため、

未確認である。

南北辺 3.3mを 測り、方形を呈す

る竪穴式住居 と思われる。竪穴の肩

から床面までの深さ約 15clnを 測 り、

床面は平坦である。周囲には幅20～

60cln。 深さ約 8 cmを 測る濤が残存 し

ている。以上のように、周濤を検出

したことから竪穴式住居としたが、

柱穴や炉址が確認されなかったこと

にやや焼間を残す。

床面より壺 (1)、 甕 (2・ 3)、 小型

鉢 (4)等が小片で出上しており、遺構

の時期は古墳時代前期に比定できる。

SBl

第 1調査区の北東隅で検出した掘

立柱建物である。東西 1間×南北 2

間、主軸方向はN-24生Wを指す。

桁行 3.2m。 梁行 2.2mを 測 り、復

元床面積は約 7m2でぁる。

―

―

I

OP+750m｀v

図21 SBl実 測図
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柱穴は径30～ 50cln・ 深さ約50cllaで、暗茶灰色シ

ルト粘土が堆積する。

柱穴の坦土内より庄内式甕の小片が若千出土し

ており、遺構の時期は古墳時代前期に比定できる。

SB2

第 3・ 第 4調査区間の西側で検出した掘立柱建

物である。規模はSBl同様、東西 1問×南北 2

間を有する。主軸方向はN-16生 w、 桁行3.lm・

梁行 2.2mを測る。復元床面積は約6.8∬である。

柱穴は径30～ 50cm。 深さ8～ 20clnを 測り、内部

には暗茶灰色シルト粘上が堆積する。

遺物は柱穴の埋土内より庄内甕の細片が出土

した程度で、時期的にはSBlと 同時期と考えて

よいだろう。

o      1      2m

図22 SB2 平断面図

2)上拡

SKl

第 1調査区中央付近で検出した。最大幅 3m以上・最小幅 1.lmを 測り、平面は不定形を呈

する。底部の西側には、長径 2m・ 短径 0.6m・ 深さo.45mの落ち込みがある。埋土は上方から

暗茶灰色シルト粘土、暗灰色砂まじり粘土(炭・灰を含む)が堆積する。

遺物は埋土内より、甕(6～ 10)。 高杯 (11・ 12)等が出土したが、いずれも小片である。

SK2

第 1調査区の南西隅で検出した。最大幅 2.5m以上 。最小幅 1.2m・ 深さ0.2mを 測り、平面

は不定形を呈する。底部からはSElが検出された。北側の肩はSD4と切 り合う。埋土は暗

茶灰色シル ト粘± 1層 である。埋土内より、V様式タイプの甕(13・ 14)の少片が出土した。

SK3

SK2の南側で検出した。検出部の最大幅は70clla・ 深さ15cllaを 測るが、南西は調査区外へ拡
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がっている。

SK4

第 2調査区の北東で検出した。最大幅 3.8m。 最小 1.3m。 深さ0.lmを 測 り、 平面は不定

形を呈する。底部からSE2が 検出された。西側の肩は SK5と 接 しているが切 り合い関係は

確認できず、東恨1は調査区外へ至るために不明である。埋土は暗茶灰色シル ト粘± 1層である。

遺物は製塩土器の脚台(15)が小片で出土した。

SK5

SK4に 隣接する土城である。最大幅約 2m。 最小幅 1.5m・ 深さo。 25mで、平面は不定形、

断面は浅い皿状を呈する。埋土は上方から暗茶灰色シル ト・暗灰黒褐色シル ト粘土・黒褐色

土 (炭・灰を含む)である。底部に接する面には、厚さ 2 cmを測る炭層が堆積 している。

遺物は庄内甕(16)の小片が出上した。

SK6

第 2・ 第 3調査区の西 I品で検出したが、床土から切 り込んでいるため、中世の遺構 と考えら

れる。 埋土は暗茶褐色粘土と灰黄色粗砂上のブロック層 1層である。

遺物はV様式タイプの甕(17)が小片で出上 したが、この上城の埋め立てに際し、他から流入

したものであろう。

SK7

第 3調査区の北壁近 くで検出した。東西 1.3m・ 南北 0。 9m以上を波ける。深さは10cmと 浅く、

断面は逆台形を呈する。

埋土は暗茶灰褐色シル ト粘± 1層である。埋土内より上器の細片が出上したのみで、遺構の

時期は明確でない。

SK8

第 3調査区の東側で検出したが、東側の一部は調査区外へ至る。最大幅 3m以上 靖胡 幅ヽ1.6

m・ 深さ0.2mを 測る不定形の上城で、断面は皿状である。南西隅をSE3に 切 られ、 S Dll・

S D12を切って構築されている。
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底部からSE4と 、径15～ 30cln。 深さ6～ 17 cmを測る 3個のピットを検出した。土砿内の埋
土は暗灰褐色シルト1層 である。

遺物はV様式タイプの甕(18。 19。 21)お よび庄内式甕(20)等が破片で出土した。

SK9

第 3調査区の西側で検出した。履大幅 1.3m・ 最小幅 lmを測り、深さは 9 cmと 浅い。平面

は菱形に近 く、断面は逆台形である。 SE5の 西側の肩を切る関係にある。 埋土は淡灰褐色
砂混じり粘土層である。

遺物は杯(23)が出上した。これは、他の遺構より出土する遺物と比較すれば、新しい時期の

ものと思われる。

S K10

第 3調査区の北壁沿いで検出した。長辺 1.6m l短辺 1,5m・ 深さ29cllaを測る。平面は隅九

方形を呈し、断面は皿状である。SK■ を切 り込んでいる。埋土は暗茶灰色シル ト1層が堆積

する。

埋土上面に伏せた状態で嵩杯(37)を 検出したが、他の遺物は埋土内のゃや上部から出上し

た。器種には甕(24～ 28・ 31)。 小型甕(29)・ 小型鉢 (35)・ 高杯(36)等がある。

遺物を概観すれば、甕のうちではV様式タイプのものが、量的に多くを占める。しかし、小

型鉢・高杯等は庄内式の時期のものと考えられることから、これらの遺物群はほぼ庄内式の古

相のものと考えられる。

S Kll

第 3調査区北西隅で検出した。径 1.2m・ 深 さ12cmを測る。 SK6と S K10に切 られる関係

にある。埋土は暗灰褐色粘± 1層 である。

3)井戸

SEl

第 1調査区の西側に位置するSK2の底部で検出した。径 1.2m・ 深さ78cllaを預1る 素掘りの

井戸である。平面は円形を呈し、断面は上部から約30cllaの ところに段を持ち、以下底部までは

逆台形を呈する。調査中に多量の湧水が認められた。
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一
〇

0           1m

図23 SEl平 断面図

0           1m

図24 SEが平断面図

埋土は上方から暗茶褐色シルト粘上、暗灰青色粘

上の 2層 に大別できる。

遺物は井戸掘形の肩の部分から、口縁部が欠損し

た庄内式甕 (38)が出土した。

SE2

第 2調査区北東側に位置するSK4の底部で検出

した。径 。深さともにlmを測る素掘りの井戸で、

平面は円形、断面はU字形を呈する。

埋土は第 1層暗茶灰色粘土、第2層暗灰色粘土(炭

化物を含む)、 第3層黒褐色土(炭化物を含む)の 3層が

堆積する。第3層は植物遺体の炭化物を含み、井戸底

や壁面に貼 り付いた状態であった。

遺物はV様式タイプの甕 (39。 40)・ 庄内式甕 (4ト

42)が出上した。このうち(42)は 、井戸の底部に接し

て横向きの状態で検出したもので後述する祭戸己に関

するものと思|われる。

SE3

第 3調査区の中央部で検出した。層位的には第 3

層上面(中世の水田面)か ら掘り込まれているため、

中世の水田耕作に関係する井戸であったと推定され

る。規模は径 1.5m・ 深さlm以上を測り、平面は

ほぼ円形、断面はU字形を呈する。

井戸内部には、暗茶灰色シルト粘土と灰色枯上が

ブロック状に堆積するため、人為的に一挙に埋めた

てられたものと推定できる。

埋土内からは、庄内式甕 (43)等が細片で出上した。

しかし、これらの遺物は井戸の埋め立てに際して他

から混入したものであろう。

-211-―



SE4

第 3調査区西側、SK8の 底部南東側で検

出した。長径 1.2m・ 短径 0。 9m.深 さlm

を測る。平面は楕円形、断面はU字形を呈す

る素掘 りの井戸である。

埋土は上方から、暗茶灰色シル ト粘土と暗

灰青 色粘上の 2層に大別でき、下層はヘ ドロ

状で炭イB物 を含んでいる。

遺物はV様式タイプの甕(44)お よび庄内式

甕 (45。 46)が出土した。このうち(46)は 井戸

の底部に接して伏せ られた状態で出土してい

る。また、この甕はSE2出 上の甕 (42)と 形

態的に近以する資料であり、遺構の時期は S

E2と ほぼ同時期であると考えられる。

SE5

第 3調査区の西側で検出した。長径 1,9m・

短径 1.6m・ 深さ1.5mを 測る。平面は楕円

形を呈し、断面は上部から40cmま ではす り鉢

形、以下底部までは垂直に落 ちる素掘 りの井

戸である。

埋土は第 1層暗茶灰褐色シル ト粘上、第 2

層暗灰色粘1土、第 3層 暗灰青色粘土、第 4層

暗灰色シル ト粘土 と暗灰色粘土および灰緑色

シル トの混合層である。

遺物はその出上した層位によって、下層の

ものと上層のものに分けることができる。

下層出上のもの(47)は井戸の底部に接する

状態で検出し、山陰または北陸系のものと考

えられる。これは胴部中位に穿了しされている。

0          1m

図25 SE4平断面図

OP+750m

1́ 暗茶灰褐色粘砂土
2暗 灰色粘土
3暗 灰色青色粘土
4暗 灰色シル ト粘土
5暗 灰色粘土および
灰緑色シル トの混合層
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上層出土のものは第 1層暗茶灰褐色シル ト粘上上面に集積する状態で検出され、器種には壷

(48・ 49)・ 甕 (50・ 51)。 鉢 (52)。 小型鉢 (53)。 小型器台(54)の他合計 8′ミあり、うち 7′点を図

示した。このうち甕は、庄内式のものと布留式のものが共伴している。

4)溝

濤は合計18条を検出したが、これらは方向が一定でなく、幅や深さについても規則性がみら

れないことから、性格は不明である。中には住居に伴なう排水濤等も含んでいるものと推定さ

れる。

SDl

第 1調査区を斜め方向に走る濤である。幅25～ 40cllt・ 深さ約10cmを 測る。 SD3・ S D13と

交差している。

SD2

第 1調査区北部で検出した。幅20～ 30clnを測る。 SD3と 直交しており、 S D13・ S D14・
S D15が この濤から派生じている。

,遺物はV様式タイプの甕(57)の小破片が出上した程度である。

SD3

第 1調査区を維断する濤である。幅30～ 60cln。 深さ20clnを 測る。 SDl・ SD2と 交差して
いる。

SD4

第 1調査区西側で検出した。幅30～ 60cm、 深さ10～ 25clnを測る。 SEl・ S D13と 切 り合っ
ている。

甕(58)の 口縁部の小破片が出上した。

SD5

第 2調査区 。第 3調査区間にわたり、縦断する構である。幅30～ 60clla・ 深さ15clltを 測る。S

K5に切 られている。
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遺物は、V様式タイプの甕の小

片がわずかに出土した程度である。

SD6

第 3。 第 4調査区の南側で検出

した。幅30～ 50cm・ 深さ約20clnを

測る。平面はほぼ円を描 くが、南

部
`よ

SD9に 切 られ、東側では S

D12を 、西側ではSD8を 切る。

埋土は暗灰褐色砂粘± 1層 で、

埋土内から土師器の細片がわずか

に出上した程度である。

SD7

第 2調査区東側で検出した。幅

10～ 30cm。 深さ15clnを 測る。

SD8

第 3調査区SE3に 切られ、南

北に延びる濤である。幅20～ 30cm・

深さ10clnを 測る。 SD6・ SD9

に切 られている。

埋土は暗茶灰色ラル ト粘± 1層

である。

SD9

第 4調査区で検出し、東西方向

に延び、東壁付近でラッパ状に拡

がる濤である。幅 1～ 1.8m・ 深

さ27cmを 測 り、断面はすり鉢形を

0      1      2m

図27 SD6平断面図

A_― 〆

OP+750m

SD9平断面図
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呈する。

埋土は上方から第 1層暗灰茶褐色シル ト粘上、第 2層暗灰茶褐色シル ト粘土と灰青色シル ト

粘上の混合層が堆積している。下層は濤の肩より崩れ落ちた土層と思われ、ほとんどの遺物が

この上面から一括出上に近い状態で出上した。

出土遺物のうち、実測可能なものは44点を数える。器種には壷(61～ 64)・ 甕(65～ 93・ 100)・

鉢 (94・ 95)。 月ヽ型鉢(96～ 99)。 刻ヽ型器台(100～ 102)・ 高杯 (103子 104)があり、甕には吉備系のも

の(88)も 含んでいる。出土状況については、各遺物が数個体ずつ集積し、 3～ 5群に分かれて

おり、完形品近 くにまで復元できたものが多くを占める。これらの上器は出土状況からみて、

濤の埋没後に放置されたものではないかと考えられるが明確ではない。

S D10

第 4調査区の南壁に沿って、北側の肩だけを検出したが、自然河道と考えられる。検出部で

の最大幅約 lm。 深さは 0,7mを測る。断面の形状は、肩から約45∽角度で傾斜して落ち込ん

でいる。

埋土は上方から第 1層責褐色微砂土、第 2層淡灰色粘上、第 3層暗灰色粘土、第 4層暗灰色

シルト粘土、第 5層暗灰色シルトが堆積している。

遺物は第 2層 より簑(105)。小型器台(106)“ 高杯 (107・ 108)の合わせて4点が出土した。こ

のうち高杯 (108)|よ 完形に復元でき、他の遺物についても比較的大きな破片である。

S Dll

第 2調査区SD7の 南側で検出した。幅20cm・ 深さ10clnを 測る。弓状に曲がる濤で、 S11

を'切 っている。

S D12

第 3調査区東側で検出した。幅30～ 80clla・ 深さ 5 cmを測る。南側はSD6に 、北側は SK8

に切 られている。

S D13

第 1調査区西側で検出した。幅20～ 30cln・ 深さ10clnを 測る。 SD4に 切 られ、 SD2と は直

交している。
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S D14

第 11調査1区北西隅で検出した濤で、SD2か ら派生する。幅閥cm・深さlocmを測る。薄底1部

では、径10cm前後・深さ15cmを測る楕円形のピットを認めた。

S D15

S D14の西側で、S D14と 同じくSD2から派生する濤である。幅2ocln・ 深さ10clnを測る。

濤底部で、長径30cm,深 さ20cmの 楕円形のビットを認めた。

S D16

第 3調査区東側、SE4か ら南へ廷びる濤である。幅40cln～ 60cln o深さ25cmを河る。

S D17

第 2調査区西側で検出した。幅30cm。 深さ15cmを測り、西へ延びる。

SD18

第 3調査区東側をSK8に切られ、南北に延―びる濤である。幅20～ 30cm・ 深さ10cmを預1る。
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第 2調査区

第4調査区

SK l 鶯`ELゝ sDl

嗣 1翠

図29 平面図
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第 1調査区

第2調査区

第 3調査区

OP+800m

oP+8.00m

1 耕上
2 盛土
3 旧耕上
4 原青色粘砂上
5 灰茶福色砂土
6・ 灰青褐色粘砂上

7・ 暗茶灰色粘土

8 暗茶禍色砂粘土

9 暗黄灰禍色粘土
10.灰褐色粘土
11 灰色粘上
12 灰色微砂土
13 茶灰禍色粘上
14 暗茶灰色シルト粘上
15 暗茶褐色粘土と灰黄色粗砂上のプロック(SK6)
16 黄灰褐色シル ト

図30 断面図

２ｍ
‐
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Ⅳ 幽土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎上・焼成・備考

1 壺

Sn床 面

口 径  205 外反す る口縁部のみ遺 存。端 部 は上
下 に肥厚 し、広 い面 をつ くる。

端 部側面 に竹管押圧 円形 浮文 (9個 の

み遺存 )を 貼付 し、内面 口縁部近 くに

櫛描 き波状文 を施す 。

告辱1磨耗を受け不明
調

生

成

色

胎

焼

淡赤褐色

微粒 の長石 を多 く含 む

良 好

甕

Sn床 面

径 胴部 よ り屈折 して外傾 す る口縁部。

端部 はつ まみ上 げ 、直立す る平坦面

をつ くる。

外面 ヨヨナデ。
内面 5条/45m■のハケのあとヨコ
ナデ。胴部はヘラケズリと思
われる。

色調  茶褐色
胎土 微粒 ～細粒 の角 閃石 を
多 く含む。

焼成  良好

褻

S11床 面

口 径  148 「 く」の字形に屈 折 して外反す る口縁
部。端 部は上方へつ まみ 、九みの あ
る面 となる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に

5条 /9_5mmの タタキを施す。
接合部外面付近は ヨヨナデに

よってタタキが消えている。
口縁音Бをヨコナデ し、川司部は
ヘ ラケズ リと思われる。

内 面

色調  灰 褐色
胎土  粗粒 の長石・ 石 英 と細
粒 の角 閃石 を多 く含 む

焼成  良好

4 小型鉢

S11床 面

口 径  m4 半球 形の体部 よ り屈 曲 し、内弯 ぎみ

にのび る目縁部 に至 る。端 部 は尖 り

ぎみに終 わる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、体部は
ヘ ラケズ リのあ と軽 くナデ。
口縁部 を8条 /8 0mmのハケの
あとヨコナデ し、体部はナデ。

内 面

色調  淡褐色
胎土  微粒 の長石 を含む。
焼成  良好

5 嚢

SBユーP2

口 径  14_9 「 くJの 字 形 に屈 曲 して外反す る口縁
部。端型

`事

上方へ つ まむ。体部 の器

肉は極め て薄い。

外 面 口縁音hを ヨコナ デ し、】同部
`こ6条 /3.5mmの ハ ケカfみ られ る

口縁部をヨコナデし、胴部に
ヘラケズリカfみ られる。

内 面

色調  淡灰 褐色
胎土  長石・ 石英 を多 く含 む
焼成  良好

6 甕

SKl

口 径  165 外反す る口縁部 のみ遺存 。 口縁端 部
は九 く終 わ る。 待]|ヨコナデ。

色調  茶褐色
胎土  細粒 の長石 、微 粒 の角
閃石・ _r母 を含 む。

焼成  良好

7 甕

SKl

底  径  3_8 ドーナ ツ状 の底部 と思 われ る。 外 面 4条 /12.5mれの タ タキ。底部側
面 には指頭庄痕 がみ られ る。
磨 耗 を受 け不 明。内 面

調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐色

1 0mm程度 の長石 石英
を含む。
良好

簑

SKl

底  径  48 ドーナ ツ状の底部 であ る。 外面  4条 /11 0mmの タタキ。
内面  ナ デ をお こな う。

色調  淡灰褐色
胎土  粗粒 の石 英 を含 む。
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・焼成・備考

9 蓑

SKl

底  径   3.1 中央 部 が 凹む上 げ底状 の底部 であ る 面

面

外

内
3条 /9 0mmの タタキを施す。
ヘ ラ原クに1こ よるJ甲圧が ,室 らオ■

る。

色調  淡赤褐色
胎土  粗粒 の角 閃石 ・花 聞岩
を含む。

焼成 良好

褻

SKl

丸底の底部である。 外 面 3条/5.5mmの タタキのあ と 5
条 /7.Ommの ハ ケ を施す 。
ヘ ラケ ズ リと思 われ る。内 面

色調  暗褐色
胎土 薇粒の雲母 を含む。
焼成 良好

高 杯

SKl

rE 径 太 く短 い柱状部か ら裾部は屈折 し開
く。

外面

内面

藩耗 を受 け不 明

調

生
　

成

色

胎

　

焼

褐色

微粒 ～社粒 の角 閃石 を

多 く含む。

良好

高 杯

SKl

裾 径 太 く短い柱状部か ら裾部は屈折 し開
く。

外面  ヘ ラ ミガキ を施 す。
内面 磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡赤褐色
胎土  チ ャー ト・ 2_0～ 3_Omm
程度の石英 を含 む。

焼成  良好

ヽ

SK2

日 径  147 胴部 よ り屈折 し、九 く外反す る口縁
部のみ遺存。端部 は上方へ若千つ ま

み 、直立す る平坦面 とな る。 含唇|ヨコナデ。
色調  淡褐色
胎± 3.Omm程度の石 英 、微粒
の長石・角 閃石 を含む

焼成  良好

菱

SK2

底  径  4_2 ドーナ ツ状 の底部 である。 面

面

外

内
磨耕 を受け不 明。
ヘ ラ原体による押圧力fゝ られ
る。

色調  暗赤褐色
胎±  2 0mm程度 の石 英 を含

定す。

焼成  良好

製塩 土器

SK4

裾  径  5.2 製塩土器の脚台であろう。 外 面

1写吾:毒桂g,考高客3な k内 面

調

生

成

色

胎

焼

赤褐色

石英 。長石 を多 く含む

良好

甕

SK5

口 径  17.5 「 く」の字形 に届折 して 外反す る口縁
部 で、 日縁端部 は上方へ わずか につ

まむ。

外面  口縁部 をヨコナデ し、接合音Б
に 5条/6.5mmの タタキがみ ら
れる。

内面  口縁部に 4条 /5 0mmの ハケの

安iこ忌方死込:同
部は今ラケ

色調 茶褐色
胎土 微粒の角閃石 を多く含

む 。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

簑

SK6

底  径  56 ドーナ ツ状 の底部 であ る。

待辱1写露ξヨ
kぴ警療万命逢身:泳 色 調  

灰 褐色

胎土  微粒 ～ 2.O mm程度の角
閃石・雲母 を含 む。

焼成  良好

甕

SK8

径 体部か ら丸み を もって屈 曲 し、外反

す る口縁部 に至 る。端 部 はつ まみ上

げ、直立す る平坦面 となる。

外 面 口縁部をヨコナデし、胴都は
6条 /14 0mmの タタキを施す。
口縁部をヨヨナデし、胴都は
ナデ。

内 面

色調  灰 褐色
胎土  粗粒 の石 英 を含 む。
焼成  長好

褻

SK8

ロ 径 「 く」の字形に屈 折 しIて 外反す る口縁

部。端 部 は尖 りぎみに終 わ り、わず
かに平坦 にな る。 告晉}磨耗を受け不明

色調  赤褐色
胎±  1.0～ 2.Omm程 度 の石 英
を多 く含む。

焼成  良好

甕

SK8

口 径  16.5 丸み を持 って屈曲 し、内弯ぎみに伸
びる口縁苦5。 端部は外傾する平坦面

をつ くる。

画

面

外

内

ヨヨナデ。

磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡 白裾色
胎土  微粒 の石 英 を多 く含 む
焼成  良好

甕

SK8

底  径  49 ドーナ ツ状 の底部 である。 外面  タタキ を施 す 。
内面  炭化 物 の付着 に よ り不 明。

色調  灰褐色
胎土  粗粒の石 英・花 局岩 を
含む。

焼成  良好

甕

SK8

底  径  48 ドー ナ ツ状 の底部 であ る。

含晉1磨耗を受け不明。
色調  淡灰褐色
胎土  粗粒 の長石 を多 く含む
焼成  良好

林

SK9

口 径  12.0
器  高  34

浅 い半球 形の体部 か ら稜 を もち、外

反 ぎみの 口縁部 に至 る。端部 は外へ

丸 く終わ る。

外面  口縁部 は ヨコナデ し体部 は指
圧 ナ デの後ナ デ。

内面  ヘ ラ ミガキの あ と放射状 の暗
文を施す。

色調  淡褐色
胎土  精良上 、微粒 の長石 ・
雲母 を含む。

焼成 堅撤

甕

S K10

口 径  ユ3.6 胴部 より九み をもつて屈曲 し、外反
する口縁部に至る。端部は直立す る
平坦面 となる。胴部の張 りは強いと
思われる。

告晉1磨耗を受け不明
色調  赤褐色
胎土  微粒の長石 を多 く含 む
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎上・焼成・備考

甕

S K10

口 省豊 151 「 く」の字形 に九 み を もって屈曲 し、
外反す る口縁都。端 部 はわずか に平

坦にな る。 告晉}磨耗を受け不明
色調  茶褐色
胎主  微 粒 の長石 、微粒 ～ 1
mm程度の角 閃石 を含 む

焼成  良好

甕

S K10

ぞと  15 6 「く」の字形に九く屈曲し、外傾する
口緑部。端部はわずかに平坦になる 脅晉1夢

夢隼琺獲霰票雰菅れなFに
色調  茶褐色
胎 ±  1.O mm程 度 の角 閃石 を
含む。

焼成  良好

甕

S K10

ぞと  12 8 胴部か らゆ るや か に屈 曲 し、外傾 す
る口縁都 。端 部 は九 く終 わ る。胴部

の張 りは弱 い。

外 面 口縁部 を5条 /15 0mmの タタキ
のあ と軽 くナデ。胴都は5条 /

15 0nmの タタキを施す。
口縁著卜をヨコナデ し、】同部

`よヘラナデ。

内 面

色調  灰褐色
胎土  微粒 の角 FAR石 を 多 く含

b・ 。

焼成  良好

蓑

S K10

口 径  109 下 糞 くれの胴部か ら「 く」の字形に届
折 し、外反 ぎみ に廷 び る口縁部 に至

る。端 部 は細 く,尖 りぎみに終 わる

画

面

外

内
胴部 に 4条 /10 5mmの タタキ。
口縁音Бを ヨコリ

エ
デ し、胴部 は

ヘ ラナ デ と思 われ る。

色調  灰茶褐 色
胎土  微粒 の長石・ 花閥岩
雲母 を含む。

焼成  良好

刀ヽ 型甕

S K10

径
径
高

口
底
器

深 い椀形 の胴部か ら屈折 し、外傾 す

る口縁部 に至 る。 口縁端部 は九 く終

わ る。底部 は突 出す る平底 で、中央

がわずか に 凹む。

外面  胴部 の一部 に タ タキがみ られ
る。

内面  口縁部 は ヨコナ デ。胴部 はナ
デ と思 われ る。

色調  暗褐色
胎土  粗粒 の石英  花 闇岩 を
含む。

焼成  良好

甕

S K10

底  径  48 ドーナ ツ状 の底部 であ る。

告晉1磨耗を受け不明
色詞  灰褐色
胎±  1 0mm程度 の角閃石 を
多 く含む。

焼成  良好

萎

S K10

底  径  41 ドーチ ツ状 の底部 であ る。 外 面 底音Б付近 と打同部
`こ

部分 的に 3

条 /7,Ommの タ タキ を施す 。
磨 耗 を受 け不 明。内 面

色調  赤褐色
胎土  微 粒 ～ 2.O mm程 度 の長
石・石英 を含む。

焼成  良好

甕

S K10

底  径  4.0 中央部が凹む上げ底状の底部である

告]|ナデと思われる。
色調  淡赤褐色
胎±  1.5 mm程 度 の石 英  花
商岩 ・長石 を含む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕 ?

S K10

裾  径  8.7 漏斗状に開 く妻の脚台であろう 外面  タタキのあ とヘ ラケズ リと思
われる。

内面 磨耗 を受 け不明。

調
土
成

色
胎
焼

赤褐色

微粒 の長石 を多 く含 む

良好

鉢

S K10

口 径  17_5 体 部 よ り屈折 し、内弯 ぎみにのび る
口縁部 で、端 部 は上方へつ まむ。 告辱1磨耗を受け不明

色調 灰褐色
胎±  0 5mm程度の角閃石 を
多 く含む。

焼成 良好

小型鉢

S K10

口  径  11.I 体部 よ り屈曲 し、内弯 してのび るロ
縁部 で、端部 は尖 りぎみに終 わ る。 律g}磨耗を受け不明

色詞  淡赤褐色
胎±  2 0mH程度 の石 英 を多

資含む。

焼成  良好

36 高杯

S K10

嘲]  ぞを  12.1 短 い柱状部か ら外反 ぎみに大 き く開
く裾部 である。

外面  柱 状部 にヘ ラケ ズ リ。他 は全
体 に磨 耗 を受 け不 明。

内元 磨 耗 を受 け不 明

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡 褐色

ユ.O mm程度 の角 関石 を
含 む。

良好

高 杯

SK10上面

口 径  21.8 柱状部 よ り内弯 ぎみ に開 く杯底部か
ら屈 曲 し、外反 しなが らのび る長 い

口緑部 に続 く。 口縁端 部 は丸みの あ
る平 坦面 とな る。

合尋}塁
録啓完な界F砲こ幕子乳|が

色調  淡赤褐色
胎土  微粒 の長石 を多 く含む
焼成  良好

甕

SEl肩部

最大径  17.7 ほぽ球形の体 部 であ る。最大径 はや
や上方 に位 置 し、底部 は尖 り底 であ
る。

外面 接合部 をヨヨナデし、上部に
12条 /21.5mmの タタキを施 し底
部か ら最大径部分 までを 8条
/■ .5mmの ハケ。

内面 ヘ ラケズ リを施す。

色調  淡茶褐色
胎土  微粒 ～ 2.O mm程度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

甕

SE2下層

底  径  47 ドーチ ツ状 の底部 である。 外面  3条 /8.Ommの タタキを施す。
内面  ナデ と思われ る。

調
生
　
成

色
胎
　
綻

赤褐色

1.O mH程 度の角 閃石・

石 英・チ ャー トを含 む

良好

褒

SE2下 層

底  径  3.6 突 出す る平底 で、中央部が わずかに
凹む。 緬

緬
5条 /12.Ommの タタキを施す。
ヘ ラ原体に よる押圧がみ られ
る。

色調 灰黒色
胎上 微粒の角閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕

SE2下層

径 「 く」の字形に鋭 く屈折 して外反す る
口縁部に至 る。端著Ыま上方へつ まみ

端部側面は丸い。

外面  口縁都 をヨコナデ し、胴部は
9条 /16 0mmの タタキのあ と部
分的に6条 /10 0mmの ハケを施
す。

内面  口縁部 をハケのあ とヨコナデ
し、胴部はヘ ラケズ リ。

色調  暗茶褐色
胎土  微 粒 の雲母 、 0 5mm程
度 の角閃石  長石 を含
b・ 。

焼成  良 好

甕

SE2下 層

径

径

高

大
口
最

器

「 く」の字形に鋭 く屈折 して外反す る
口縁部で、端部はつ まみ上げ、外傾

する平 ILl面 となる。体部は中位に最
大径があ り、尖 りぎみの丸底 をもつ

外 面 口縁音卜を ヨヨナ デ し、 月同部 の
上方に 10条/20 5mmの タタキの

あ と6条 /8 5mmの ハ ケ七下方 1ュ
7条 /13.5mmの ハ ケがみ られ る
口縁著Бをヨコサーデ し、 月同部に
ヘ ラケズリを施す。

内 面

色調  暗茶褐色
胎土  微粒 の雲母 、微粒～10
mm程度の角 閃石 を含 む

`

焼成  良好

大 型甕

SE3

口 径  267 「 くJの字 形 に届折 して外反す る口 縁
部で 、端部 はつ まみ上 げ ぎみ に終

｀
わ

る。

外 面 口縁音Бを ヨコナ デ し、胴音Бは

12条 /22 0mmの タタキのあ と接
合部付近 にハ ケ を施 す。
口縁部をヨコナデし、胴部は
ベラケズリのあとナデと思わ
れる。

内 面

色調  淡 白褐色
胎上  くさ り礫 、微粒 ～ 10
mm程度 の角 閃石 を多 く
含 む。

焼成  良好

甕

SE4下 層

底  径  4.8 ドーチ ツ状 の底部 であ る と思 われ る 面

面

外

内
5条 /15 5mmの タタキ。
ヘラ原体による押圧がみ られ

る。

色調  赤褐 色
胎土  微粒 の雲母 を多 く含 む
焼成  良好

甕

SE4下 層

尖 りぎみの九底 であ る。 面

　

面

外

　

内

タタキのあ と8条/10_Ommの フ

ケ 。

ヘラケズリを施す。

色調  淡褐色
胎±  20～ 4 0mm程 度 の石 英
を多 く含 む。

焼成  良好

甕

SE4下層

口 径  16.0
最大径  212
号岳  干託  23 3

「 く」の字形に鋭 く屈折 して外反す る

口縁部 で、端 部 はつ まみ上 げ、外傾

する平坦面 となる。体部は倒卵形で

やや上位に最大径があ り、底部には

わずかに平坦面 を残す。

外面  口縁部の接合部 を ココナデ し
胴部上半に 14条 /22.Ommのタタ
キを施 し、軽 く 7条/9 5mmの
ハケを施す。下部は 7条 /95
mmのハケによ リタタキは消え
ている。

内面  口縁音Бをヨコナデ し、 】同部は
ヘ ラケズ リを施 す。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

茶褐色

雲母 '角 閃石 を多 く含

む。

良好

一霊

SE5下層

口 径  142
最径大 22.4
器  高  25_5

体 都か ら屈曲 し水平 に開 いた後 、外

面 に稜 を作 り、外傾 ぎみに立 ち上 が

る複合 口縁部 。端部 は外へつ まむ。

体部 は下 オ くれの球 形 であ る。

体 部 中位 に焼成後 の穿子しを もつ 。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部は

8条/8 5mmの ハケを推す。
日縁部 をヨヨナデ し、月同部 1よ
ヘ ラケズ リす る。底部付近に

指圧痕がみ られ る。

内 面

色調  淡 白灰色
胎土  石 英・チ ャー トを多 く
含 む。

焼成  良好

一霊

SE5上層

お

・
５

，
３

径

径

高

大
口
最

器

体部か ら屈 曲 し、外傾 して長 くのび

る口縁部 に至 る。端都 は外恨 す る平

lD面 となる。体部 は中位 に最大径 を
もち、球 形に ちか い。

外面  口縁部 、ハ ケの あ とヨコナデ
し、胴音hは 18条 /21 5mmのハケ

を施す 。

内面  口縁部 、ハ ケの あ とヨコナ デ
し、胴部下 方 をヘ ラケ ズ リ、

上方に指圧痕 が顕 著 であ る。

色調  淡茶褐色
胎土  微 粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石、粗粒の石英を含
b・ 。

焼成  良 年
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番

号
器  種
出土位置

法 量(Cn) 形 能
心

の 特 徴 手 法 特 徴 色調・ 胎土・焼成・備考

壷

S E5上層

径
径
高
大
口
最
器

48と 同様 であ るが 、屈曲部 内面 に は
平坦面 をつ くる。

外面  口縁部の接合 部付近 をハ ケの
あ とヨヨナデ し、胴部の上方

をlI条 /9 5mm、 下 方 を12条 /1
8_Ommに ハ ケ を施 す。

内面  口縁部 、ハ ケのあ とヨヨナ デ
し、胴部 の上方 をヘ ラケ ズリ、

下 方に指庄痕 が顕者 であ る。

色調  淡茶 褐色
胎土  微 粒 ～ 1 0mm程 度 の角
閃石 、粗粒 の石 英 を多

く含 む。

焼成  良好

袈

SE5上 層

径

大

高

径

口

最

器

15 0
19 7
19 9

「 くJの字 形 に鋭 く屈 折 して外反す る
口縁部。端 部 は上 方へ つ まみ あ

`大外傾す る凹面 とな る。体部 は中位 に

最大径 をもち、球 形 を呈す る。

外 面 口縁音Бを ヨヨナ デ し、月同部上

方 に 12条/14 0mmの タタキガ み
られ 、最 大径 部か らやや上方

を 7条 /7 0mmの ハ ケ、それ以
下 にナデに近 いハ ケ を施 す。
口縁部 をハ ケのあ とヨコナ デ

し、胴部内面をヘラケズリする。
底部付近に 指圧痕がみ られる I

内 面

色調  淡茶褐色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 ・雲母 を 多 く含み

微粒 ～ 2_O mm程度 の石
葵・ 長石 を含 む。

焼成  良好

褒

SE5上 層

径

径

高

大
口
最

器

丸み をもって屈 曲 し、内弯す る口縁

部。端部は丸 く、肉に肥厚す る。体
部は 中位 に最大径 を もち、卵球 形 を
呈す る。

外 面 口縁著Бをヨヨナデ し、】同部
`こ15条 /14 0mmの ハケを施す。

口縁都 と接合部付近 をヨコナ

デ し、胴部にヘ ラケズ リす る

底都付近に指圧痕がみ られる

内 面

色詞  淡茶 褐色
胎土 石 英  長石 ・ チ ャー ト
を含む。

焼成 良好

鉢

SE5上 層

口 省豊 264 丸 く屈 曲 し、内弯 ぎみにの び る 口縁
部。端 部 は外傾 す る凹面 とな り、内
に若千 肥厚す る。 告辱1磨耗を受け不明

調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡褐 色

微粒 の長石 、 2 0mm程
度の石 英 を含 む 。

良好

小 型鉢

S E5上層

口 径  144
器  高  50

半球 形の体部か ら、 2段に屈 曲す る
口縁部 に至 る。端 部 は薄 くな り、尖
りぎみに終わ る。 含gl倉

髭ε雪藤糸蕎篠ネ菌2ダ
ヽ 調
土

　

成

色

胎

　

焼

淡赤 褐 色

くさ り嘆 、微 粒 の長石

を多 く含 む。

良好

小 型器 台

S E5上層

口 径  99 内弯 ぎみに開 く杯音臣か ら、丸み を も
って立つ 口縁部 に至 る。端 部 は外へ

つ まむ。 脚都は漏半状 に開 くと思 わ

れ る。

外 面 脚部、杯部 をヘ ラケズリした

あ と全体にヘ ラ ミガキを施丸
杯音卜、受音卜を‐ ラ ミガキし、
脚部にヘ ラ原体による押圧が
み られる。

内 面

色調  淡赤褐包
胎土  微 粒 の角 閃石 ・雲 母 、
微粒 ～ 1.O mm程度 の長
石 を含む。

焼成  良好

甕

SDl

口 径  138 張 りの強 い休部か ら屈 曲 し、外反す
る口縁部 に至 る。端 部 は丸 く終 わ る

外面  口縁音Бをヨヨリーデ。
内面  口縁音卜を ヨコナデ し、 】同部 は
ナデ。

色調  淡褐 色
胎±  20～ 4 0mm程度 の石 英
を含む。

焼成 良好

甕

SDl

口 径  128 「 く」の字形 に屈折 して内弯 ぎみ にの
び る口縁音Lに 至 る。端 部 ιまわずかに
つ まみ上 げ ぎみ に終 わ る。

外面  口縁言番をヨヨナ デ し、 】同部 は
6条/13 5mmの タタキのあ と都
分的に 4条 /3 0mmの 夕ヽ ケ を施
す。

内面  日縁部 をヨヨナデ し、胴部に
ヘ ラケズリを施す。

色調  茶褐色
胎上  微粒 ～ 1_O mm程度 の角
閃石 と雲母 を 多 く含 む

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

甕

SD2

底  径  4.5 ドーナ ツ状 の底部 であ る。 外面  4条 /10.SIImの タタキ。
内面  ヘ ラ原体 に よる押圧 がみ られ
る。

色調  淡 白褐色
胎上  粗粒 の石 英 を含む 。
焼成  良 好

甕

SD4

ぞと  15_2 体部 より屈曲する口縁部のみ遺存。
端部は上方へつ まみ上げ、端部側面
には 1条の凹線が巡 る。

待唇}ヨコナデ
調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡茶褐色

微粒～ 1.O nm程度の角
閃石、長石 を多 く含む

良好

甕

SD5

底  径  4.6 ドーナツ状の底部であろう 外面 4条 /13 0mmの タタキ。
内面  不 明。

色調  赤褐色
胎三  角 閃石  長石 ・石 英 を
含む。

焼成  良好

藝

SD5

底  径  3.5 ドーナ ツ状 の底部 であ ろ う。 画

面

外

内
4条 /11.Ommの タタキ。
ヘ ラ原体による押圧がみ られ
る。

調

生

成

色

胎

焼

淡 白褐色

微 粒 の角 閃石 を含 む 。

良好

一霊

SD9上層

径
径
高
大
口
最
器

丸み をもって屈曲し、内弯ぎみに開
いて長 くのびる口縁部。端部近 くで

外反 ぎみ とな り、端部は外へつ まむ
体部は中位に最大径 をもつ扁平な球
形である。

体部中位に焼成後の穿孔途中と思わ
れる/Jヽ7しがみ られる。

外面  口縁部に10条 /7.5mmの ハケの
あ と端部近 くと接合部に ヨコ
ナデ。胴部はヘ ラケズ リのあ
とヘ ラミガキを施 し、部分的

内面 倍嫁蔀ぴ負ケ泳えをヘラミガ

をそ色菖景夕を完需蜃慈争勇

色調  淡茶 褐色
胎土 微 粒 の長石 ・ くさ り壌
1.0～ 2 0mm程 度 の石 英
長石 を含 む。

焼成  良好

基霊

SD9上層

口 径  92
最大径  11,7
器  高  141
底 径  1_3

九み をもって屈曲 し、内 弯 ぎみ に開

く口縁部 。端部 は尖 りぎみに終 わ る

屈曲部 内面 は平坦にな る。

体部 は中位 に最大 径 を もつ球 形 で 、
底部 はわ しかに平坦面がみ られ る。

面

面

外

内
全体 に磨耗 を受 け不 明。
口縁部 にヘ ラ ミガキのあ と暗

文 を施す。接合部近 くに指圧

痕が残 り、胴部 はヘ ラナ デ。

部分 的にヘ ラ原体 に よる押圧

が残 ってい る。

色調  淡茶褐色
胎土  微 粒 の長石 ・角 閃石 を
含 む。

焼成  良好

霊

SD9 L層

底  径  4.4 突出す る平底で、中央部は若千凹む
上げ底状 を呈する。

外面

内面

磨耗 を受 け不 明

色調  赤 褐色
胎±  1 0mm程度 の石 英 を含

む 。

焼成  良 好

を霊

SD9上層

九底 の底部 である。 面

面

外

内
8条 /5.Ommのハケを施す。
ナデ。

色調  淡褐色
胎上  微粒 の長石 を含 む。
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 の 特 傲 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

甕

S D9上層

口 径  154 張 りの弱 い体部か ら屈 曲 しての び る
短か い口縁部 で、端 部 は丸 く終 わ る

外 面 口縁部 をヨコナデ し、 冴同部は
ハケを施す。
ナデ と思われる。内 面

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 の長石 を含 む 。
焼成  良好

甕

SD9上 層

口 径  150 体部か ら丸 く屈 曲 し、外反す る口縁
部 で 、端部はわずかに上方へつ まむ

外面  胴部に4条 /12.Ommの タタキを
施す。

内面 磨耗 を受け不明。

色調  赤褐色
胎土  花 同岩 と粗粒 の石 葵 を
含む。

粧成  良好

甕

SD9上層

口 径  146 体部か ら屈 曲 して外反 し、中位 で屈
析 して 、若千届 内弯 ぎみ とな る 口縁

部 。端 部 は丸 く終 わる。

外 面

1議伝騒:最原野驚内 面

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1.O mm程 度 の角
閃石 を多く含む。

焼成 良好。

褻

SD9上 層

径 「 〈」の字形に屈折 し、外反す る 口縁

部 に至 る。端音Ыよ外傾 す る平 坦面 と

なる。 含]|夕祭操暑壽ξ昇だ奮甲祭麿宍
調

土

　

成

色

胎

　

焼

淡茶褐色

05-2 0mm程度 の石 英
チャー トを含む。

良好

甕

SD9上層

口 径  155 「 く」の字形に鋭 く屈折 し、外反す る
口縁部 に至 る。端部 は上方へ尖 りぎ

みに終 わる。

外 面 口縁部 とハ ケのあ とヨコナ ス

胴部 は 9条 /16 0mmの タタキの
あ と8条 /8 0mmの ハ ケ を施す 。
BΠ部 にヘ ラケ ズ リ。内 面

色調  茶褐毛
胎土  微粒 ～ 2 0mm程 度 の角
閃石 を含む。

焼成  良好

装

SD9上 層

口 径  152
最大径  16_5

「 く」の字形 に屈折 し、若千 内弯 ぎ み

にの び る口縁部 に至 る。端 音FJlよ 外 傾
す る平坦面 となる。

クト著bク,;昆 l)`よ身弓い。

外 面 胴部 に 10条/20 0mmの タタキの
あ と7条 /12_5mmの ハ ケを施 丸
弼同部 にヘ ラケ ズ リを施す 。内 面

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1_5 mm程 度 の 角
閃石  長石 を含 む。

焼成  良好

71 甕

SD9上 層

口 径  168 「 く」の字形に鋭 く届折 し、外反す る
口縁部 に至 る。端部 はつ まみ上 1大

外傾 す る平 坦面 とな る。

体著るの器肉は極めて薄い。

外面  BΠ部 に 12条/21 5mmの タタキの
あ と 6条/9 0mmの ハ ケを施 丸

内面  胴部 をヘ ラケ ズ リす る。
全体 に磨 耗 を受 けてい る。

色調  淡茶 褐色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程 度 の 角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良 好

甕

SD9上層

径 「 く」の字形に届折 し、わずか に内 弯
ぎみ

`こ

のび る口縁音Бlこ至 る。端 部 は
つまみ上げ、外傾する平坦面 となる
器肉は厚めである。

外 面 口縁きヽをヨコナデし、月同部に
7条/85mコのタタキのあと6
条/10 5mmの ハケを施す。
口縁部を6条 /10 5mmの ハケの
あとコヨナデし、】同部に‐ラ
ケズリ。

内 面

色調  茶 褐色
胎土  微粒 ～ 1 5mm程 度 の 角
閃石 を多 く含む。

焼成  良好
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番
号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

甕

SD9上層

口 径  14.8 「 くJの字形 に屈折 し、外反す る口縁
部 に至 る。端 部はつ まみ上 げ 、外傾

す る平坦面 となる。

外面  口縁著卜をヨコナデ し、再同部に
タタキがみ られる。

内面  口縁部 を 4条/7 0mmの ハケの
あ とヨコナデ し、胴部にヘ ラ

ケズリを施す。

色調  茶褐色
胎土  微粒 の長石 を含 む。
焼成  良好

甕

SD9上層

径 「 く」の字形に屈曲 し、外反す る口縁

部 に至 る。端 部はつ まみ上 げ 、直立

す る平坦面 をつ くる。

外 面 口縁部 を ヨヨナデ し、胴部 に

12条 /25 0mmの タタキのあ と 5

条/90m耐のハケを軽く施す。
口縁部をヨコナデし、胴部に
ヘラケズリを施す。

内 面

調

生
　

成

色

胎

　

焼

茶褐 色

微粒 ～ 0 5mm程度 の角
閃石 を多 く含 む。

良好

甕

SD9上層

径 「 く」の字形に屈折 し、上位 で内弯 ぎ
み となる口縁部でである。端部はつ

まみ上げ、直立する平坦面 となる。

外 面 口縁部 をココナデ し、胴部に
ミわずかにタタキが残 る。
口縁部 をヨヨナデ し、胴部に
ヘ ラケズリを施す。

内 面

色調  茶褐色
胎土  微 粒 の角 閃石 、微粒 ～
1 0mm程度 の長石 を含
て,。

焼成  良好

甕

SD9 L層

径 75と 同様であるが、端部のつ まみ上
tヂはさらに強 くなる。

画

面

外

内

口縁都 を ヨコナデす る。
口縁言卜を ヨコナデ し、胴部 に
ヘ ラケ ズ リを施す。

調

土
　

成

色

胎

　

娩

茶褐 色

微粒 ～ 0 5mm程 度 の長
石・角 閃石 を含む 。

良好

甕

SD9上 層

口 径  13.3 rく 」の字形に鋭 く屈折 し、外反す る
口縁部 となる。端都 はつ まみ上 吹

外傾 す る平坦面 となる。

外 面 口縁部 をヨヨナデ し、胴部に

6条/11 5mmの タタキを施す。
口縁部下方にはタタキ原体に

よる凹みが残 る。
口縁部 を 4条/9 0mmの ハケの
あ とヨコナデ し、】同音hに ^ヽラ

ケズ リを施す。

内 面

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を含む。

焼成  良好

甕

SD9 L層

口 径  15.0
最大径 18_5

丸みのあ る体部か ら「 く」の字形 に 屈

曲 し、外反す る口縁部 に至 る。端都

はつ まみ上 げ、丸みのあ る平坦面 と

な る。

外面 日縁音Бをヨコナデし、月同部に
タタキのあと5条/3 5mmのハ
ケを施す。

内面 口縁部をヨヨナデし、月Π部に
ヘラケズリを施す。

色調  茶褐色
胎上  微粒 ～ 1.5 mm程 度 の角
閃石 を含む。

焼成  良好

蓑

SD9上 層

口 径  168 「 く」の字形に鋭 く屈折 し、外反す る
口縁部

`こ

至 る。端音Бは著 し くつ まみ

上 げ 、直立す る凹面 となる。体 著Bの
張 りは強い ようである。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部は

10条/15 0mmのタタキのあと10
条/15,Ommの ハケを軽 く施す。
口縁部 をヨヨナデ し、胴部に
ヘ ラケズリを施す。

内 面

色調  淡茶褐色
胎土  微粒 ～ 1_O mm程 度 の角
閃石 を夕 く含 む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

口 径  17.8 79と 同様 の形態 であ る。 外 面 口縁著hを ヨコナデし、 B同部に

12条/18 0mmのタタキのあと5
条/10 5mmの ハケを軽 く施す。
口縁音bを ヨヨナデ し、1同部は
ヘ ラケズリのあ と接合部近 く
に 5条/10.5mmの ハケを施す。

内 面

色調  茶褐色
胎土  微粒 ～ 1_O mm程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 徴特態形 特の法手 徴 色調 胎土・焼成・備考

甕

SD9上 層

最 大径  194 球 形 に近 い体部 で、最 大径 はやや 上
方 に位 置す る と考 え られ る。底部 は

九底 であ る。

外面  胴部上方 を10条/18 0mmのタタ
キがみ られ、底部 か ら最 大径

音Б分にかけて 7条/8 0mmの ハ
ケを施す。

内面  ヘ ラケズリである。

色調 茶褐色
胎土 微粒 ～ 1_5 mm程 度の角
閃石 を多 く含む。

焼成 良好

甕

SD9上 層

径

径

高

大
国
最

器

「 く」の字形 に屈折 して 外反 ぎみ にの

び る口縁部 で、端部 はつ まみ上 げ ぎ

外傾す る凹面 とな る。休 部 はやや 上

方最 大径が あ り、倒卵 形 を呈 し、尖

りぎみの丸底 を もつ。

外面  口縁部 を ヨコナデ し、胴部上
方 に 11条 /22 11mmの タタキがみ

られ 、底部か ら最大径 部分 に

か けて 8条 /10 0mmの ハ ケ を施
す。

内面  口縁部 をハケのあ とヨコナデ
し、胴部にヘ ラケズリを施丸

色調  茶褐色
胎土  微 粒 ～ 1.O mm程 度 の角
閃石 を含む。

焼成 良好

甕

SD9上層

径
径
高
大
口
最
器

「 くJの 字形に屈折 して外反す る口縁

部 で、端 部 はわすかにつ まみ上 げ 、

みに終 わ る。体部はやや上 方に最 大

径があ り、わずかに平 lEIな 面を残す

丸底 をもつ。

外面  口縁部 をヨコナデ し、胴著Б上
方に13条/21 0mmの タタキがみ

られ、底部か ら最大径部分に

かけて 6条/7 5mmの ハケを施
|「 。

内面  口縁部 を 6条/7 5mmの ハケの
あ とヨヨナデ し、丹同音bを― ラ

ケズ リする。

色調  淡秦福色
胎土  微粒 ～ 1_O mm程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

径

径

高

大
口
最

器

14 4
17 5
17 4

「 く」の字形 に屈曲 して 直線的にの び

る口縁都 で、端部 はつ まみ上 げ ぎみ

とな り外傾 す る平 IB面 を もつ。体 部

はやや 上方に最大径が あ り、尖 り底

を もつハ

内 面

口縁部 をヨコナデ し、胴部全

体 を8条 /15_5mmの タタキをあ
と7条 /12 5mmの ハケを施す。
口縁部に8条 /15_5mmの ハケの
あとヨコナデし、胴音卜を‐ラ
ケズリする。

外 面 色調  茶褐色
胎上  微粒 ～ 1.O mm程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

雲

SD9上 層

口 径  14_4
最大径 183

「 く」の字形に屈曲 して外反す る日縁

部 で、端 都 はつ まみ上 げ 、端部側 面

は凹 面 となる。体部 はこみが著 しい

が 、最大径 は上方にあ る と思 われ る

外面  口縁部 をヨコナデ し、胴部上
方 に 9条 /13 0mmの タタキがみ

られ 、底部か ら最 大径 部分 に

か けて 7条/7 0mmの ハ ケ を施
す 。

内面  口縁部に 5条/6 0mmの ハケの
あ とヨヨナデ し、丹同音hを ^ヽラ

ケズ リする。

色調  淡茶褐 色
胎土  微 粒 ～ 1ホ mm程度の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

褻

SD9上 層

径
径
高
大
口
最
器

13 8
15 8
14 8

「 く」の字形 に屈 曲 して外反す る口縁

部 で 、端部 のつ まみ上 げは頭著 であ

る。 また 、下方へ わずかに肥厚 し、

端都側 面は凹面 とな る。体 都 は 中位

に最 大径が あ り、球 形に近 く、尖 り

ぎみの丸底 をもつ。

外面  口縁著るをヨコナデ し、 月同著Б上
方に10条/19.Ommの タタキがみ
られ、底部か ら最大径部分に

かけて 6条/9 0mmの ハケを施
す。

内面  口縁著Ьをヨコナデ し、】同部は
ヘ ラケズリする。

色調  淡茶褐色
胎土  後 粒 ～ 1_O mm程 度の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

褻

SD9上 層

径

径

高

大
口
最

器

「 く」の字形 に屈曲 して外反 ぎみ にの

び る口縁部 で、端 部 は上方へ尖 る。

端 部側面 は直立す る平 坦面 とな る。

休 部は 86と 同様 であ るが 、 口縁部 に

比べ 、小 型であ る。

外面  口縁部 を ヨコナデす る。胴部
上方 は ,条 /14 0mmの タ タキが
み られ 、底部か ら最大径部分

にかけて 7条 /9 0mmの ハ ケ を
施 す。

内面  口縁都 ヨコナデ、体部 はヘ ラ
ケ ンぐり。

色調  灰褐色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

甕

SD9上 層

径

径

高

大
口
最

器

九 く屈曲 して外反 した後直立す る口

縁部 で、上端部 は丸 く終 わ る。体部

は上 方に最大径の ある llll球形 でわず

か に平 J■面のみ られ る九底 をもつ 。

端部側面に 7条 /9 0mmの 櫛拙 沈線 をX
らす。

外 面 口縁著卜をヨコナデし、 丹同音Б上
方に8条 /13 0mmの ハケを施魂
底部から最大径部近くまでは
6条 /6 0mmの ハケを施す。
口縁著Бをヨコナデし、月同部は
ヘラケズリである。

内 面

色調  淡茶褐色
胎土  徹 粒 の長石・ 角閃石 を
含む。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 態 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・焼成・備考

甕

SD9 L層

底  径  3.7 ドーナツ状の底部である。 面

面

外

内

4条/10.Ommの タタキを施す。
ヘラナデである。

色調 淡褐色
胎土 微粒の長石・角閃石 を
多く含む。

焼成 良好

甕

SD9上層

底  径  44 ドーナ ツ状 の底部 である。 外面  タタキ を施す 。
内面  ヘ ラナ デ であ る。

色調  淡灰褐 色
胎土  粗粒 の石 英 を含 む。
焼成  良 好

甕

SD9上 層

底  径  4.4 突出する平底である。 外面 4条 /10_Ommの タタキを施す。
内面  ナデである。

色調  淡灰褐色
胎土  雲母 、粗粒 のチ ャー ト
石 英 を含む。

焼成  良 好

甕

SD9上 層

底  径  3.8 お しつぶ したような丸底 をもつ。 面

面

外

内
8条 /12.5mmの ハケを施す。
ヘ ラケズ リである。

色調  赤褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を含 む。

焼成  良好

甕

SD9上層

尖 り底 である。 面

面

外

内
9条 /17 5mmの タタキを施す。
ヘラケズリである。

色調 芥褐色
胎土 微粒の角閃石 を多く含

tす 。

焼成  良好

鉢

SD9上層

口 径  36_0 体部 か ら「 く」の字形近 くに属折 し、
内弯 ぎみにの び る口縁部 に至 る。端

部は外傾 す る平坦面 とな る。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  口縁部 は ヨコナ デす る と思 わ
れ る。胴部 はヘ ラケ ズ リであ

る。

色調  淡褐 色
胎土  微粒 の長石・雲母 、粗
粒 の石 英  チ ャー トを
含む。

焼成  良好

鉢

SD9上 層

口 径  200
器  高  69

尖が ,ぎみ の底音Bか ら内 弯 しな力ぐら
開 き、 口縁端部 に至 る。端音Falよ 外傾

す る凹面 とな る。

面

面

外

内

ヘ ラケズリがみ られる。
8条 /12.Ommの ハケを施す。

色調  淡褐色
胎土  微粒 の長石 を含 む。
焼成  良好

小 型鉢

SD9 L層

径

高

口

器

平坦な底部か ら内弯ぎみに開 き、ロ

縁部 との境に稜 を作る。口縁部は外
反 しなが ら直立 し、端部は九 く終わ
る。

外面  口縁 部 を ヨコナデ し、体 部 は
粗雑 なナデ。

内面  ヘ ラケ ズ リのあ と平 滑に し、
部分 的に 7条 /7.Ommの ハ ケ を
施 す。

色調  淡 白褐色
胎土  微粒 の石英 。長石 を含

む 。

焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(cm) 形 能
心

の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

小型鉢

SD9上層

口 径  103 深 い半球 形 の体部 か ら くびれ た後屈
曲 し、内弯 ぎみにの び る 口縁部 に至

る。端 都 は薄 く、尖 りぎみ に終 わ る

外面 体部にヘ ラケズ リのあとがみ
られる。

内面  口縁部 をヨコナデ し、体部は
ヘ ラナデのあとナデ。

調
生
　
成

色
胎
　
焼

淡赤 褐色

チ ャー ト・ 雲母・ くさ

り礫 を含 む。

良 好

小型鉢

S D9上層

口 径  107
底  径  18
器 高  66

深い半球 形の体部か ら屈 曲 し、内 弯

しての び る口縁部 に至 る。端 部 は内

に九 く終 わ る。底音Бはわずかに凹み

を残す 丸底 で あ る。

外面  体都にヘ ラケズリのあ とがみ
られる。

内面 全体に磨耗 を受けている。

調

上

成

色

胎

焼

淡赤褐色

くさ り壌 を含む。
良好

小型鉢

S D9上層

口 径  102
器 高  72

98と 同様 の体 部か ら、内に稜 を作 っ

て屈 曲 し、外折す る 口縁部 に至 る。

端部 は薄 く尖 りぎみに終 わ る。底部

は丸底 であ る。

外面  体 部 にヘ ラケ ズ リのあ とがみ
られ る。

内面  全体 に磨 耗 を受 けて いる。

色調  赤 褐 色
胎土  くさ り礫 多 く、粗粒の
石英 をわずかに含む。

焼成  良好

小型器 台

SD9上層

径
径
高

口
裾
器

基部か ら外反 ぎみに開 き、屈 曲 して

立 ち上が る口縁部 に至 る。端著Ыよ丸

く終 わ る。脚部 は基部 よ り直線的に

拡 が り、端部 は丸 く終 わ る。

外面  杯部 、脚部 に 6条/6 5mmの ハ
ケ 。

内面  脚部に 6条/6 5mmの ハケを施
す。

色調  赤 褐 色
胎土  くさ り穣 、彼 粒 の長石
を含む。

焼成  良好

打ヽ 型器 台

S D9上層

径
径
高

口
裾
器

100と 同様 の杯部 を もつが 、 口縁部
は上方へ尖 りぎみに終 わ る。

脚部 は若干 内 弯 ぎみにの び 、端部 は

外へ薄 くな って終 わ る。

面

面

外

内
脚音Ьに 8条 /8 0mmの ハケ。
係底部 と脚部に 8条/8 0mmの
ハケを施す。

色調  赤 福 色
胎土  くさ り環 と微粒 の長石
を含む。

焼成  良好

刀ヽ 型器 台

SD9上層

径

径

高

口
裾

器

浅 い半球 形の杯部 で 、端 部 は 外傾 す

る平坦 面 を もつ 。脚都 は基部 よ り漏

半状 に大 き く開 き、端 部 は下方 に尖

りぎみ に終 わ る。

脚部 3方に円孔 を穿つ。

外面  ヘ ラケズリのあ と脚部にヘ ラ
ミガキガみられる。

内面 脚部に7条 /10 0mmの ハケのあ
とナデをおこなう。

色調  淡 赤褐 色
胎土  微 粒 の長石 を含 む。
焼 成  良 好

全体 に磨 耗 を受 け てい る。

高 杯

S D9上層

高

径

径

器定

口
裾

推

杯底部か ら一 旦屈曲 し、外傾 して長

くのび る口縁部 に続 く。端 部 は外傾

する凹面 となる。裾開 きの柱状部か

ら丸 く屈曲 し、大 き く拡が る裾部に

至 る。端部は丸 く終わる。

裾部 4方に円孔 を穿つ。

外 面 杯音h ・受音Ьに10条/17 0mmの 夕ヽ

ケ を施 し、柱状部 はヘ ラケ ズ

リのあ と部分的にハ ケ、裾部

は 9条/5 5mmのハ ケ を施す 。
受音るに 10条/17 0mmの ハケがみ

られ 、裾部に 9条 /0.Ommの ハ

ケ を施す。

内 面

色調  淡 赤褐 色
胎上  くさ り礫 を多 く含む。
焼成  良 好

高 杯

SD9上層

径
径
高

口
裾
器

平坦 な杯 底部か ら屈折 し、外傾 して

長 く立 ち上が る日縁 部 に続 く。端部

は尖 りぎみ に終 わ る。 中位 まで中実
の柱状部 か ら届 曲 し、内布 ぎみに開
く裾部 に至 る。端部 は 内に丸 く終 わ

る。

裾部 4方 に円孔 を穿つ 。

外面  柱状部 にヘ ラケズ リがみ られ
受部・ 脚部に 9条 /14 0mmの ハ

ケを施す。
内面 受部、裾部に9条 /14.Ommの ハ
ケを施す。

調

土

成

色

胎

焼

淡 白褐色

微 粒 の長石 を多 く含む

良 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

甕

S D10

口 径  13_4
最大径 15.2

「 く」の字形に屈曲 して外反す る口緑

部で、上位ではわずかに外折す る。

端部は細 く尖 りぎみた終わる。体部

は球形に近い と思われる。

外面 .口 緑部 をヨヨナデ し、胴音Ыよ
6条/7.Ommの ハケを施す。

内面  口縁吝卜をヨヨナデ し、】同部は
ヘ ラナデ。

色調  淡褐 色
胎上  石 美 ・チ ャー トを含 む
焼成  良好

106 小型器 台

S D10

口 径  9,4 基部 より直線的に開 く杯底部か ら稜
をもって届折 し、外反 ぎひに直立す

る日縁部に至 る。端音μま外へつ まん

で終わる。

外面

内面

‐ラミガキを施す。
色詞  号し褐 色
胎土  微 粒 の雲母 ・ くさ り礫
を含む。

焼成 良好

高杯

S D10

平坦 な杯底部か ら鋭 い稜 を もって屈

折 し、直線 的にの び る口縁部 に至 る 貧署 }全体
に磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡茶 褐 色
胎土  微粒 ～ 1.O mm程度 の長
石 ・角 閃石 を 多 く含 む

焼成  良好

高 杯

S D10

口 径 213
裾  径  15.2
器  高  13.8

杯底部か ら丸み をもって 回縁部へ 続

く。端 部 は外へつ まみ ぎみ に丸 く終

わ る。柱状部 は中空 は比較 的太 く、

屈折 して内弯 ぎみにのび る高 い裾都

に至 る。

裾著Ь4方に円孔 を穿つ。

外 面 受部にヘ ラ ミガキ。柱状部に
ヘ ラケズリがみ られる。

受部にヘ ラ ミガキ。内 面

色調  淡赤 褐色
胎土  微粒 ～ 1.O mmの長石・
石 英 ・くさ り礫 を含む

焼成  良好
全体 に磨 耗 を受 け て い る。
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第 6節 第 6次調査

I 調査の概要
建設予定地内にA・ B2ヶ 所の トレンチを設定 した。Aト レンチは5.5× 5,5mで調査を開始

したが、一部 2× 2mを拡張した。 Bト レンチは 3× 3mで調査を開始し、最終的に西側へ 1

m拡張した。調査総面積は約46∬ である。

両 トレンチともに上面から60～ 70cmま での盛土・旧耕土・床上の部分を機械掘削し、以下約

60omを 人力で発掘 した。

H 層序
基本層序は第1層耕土、第2層床上、第3層褐色土、第4層暗黄褐色上である。第3層は須

恵器・土師器・瓦器等の破片を多量に含む。第4層は布留式の古相の包含層である。

Bト レンチの北東隅を層位確認のため掘り下げたところ、OP+7.5m付近の砂層より庄内式

図39 調査地設定図

訃 レ ;::]

□
Bト レンチ
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甕、OP+7.Om付近の砂層より布留式の新相の土器を検出した。このことから、古墳時代前期・

中期において層序の逆転現象が生じたことが認められる。

Ⅲ 検 出遣構

1)Aト レンチ

井戸・溝・柱穴の他、不整形の浅い落ち込みを検出した。これらの遺構はすべて第 4層 (暗

黄褐色土)を堀り込んで形成されている。しかし 遺ヾ構そのものが浅いことや、遺構集中部分に

おける第 4層上面のレベルが他と比べて全体に10～ 30cm低いことなどから、これらの遺構は後

世に削平を受けたものとみられる。埋土は井戸を除いてそのほとんどが、第 8層 の褐色上であ

る。

SEl

直径約80cnを測る素掘りの井戸である。井戸内饗土上層より若子の布留式の時期の上器を検

出した。埋土を掘り下げたところで木製品(図 40)。 自然木を含む青灰色粘土層が確認された。

この層はBト レンチ掘下部においてみられた層に対応するもの と考

えられる。なお、この井戸はSP5に 切られる。

SDl

幅約40Cm。 深さ約10Cmを 測 り、東から西に流れる溝である。埋土

中より上師器・須恵器・瓦器の磨減した小片が出土した。

柱穴群(SPl～ S P14)

柱穴と考えられるものを多数検出したが、確実な建物を復元する

ことはできなかった。 SP2・ SP3・ SP5。 SP8の 埋土中に

は、磨減した土師器の細片が含まれている。

土拡(SKl～ SK4)

不整形なもので深さも一様でない。遺物はSK2か らは須恵器杯

蓋 1点が出上した他は、いずれも磨滅した土師器・須恵器の月ヽ片で

ある。なお、SK3の 埋土下層には遺物を含まない。

一塾2-



2)Bト レンチ

トレンチ中央部で、第 4層 を掘 り込んだ土城を検出した。検出時においては一基の上拡 と考

えていたが、掘削の結果基底部で幅約35Cmの 南北に延びな畦状遺構によって、東西に分かれる

ことが判明した。西側の SKlは 土器片を多量に含むが、東側の SK2ば 土器片をほとんど含

まない。埋土は両土拡 とも、砂質上が混入する暗灰褐色上の上面に暗灰褐色粘質土が堆積 して

いる。なお、SKlと SK2を 区画する畦状遺構は、土城掘削時か第 4層削り出しによるもの

であり、盛土によるものではない。

また、SKlの 北側の第 4層 中において、土師器片がみられたので精査を行なったが、遺構
は存在しなかった。このことから、第 4層 は古墳時代前期の包含層であると考えられる。

なお、 トレンチ北東隅を約 lm掘 り下げたところ、川の痕跡と考えられる砂層および、その

下のOP十約 619mで責灰色粘土質土層、青灰色粘土層を確認したが、年代を決定する遺物は

得られなかった。

SKl

上面は最大長約2.45m。 中央部の幅約 lm、 底面は最大幅約2.2m.中 央部の幅約0.5mを測

り、断面は舟底形を呈する。

出土した遺物は、須恵器・土師器のみである。主たる遺物は西から土師器片口鉢・同直口壼・

同鉢・同把手付鉢・同二重口縁壺・同鉢、須恵器高杯、土師器高杯、須恵器高杯という順で、

基本的には埋上の上層中に遺存していた。なお、土城の東端において土器は皆無であった。須

恵器高杯のように完全に破砕されていてすべてが揃わないものや、 1個の破片のみのものがあ

反面、完存の土師器壺や、破砕されていても部分がすべて揃っているものがあるなど、出土

状況は多様であるといえよう。

以上より、SKlは 単なる廃棄物投棄用のものではなく、土城墓とも考え難く、現段階にお
いては性格不明の特殊遺構と考えている。ただ、須恵器の大部分が完全に破砕された高杯であ

ることは、幾分祭万Eに伴なう性格を示すものと言えるかもしれない。

SK2

全容が明らかではないが、判明している部分はSKlよ り畦をはさんで東へ続き、そこに南

側力:ら浅い溝が流れ込んでいるという状態である。ほぼ水平な底面は南北長約 0,8mを測 り、

断面は舟底形を呈する。底面の標高はSKlと ほぼ同じで、 トレンチ南端の溝底郡より 0。 2m
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ほど低い。

Ⅳ 出土遺物
1)Aト レンチ出土遺物 (口40。 42)

第 3層 出土遺物

須恵器には杯身(4)・ 杯蓋つまみ(7)があり、土師器には高杯(9)。 土錘 (10)・ 壺(17)・ 羽

釜(18)等がある。他に土師器・須恵器の小片が出上した。

第 3層上面出土遺物

この層中からは土師器・須恵器・瓦器・瓦等の小片が多数出上したが、その中で図化できた

のは 6個体である。須恵器は杯身(2・ 3)・ 杯蓋つまみ(5・ 6)。 片口鉢 (19)、 土師器は高杯

(8)である。

SK2出土遺物

(1)は 須恵器杯蓋である。天丼部外面にはヘラ切 りの未調整痕が残る。なお、天丼部内面に

「一」文字形のヘラ描き記号文がある。

SEl上層出土遣物

(11～ 40)は 土師器高杯であると考えられる。(15)は 土師器甕、(16)は土師器鉢である。図40

は青灰色粘土層より出上した板材である。現状の法量は長さ28.3cm。 幅9,8cm.厚 さ 1.O mmであ

る。長辺の片側端より1,4 cmの ところに 1.5× 1.O cm程度の柄穴状のものが、 6 Cm間隔で 3ヶ

所に認められる。柾目材である。

2)Bト レンチ出土遺物 (図43～ 45)

SKl出 土遺物

掘削時において上面より取り上げた土器も含めて、実測に堪え得るものは須恵器15個体、土

師器14個体であった。うちわけは須恵器が蓋杯 6・ 高杯(蓋を含む)7。 壺 1・ 甕 1、 上師器が

壺 3・ 高杯 5・ 鉢 4・ 把手 1・ 椀 1である。

土師器直口壷(2)が完存していた他は、すべて破片で遺存していた。また、同一個体の破片

がほぼ集中していることや、須恵器でさえ完全に割れていることなどを考えると、破片で出土
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した土器については土城に入れられた際に意識的に割られたもの、もしくは後世に削平等を受

けた際に破壊されたものと考えられよう。須恵器は、陶邑H型式第4段階～第 5段
瞬チ
比定で

きる。

なお、遺構の項でも述べたように、土城の掘り込まれている第4層が古墳時代前期の遺物包

含層である点を勘案すると、土師器壷(3)は土城が掘削された際に出土し、再び土拡内に投入

されたものではないかと考えられる。

SK2出土遣物

羽釜(47)・ 甕等の破片が数点出上した程度である。SKlの示す年代と大きな隔たりは無い

と思われる。

包含層出土遺物

第 3層 中の上師器・須恵器、第 4層 中およびトレンチ北東隅深掘部の砂層中より出上した土

師器がある。

時期については、第 3層 中の須恵器には5世紀代のものから7世紀以降のものがあり、第 4

層中の二重口縁壺(35)。 高杯 (30)等 は庄内式の時期のものである。また、 トレンチ北東隅深掘

部の砂層からは、上層より庄内式の甕が、下層より布留式の新相の甕・壷等が出上しており、

砂層内において層位の逆転現象がおこったことを示している。

Vま とめ

Aト レンチの顕著な遺構 としては、井戸 。柱穴群があげられる。井戸は出上 した土器により、

布留式の新相に比定できる。その他の遺構については、年代決定の資料に乏しく、正確な時期、

および性格は知 り得なかった。しかし、このように多くの柱穴が存在することから、古墳時代

以降に建物が存在したことが考えられる。

Bト レンチでは、多量の上師器・須恵器を伴なう土城を検出した。なお、これらの土器は出

土状況による一括資料と考えられる。また、この上城は、高杯が破砕された状態でまとまって

いたことなどから、特殊は性格をおびるものと判断される。

以上のことにより、今回の調査において東郷遺跡の性格が一端なりとも解明できたのではな

いかと考える。なお、特殊な土拡 とそこに含まれていた 6世紀後半の上師器は、同時期の数少

ない古墳時代研究の一助になるものと思われる。
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〔注 記〕

1 大阪府教育委員会『陶邑Ⅲ』1978年

―塾 6-



OP+750m

OP+750m

Bト レンテ

図41 平断面図

1 旧耕土
2 淡禍色砂質土
3 暗掲色土
4.暗黄福色上
5 責灰色砂層
6.淡禍色砂質土 (やや暗い)
7.明褐色粘質土
8 福色土

m
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Ⅵ

り

遺物観察表

Aト レンチ

番

号
器  種
出上位置

法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

1 蓋杯 (蓋 )

SK2

口 径  ■ 3
器  高  36

口縁部 はやや 外反 して下 る。
天丼音Ыよ平 らに近 い。

外面  半径 6 cm以 内は回転ヘ ラ削 り
調 整。他 は回転 ナデ調 整 。

内面  中心 付近 は不 整方 向のナデ調
整。他 は回転 ナデ調 整。

色調  淡灰 色
胎土  径 2 mm以下 の砂粒 を含

tす 。

焼成 良好峯級
残存 約考

2 蓋杯 (身 )

第8層上面

受部径  15.2 たちあが りは内傾 してのびる。
受部は短 かく、端部はやや鋭ヽ

外面  半径 6 2cm以 内は 回転ベ ラ削
り調 整。

他 は回転 ナデ調整 。

内面  回転 ナデ調 整。

色調  淡青灰 色
胎土  径 i nm以下 の砂粒 を少
量含む。

焼成  良好堅級
残存  受部約 %

3 蓋杯(身 )

第8層上面

径
径

高
台
口
高

器

12.8
9,0
4.1

口縁 はやや 外反 しな力゙ ら上 外方 にの

つドる。

体都 は ゆ るや か に内弯 して立 ち上 る

外面  底部 はヘ ラ切 ノ未調 整。
他 は回転 ナデ調整。

内面  回転 ナデ調 整。

調
生
成
好

色
胎
焼
残

淡青灰 色

精級

良好 堅級

約%

蓋杯 (身 )

第3層

口 径  182
高 台径  12.0
器  高  4.9

体部 は ゆ るやか に内弯 して立 ち上 る 外面  底部 はヘ ラ切 り未調 整
他 は 自転 チデ調整。

内面  底部 は弱 いナデ調 整
他 は 回転 ナデ調整

高台はハ リツケ

色調  灰青色
胎土  精級 、径 l mm以下の砂
粒 を少量含む。

焼成  良好堅緻
残存  約 /

蓋杯 (蓋 )

第8層上面

つまみ径  21
つまみ高  0_8

基部が太い扁平な授宝珠様つまみ。 画

面

外

内
回転 ナデ

不整方向のナデ

色詞  灰 色
胎土  精級 、径 1闘以下 の砂
粒 を含む。

焼成  良好
残存  つ まみ完存

6 蓋杯 (蓋 ) つまみ径
つまみ高

扁平 な擬 宝珠様 つ まみ。 外面  回転 ナデ
内面  不整方向のナデ

色調  淡灰色
胎土  精級 、径 l mm以下 の砂
粒 を含 む。

焼成  良 好
残存  つ まみ完存

7 蓋杯 (蓋 ) つまみ径
つまみ高

扁平 な擬 宝珠 つ まみ。 外面  回転ナデ
内面  不 整方 向のナデ

色調  淡灰色
胎上  精撤 、径 l mm以下 の砂
粒 を少量含む。

焼成  良好
残存  つ まみ完存
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番

号
器  種
出土位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎上・焼成・備考

8 高 杯

第8層上面

口 径  15_2 底部か ら口縁部にかけて段 を有する
脚部 は底部に貼 りつけている。
段 よリロ縁音bに かけ内弯 し端部は、
やや外弯

面

面

外

内 器表面磨滅のため不明
色調  淡赤褐色 一 白灰色
胎土  径 5～ l mm程度 の砂粒
を含む。(剥離 のため数

多 し )

焼成  良好
残存  杯都 ほぼ完存

9 高 杯

第 3層

脚 お よび杯部 の一部 を欠 く。
脚部 の 4方透 しは外側 よ り穿子し

待唇 |て
穏 T藩巣泳弯 尭習「

内面 に
色調  赤褐色 杯部内面は 1灰
褐色

胎土  径 2剛以下の砂粒およ
び金雲母 を含む。

焼成 良好
残存 杯部上半完存

土錘

第 3層

径
長

径
孔
全

外面の一 部 が扁平

孔 は 中心 よ りやや ずれ る。

色詞  淡褐色
胎土  径 0.l mm程 度 の細砂粒
を含む。

焼成 良好
残存 完存

高 杯

SEl上層

口 径  14.7 杯 底部 は外弯 した後 、やや 内弯 して
口縁 部 1こ至 る。
日縁部 は 、外弯 しなが ら端部 に至 り

端 部 は鋭 い。

脚部 の透 しは 中心 よ りずれ る。

外面  口縁部 は ヨコナデ
脚部 は不整方向 のナ デ

体部 に l cmあ た り 7条のハ ケ
目をもつ。

内面  口縁部 は ヨヨナデ
他 は不 整方向のナ デ

色調  赤褐色
胎土  径 l mH未満 の赤色粒・
金雲母等 を含 む。

焼成  良好
残存 杯部笏および脚部■半

高 杯

SEl上 層

口 径  180 や や内弯気味 に立 ち上 が り、口縁端
音町よ平 坦面 で終 わ る。

外面  l cnぁ た り 8条の 縦方 向ハ ケ
の後 、 ヨヨナデ調整

内面  ヨコナデ調整

色詞  淡赤褐色
胎土  径 lmm～ o.lmmの 砂粒 を

多量 に含む。

焼成  良好
残存 口縁部約%

高 杯

SEl上層

杯底部 はわずかに外上方に伸びてゆ

き、脚部は外側に拡がる。

外面  底部 に l Cmぁ た り 6～ 7本の
タテタヽ ケ を施 す。

内面  不整方向のナデ
脚部 の内面 もナデ を施 す。

色調  淡赤褐 色
胎土  径 2mm～o lmmの 砂粒 を
含む。

焼成  良好
残存  杯部約χ

高 杯

SEl上層

裾  径  92 裾部 が ゆ っ くり外弯気味 に伸 びる。
透 しは外側 よ り穿 Tしされ てい る。 待目1景尋書き

'九

ご冒なものです色調  赤 禍色胎土  径 l mm以下 の細粒 を含
tす 。

焼成  良好
残存  脚部約 %

褒

SEl上 層

口 径  184 胴部より「くコの字形に内弯して回縁部
に至 る。端都は丸味 をもって内弯す
る。

画

　

面

外

　

内

6 mmあ た り 5本の 横 方 向ハ ケ
を施す。
日縁部 は外面 と同 じ。胴部 は

ヨヨナデ

色調  淡赤褐色
胎土  径 2 mm以下 の 自色砂粒
を含む。

焼成 良好
残存  口縁部約 %

-253-



番

号
器  種
出上位置

法 量(Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

椀

SEl上 層

口 径  120 体部 は内弯 しなが ら立 ち上 り、口緑
部 は外反気味 に伸 び る。端部 は鋭 い

外 面 体部は不整方向のケズ リを施
し口縁部は強いナデ。
日縁部は

'卜

面 とF司 じ。体部は
タテ方向のハケ。

内 面

色調 暗赤褐色(外面 )
灰褐色  (内 面 )
径 l mm以下の砂粒 を含胎 土

。
好

％

む
良

約

成

存

焼

残

一霊

第 3層

口 径  90 体部 よ り外弯 しつ つ斜上方に伸 び る 外面  体部 は不 整方 向のナ デ を施 し
他 は ヨコナデ

内面  体部 はヘ ラ削 りを施 し、他 は
ヨコナデ

鯛
脇
　
戯
嚇

赤褐色

2mm～ o lmm以 下 の砂粒
を含む。

良好

約/

羽 釜

第 3層

口 径  256 口縁部は上外方に拡が り鍔 は口縁直
下にあ りやや上方に伸びる。

外面  ヨコナデ
内面  口縁部 は ヨコナデ 、その他 は
ナデ

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤褐色

2mm～o lmm以 下 の石英
長石  金雲母 を含む。
良好

鍔以上約%

鉢

第8層上面

口 径  256 体部 はほぼ上 外方 に伸 び 、口縁 端 部
は肥厚 して い る。

外面  回転 ナデ
内面  口縁端部 は強 いナデ を施 し
他はナデ

色調  青灰 色
胎土  約 l mm以下の砂粒 を含

tす 。

焼成  良好
残存  口縁部約%

2)Bト レンチ

番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

1 把手付鉢

SKl

口 径  260 底部は欠損す るが、球状の体部 を有
し、外反す る口縁部につながる。ロ

縁端部 は丸 くお さめ、把手は器 高の

約%の位置に対称に 2個貼 り付 ける

外 面 口縁部は ヨコナデ を施 し、休

部はハケ調整の後ナデを施す
ヨコナデを施す。内 面

色調  赤橙 色
胎土  径 l mm以下の砂粒 を少
量含 む。

焼成  良好
残存 約/

2 直 口重

SK X

径

径

高

大
口
最

器

やや 外反す る口縁部 を有 し、口縁端

部 は鋭 く、内弯気 味 に終 る。体部 は

や や 扁平 な球 状 を呈 し、底部 は丸底

であ る。

外 面 口縁著るか ら休音h上半部にかけ

ては縦方向ハケの後 ヨコナデ

および縦方向のヘ ラ ミガキを

施す。体都下半都 より底部に

かけてはヘ ラケズリを推す。

体部には巻上げ痕 を残す。

接合痕が残 る。内 面

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

赤責褐色

径 2 mm以下 の砂 粒 を少

量含む。

良好

完存

3 複合口縁壺

SKl

径 複合 口縁 の立 であ る。 日縁部 は上 外

方 にのび 口縁端 部 は面 を有す る。屈

折 部 の稜 は鋭 く,休 都へ のつ なが り
はゆ るや か な曲線 をえが く。

外面  ヨコナデの後維方 向のヘ ラ ミ
ガキを施す。

内面  ヨコナデ を施 す。

色調  赤 褐色
胎 土  精良
焼成  良好
残 存  約 %
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎土・ 焼成・備考

4 高 杯

SKl

裾  径  92 杯上部 は欠損 す るが 、基都 はやや細
く、やや ぶ くらん で脚裾部 に と り着

き、脚端 部 は丸 くお さめ る。

外面  杯音Ьか ら脚音臣
`こ

か けて指 に よ

る成形痕 が残 る。

内面  杯部 はヘ ラ ミガキを施 し、脚
裾都 は強 い指 お さえを施す 。

調

生
　

成

存

色

胎
　

焼

残

赤 褐色 ～淡橙 色

径 2 mm以下 の/ry粒 を少

量 含む。

良好

約%

5 片 口 鉢

SKl

径

高

口

器

半球 形 .を 呈 す る休 部 を持 ち口縁 はや

や 内弯す る。 口縁端部 は面 を持つ 。

底部 はや や 扁 平 で 肉厚 であ る。片 ロ

部 は 口縁 をや や 外側 に ひね り出す 。

外 面 口縁部は ヨコナデを施 し、指

頭 ,三痕が残る。体音Бか ら底著B

にかけてヘ ラケズ リを施す。

板状工具によるナデの後 ヨコ

ナデ を施す。

内 面

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤橙 色

径 l mm以下の砂 粒 を含

むが精微 であ る。

良好

約%

6 鉢

SKl

口 径  133
器 高 116

外反する口縁部か らやや扁平な球状

を呈する体部につ なが り底部は九底

である。 口縁端部は丸 くおさめる。

外 面 口縁部 強 い ヨコナデ 、肩部 ヨ

ヨナデ。体部 は上方 よ リタテ

ハ ケ、左上が リハ ケ、横方 向
ハ ケ を施す。
口縁都 ヨコナデ。体部上位板

状工具 に よるナデ 、下位 に は

指頭圧痕 が残 る。

内 面

調

土

　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤褐 色

径 l mm以下 の砂 粒 を含

む。

良好

完存

7 鉢

SKl

口 名巨 154 ほぼ直立す る口縁部で、端部は九 く
おさめ る。扁平 な球状 を呈する体都

で底都は欠損す る。

外 面 口縁部は強いヨコナデ を施 し

体部上半はナデを施 し、下半

部はヘ ラケズ リを施す。
日縁都は強いヨヨナデを施 し

休部はナデで仕上げる。

内 面

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

暗赤褐色

径 2 mm以下 の砂粒 を含

定す。

良好

/

8 高杯 (蓋 )

SKl

口 径  152
器  高  49

口縁部 はやや 外方下 に下 り、端部 は

丸 くお さめ る。 天丼部 はやや扁平 で

肩都 に沈線 を一 条赫 ぐらす。つ まみ

は扁 平 で 中央部 は突 出す る。

外 面 つ まみは回転ナ デ を施 し、天

井部 は回転ヘ ラケ ズ リ、 口縁

部は回転ナデ を施す。

天丼部 は不整方向のナデ を施

すが 、全体 に回転 ナデ を施 す

内 面

調
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

明灰色

径 2 mm以下 の 白色砂 粒

を含む。

良好

約%

9 有蓋 高杯

SKl

径
径
径
高

口
受
裾
器

128
16.1

15_2

176

杯部 た ちあが りは 内傾 し端音Ыまやや

鋭 い。底部 はやや 深 く平 らであ る。

脚部 は杯部 とほ IF直角 を成 して下 外
方 に下 り端部 は直角 に下 り面 を持 つ

上段 と下段 の透 しの間に 2条の沈線
をめ ぐらせ 、下段 の透 しの下 に一 条

の沈線 をめ ぐらす。

外 面 杯音卜は脚著卜ともに回転 ナデ を

施 す。

杯部・ 脚都 ともに回転 ナデ を

施 し、 脚音隅■ュ半 に しケFり 痕 が
残 る。

内 面

調

土
　

成

存

色

胎

　

娩

残

黒灰色

径 2 mm以下の 白色砂 粒

を含む。

良好

約%

高 杯

SKl

裾  径  174 4TNttЬ

`よ

欠損す るが 、 脚言卜1よ 47N音卜か ら
ほぼ 直角 に下 り、下部 で外方 に開 く

端部 は直角 に下 り面 を持つ。上段 と

下段 の透 しの間 に 2条の沈線 をめ ぐ
らせ 、下段 の透 しの下 に 2条の浅 い
沈線 をめ ぐらす。

外面  回転 ナデ を施 す。
内面  下半部 は回転ヘ ラケ ズ リを施
し、 _L半部はしIFり 痕を残す

調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗灰色

径 l mm以下 の 自色砂粒

を含む。

良好

約%

蓋杯 (蓋 )

SKl

径 口縁 部は直角 に下 り、端都は 内弯 し

て丸 くお さめ る。天丼部 はやや扁平

であ る。

外面  口縁部か ら肩上部 まで回転 ナ
デ を施 し、成形後ハ ケ状 の も

ので調整す る。天丼部 はヘ ラ

ケ ズ リを施す。

内面  回転 ナデ を施 す。

色調  暗青 灰色
胎土  径 2～ 3 mmの砂粒 を含

定す 。

焼成  良好
残存  約 %
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成 備ヽ考

蓋杯 (身 )

SKl

口  径  111
受 部 径  136

口縁部 は 内傾 して た ちあが り端部 は

鋭 い。受部 は短か く、底部 はやや扁

平 であ る。

外 面 口縁部か ら底部にかけて回転

ナデ を施 し口縁端部ではみ出

した粘土にヘ ラケズ リを施す

回転ナデ を施す。内 面

色調  明灰色 (外面 )
暗灰色 (内面 )

胎土  径 2 mm以 下の白色砂粒
を含む。

焼成  良好
残存 約 /

高 杯

SKl

裾
・ 径  14.9 杯部および脚上半部 を欠損するが、

下外方に下 り、端部 で上方に折 り曲

げ直角に下 る。端部はやや鋭い。上

段 と下段 の透 しの間に 2条の浅い沈
線がめ ぐり、下段の透 しの下段部に

浅い沈線 をめ ぐらす。

外面  回転ナ デ を施 す。
内面  下段 の透 しまで回転 ナデ を施
し、下段透 し上部以上 に しは

り痕 が残 る。

詞
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

暗灰 色

径 l mm以下 の砂粒 を含

tす 。

良好

約χ

高 杯

SKl

IE  ぞを  12.4 杯部 お よび脚上 半部 を欠損す るが 、
脚部 は下 外方 に下 り端部 は面 を持 つ

下段透 しの上 端部 に 1条の沈線 をめ
ぐらせ る。

外面  回転ナデを施す。
内面  回転ナデを施す。下段 透 しの
中央部以上にし,Fり痕力゙残る。

調

土

　

成

存

色

胎

　

焼

残

黒灰 色

径 2m睛 以 下 の砂粒 を含

b・ 。

良好

約え

蓋杯 (身 )

SKl上 面

口  径

受 部径

口縁部 は内傾 してた ちあが り、端都

はやや 鋭 い。受 著Ыよ短か く水平 にの

υヾ る。

外 面 回転ナ デ を施 し、体部下半都

はヘ ラケズ リを施す 。

回転 ナデ を施 す。内 面

調

土

色

胎

淡灰色

径 2 mm以下 の砂粒 を含

tす 。

焼成  良 好
残存  約 %

慇

第 3層

最大径  124 口縁部は欠損す るが。肩はやや丸 く
体部は半球状 を呈す る。底著μよ丸底

である。

外面 上部から%ま で回転ナデを施
し、底部にかけて回転ヘラケ
ズリを施す。

内面 回転ナデを施す。

色調  灰 色
胎土  径 2mm～ o5m■ の長石粒
を含む。

焼成  良好
残存  約 %

一霊

SKlと面

最大径  181 体部上半以上 を欠損 す るが 、扁平 な
半球 状 を呈す る。底部 は平底 で あ り

全体 に肉厚 で あ る。

外 面 体部 は成形後平行 タ タキを施

し、その後横 方向のハ ケ調 整

と部分 的にヘラケズ リを施 す。

底部 はヘラ切 り未調 整であ る。

回転ナデ を施す。内面

色調  明灰 色
胎土  径 2 mm～ l mmの砂粒 を

多量に含む。

焼成  不 良
残存 約%

甕

SKlと面

口 径  216 口縁部 の上 部 のみが残存 し、外方へ
屈 曲 し、 口縁 端部 で肥厚 してい る。

端部 は丸 くお さめ る。

禽署ナ回転ナデを施す。
詞
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

淡青灰 色

径 l mm以下 の砂粒 を含

t・ 。

良好
口縁部 約%

蓋杯 (蓋 )

SKl L面

口縁部は外反 して下 り、端部は内傾

す る段 を成す。稜はやや丸い。体部

は欠損す る。 待晉1星積百]手娑と耗寧計
近くで 調土

成
存

色
胎
焼
残

暗灰 色

微 砂粒 を含む。

良 好

口縁部 約%
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

蓋杯 (蓋 )

SKl L面

口縁部 は下 外方 に下 り、端部 は内傾

す る面 を有す る。稜 は短か く鋭 い。

体部 は欠損す る。

貧唇}回転ナデを施す。
調

生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡青灰色

径 l mm以下 の砂粒 を含

b・ 。

良好
口縁部 約%

蓋杯 (身 )

SKl_L面

受部径  131 口縁部 はやや 内傾 して立 ち上が り、
受音Rよ tユ tF水平 にの びる。 口縁部 お
よび体 部 は欠損す る。

偽要}回転ナデを施す。
調
土
成
存

色
胎
焼
残

青灰 色

精良

良好

受部 約%

高 杯

SKl上 面

裾  径  87 杯都立ち上が り以上 を欠損す るが底
は平 らである。脚部は下外方に下 り、

端部 で垂直に下 り丸 くおさめ る。

外面  杯 部 は回転ヘ ラケ ズ リを施 し
脚部 は 回転 ナ デ。端部 で ヨコ

ナ デ を施 す 。

内面  杯 部 は不 整方 向のナデ を施 し
脚部 は 、杯部 との接合 に粘 土

を狽占り付 け 、上方 にナデ る。

脚部全体 に ヨコナ デ を施 す。

調

生

　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗灰 色

径 2 mm以下 の砂粒 を含

tす 。

良好

約%

無 蓋高杯

SKl L面

径 口縁 音隅よ上 外方 にのび、体都 中央に断

面三角 形の ケ ズ リ出 し凸線 を 2条め
ぐらし、その 直下 に波状文 を施す。

外面  回転ナデ を施 す。下部 凸線の
下 に 1条 10本の波状文 をめ ぐ
らす。

内面  回転ナデを施す。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗灰色

径 0.5 am以 下 の砂 粒 を

含む。

良好

口縁部 約%

一霊

SKl_L面

口 径  188 口縁部 のみ残 存 し端部 か ら垂 直に下
り内弯 しつつ下 る。断面三角形の凸

線 を 1条 め ぐらし、その直下 に波状
文 を施す 。

外面  回転ナ デ を施 し、凸線はケ ズ

角面 地洋薯房充λ糸明
調

生

成

存

色

胎

焼

残

暗灰色

径 l mmの 砂粒 をすむ。
良好
口縁部 %

甕

深掘部砂層

径 口縁部は「く」の字形に屈曲し、斜

上方へのびる。 画縁端部は丸 くつ ま
み上
`デ

な。

外面  口縁部 は ヨヨナ デ。体部 に縦
方 向のハ ケ を施 す。

内面  口緑部 は ヨコナ デ。体部 はへ
ラケ ズ リを施す 。

調
土
　
成
存

色
胎
　
焼
残

黄灰褐色

径 2 mm以下 の角閃石・

金雲母 等の砂 粒 を含む。

良好

口縁部約%

甕

深掘部砂層

口 径  16.2 口縁部 は「 く」の字形に屈 曲 し、斜上
方へ のび る。 口縁端部 は外傾 す る面

を作 り、つ まみ上 げ る。

外 面 口縁部 は ヨコナ デ。体 部 に斜

方向のハ ケ を施 す。
口縁部 は横 方向 のハ ケの後 、
ヨコナデ を施 す 。体部 はヘ ラ

ケ ズ リを施 す 。

内 面

調
上
　
成
存

色
胎
　
焼
残

暗黄灰褐色

径 2 mm以下 の角閃石・

金雲母 等 の砂 粒 を含む。

良好

日縁部約 %

甕

深掘部砂彊

口 径  183 口縁部 は「 く」の字形 に癌曲 し、斜
上方へ の びる。 口緑端 部 はややつ ま

みあげ気味 であ る。

外面  ヨコナデ を施 す 。
内面  口縁部 は ヨヨナ デ を施す 。

詞
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

淡灰褐色 一淡赤橙色。

径 2 mm以下 の金雲母他
の砂 粒 を含む 。

良好

口縁部約 %
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 慈 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

鉢

深掘部砂層

口 径  15.8 口縁部 はやや 外反 しなが ら斜上方へ
の び る。 口縁端部 はやや 鋭い。 脅∃1範事Pの

丁寧なヘラミガキを調
生
　

成

存

色

胎

　

焼

残

明褐色

砂 粒 をほ とん ど含 まな

い精良 な もの。

良好

口縁部約 /

20 一霊

探掘部砂層

口 径  162 口縁部はやや外反 しなが ら斜上方へ
のびる。

外 面 口縁部 は縦方 向 のハ ケ調整の

後 ココナ デ を施 す 。

体部 は縦方向 のハ ケ調整。
口縁部 は ヨヨナ デ を施す 。内 面

色調  淡責褐色 ～淡赤橙 色
胎土  径 2 mm以下 の砂粒 を含

L・ 。

焼成  良 好
残存  口縁部約 /

高 杯

第 4層

杯部および脚端部は欠損するが下外

方にのびる柱部 と大 きく外傾する脚

部 を有する。

外面  柱部 はヘ ラケ ズ リ後右下 りの
ハ ケ調 整 を施 す 。脚部 はハ ケ

調整 を施す。
内面 柱都は しIFり 痕 を残 し、脚部
はケズ リを施す。

色調  淡赤橙色
胎土  径 0 5mm以下 の砂粒雲
母 を含む。

焼成 良好
残存 約%

台付鉢

深掘部砂層

裾  径  42 脚 台部 は「ハ」の字形 にやや 外反気味

に開 く。

端部 には刻 目がみ られ る。

外面  体部 は維 方向 のヘ ラ ミガ キを
施す 。

内面  体部 はナ デ調 整。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗橙色 一淡褐 色

径 2 mm以下 の石 英  金
雲母 等の砂 粒 を含む。

良 好

脚 台部 完存

第 4層

径 肩部 はやや 内弯す る。

頸著Ьは基部 よ り外反 し、やや 内弯 し

たの ち外反 して端 部へ と続 く。

端部 は丸 く、つ まみ上 げ気「/kに やや

内傾 す る。

外面  胴部 は l cmぁ た り約 16条 のハ
ケ を縦方向 に施 した後 、 l Cm
あた り約 6条のハ ケ を斜方 向
に施魂 頸部 は横 方 向 に細 か い

ハ ケ を、基部 は ヨコナデ を施

1庁 。

内面  頸部 は横 方向 の細 か いハ ケ調
整 を、体部 はヘ ラ削 りを施坑

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗褐 色

5 mm以下 の砂 粒 を含む。

角閃石 を含む。

良好

約%

第 4層

肩部 はやや 内弯す る。

頸言るは、ほぼ 直線 的に斜 外方に立 ち

上が る。

外 面 胴部 は斜 方向 の 、頸部 は縦 方

向のヘ ラ磨 きを施 す。頸部 基

音臣よ強 しヽ ヨコナ デ を施 す。

頸部は横方向に削 り気味の強

いナデ を施 した後 、維方向の

ヘ ラ磨 きを施す。

内 面

調

土

　

成

存

色

胎

　

焼

残

明黄褐色

05～ 2mmの砂粒 を含む。
雲 母 を含む。

良 好

頸部完存

34 一宣

第 4層

口 径  104 頸部 はやや 外反気味に立 ち上が り、
外傾す る端 都へ と続 く。端著blよ九い

端部 内面 には 1条 の浅 い沈線がめ ぐ
る。

外面

}筆憲
g?学
争雷霜卓Ⅲ

す。端

ハケは l Cmぁ た り 8～ 9条で
ある。

内 面

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

暗褐 色

2 mm以下 の角閃石・ 金

雲母 を多 く含む。

良 好

口縁部%

複合口縁壺

第 4層

口 径  203 外反す る 1段 目の 口縁部 に 、同 じく
外 反す る 2段 目の 口縁著hがつ なが る
口縁端 都 は丸 く、器壁は薄 い。端部

内面 はやや つ まみ上 げ気味 であ る。

外面  頸部 の下部 は維 方向のヘ ラ磨
きを、上音h及 び 2段 目の 口縁
音Ыよ横 方向のヘ ラ磨 きを施丸
口縁端 部 及 び届 折部 は ヨコナ

デ を施す 。

内面  器表が磨 減 して い るの で調整
不 明 であ る。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

明赤褐色

l mm前後の砂 粒 を者干

含 む。

良好

頸部%
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色詞・ 胎上・焼成・備考

根合回縁壺

S Klと面

口 径  190 直線 的にの び る 1段 目に 、同 しく直
線 的に斜 外方 にの び る 2段 目の 日縁
部 がつ なが る。

端部 はやや尖 り気「/kであ る。

外面  横方向 のハ ケ調 整 を施す。
内面  器 表が磨 滅 してい るため不 明
である。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

明黄褐色

l mm前後のチ ャー ト

石英等 を若千 含む。

良好

頸部約/

鉢

第 4層

口 径  163 体部 は内弯 しての び 、外反 し弱 い稜
へ と続 いた後 、内弯気 味 に端部へ の

び る。 端 部 は鋭 しヽ。
内面 の屈 折部 は面 をな し、稜は明確

である。

外 面 全面 に ヨコナ デ を施 した後 、

屈折 都 よ り下 部 は横 方向の細

力■ ヘヽ ラ磨 き を施 す。
ヨヨナデの後 、全面に ヨコ方

向に細い丁寧 なヘ ラ磨 きを施

す。

内 面

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

赤褐色

1田m前後の長石・雲母
を含 む。

良好

口縁部%

菱

SKl上 面

口 径  130 頸部 はやや 外反気 味 にのび 、少 し内
弯 した後 さ らに外反 して端部へ と続

く。端 部 内面 は面 をを し肥厚す る。

屈 曲部 内面 は九 い。

面

面

外

内
頸部 は ヨヨナ デ を施 す。
ヨヨナデ を施 す 。

色調  淡赤褐色 ～明黄褐 色
胎±  2 mm以 下 の雲母・ 砂 粒
を含む。

焼成 良好
残存  口縁部%

高 杯

S Kl上面

口 径  176 ほぼ直線的に斜 外方へ のび る。端 部
は尖 り気 味 であ り、内面 は沈線状 に

やや 凹む。

貧吾 キ
横方 向のハ ケ調 整 を施す 。

色調  赤褐 色
胎±  l mm前 後の長石・ 雲母
石 英等 を含 む。

焼成  良 好 、端 部 外面 に黒斑
を有す る。

残存 口縁部約/

高 杯

SKl下層

口 径  158 口縁部 は内弯 して立 ち上が り、端 部
は斜上方 に伸 び、鋭 い。
口縁部 に黒斑がみ られ る。

外面  ヨコナデ を施 す 。
内面  ヨ ?ナデ の後ヘ ラ磨 きを施 i

調
生
　
成
存

色
胎
　
焼
残

赤褐 色

径 l mm以下 の砂 粒 を微

量含 む。

良好

口縁部約χ

高 杯

第 3層

裾 径 中実 の柱状部か ら拡 が る裾部。

裾 音FJlこ 黒斑 がみ られ る。

外面  l cmぁ た り10条のハケロを施
す。

内面 裾部に指頭圧痕が残る。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

赤 橙色 ～黒色 (黒 斑 )

径 0 5mm以下 の砂 粒 を
少量含む。

良好

柱状部完存

高 杯

S Kl上面

裾  径  112 柱状部 はやや 内弯 しなが らゆ るや か
に開 き、脚部 は「 夕、」の字形に大 き く
開 く。 告目1糧禁鯨想」患,甕繰五z。

色調  赤責褐色
胎土  砂 粒 をほ とんど含まない
焼成  良 好
残存  柱状部完存。

高 杯

第 4層

柱状部 は短 く、脚部 は「夕ヽ コの字形 に

大 き く開 く。

画

面

外

内

横方 向のヘ ラ ミガ キを施す 。

fE都はハ ケ調 整の後ナデ を施
す。

調

土
　

成

存

色

胎

　

焼

残

淡赤橙色

径 l mm以下 の長石・ 金

雲母 を含 む。

良好

脚部約%
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番

号
器  種
出上位置

法 量 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

把 手

SKI_L面

内弯 しなが ら斜め外方 にの び るが把

手以 外は欠損す る。

外面  全体 に指 で成形す る。 調

生
　

成

存

色

胎
　

焼

残

赤橙色

径 l mm以下 の砂 粒 を含

t」 。

良好

完存

小 型椀

S Kl上面

口 径  80
器  高  4_6

外反す る口縁部か ら内弯す る体部に

つなが り底部は丸底である。口縁端

部は九 くお さめ る。

外面  口縁部 は ヨヨ ナデ を施 し、体
部は軽 くナデ を施 す 。 また粘

土巻 き上 げに よる接 合痕 が残

る。

内面  口縁部 は横 ヨコ ナデ を施 し、
体部 は不整方向の ケ ズ リを施

r。

色調  赤褐 色
胎土  微砂粒 を含む。
焼成  良好
残存  完存

甕

第 3層

底  径  30 平 底 の底部 か ら、上 外方 に大 き く開
く体部 につ なが るが 、体部 の大半 を

欠損す る。

外面  未調整
内面 指頭圧痕 がみ られ る。

色調  暗褐 色～黒色
胎土  角閃石・ 金雲母 を含む。
焼成  長 好
残存  底部 完存

羽 釜

SK2

鍔  径   24 6 口縁部、体部 を欠損する力'全体に内

弯 し、鍔 は大 きく外反 して端部は丸

くおさめ る。。

外面  日縁吉bか ら鍔 にかけ て ヨコナ
デを施 し、 体部 は縦 方向ハ ヶ

調 整 を施す。

内面  横 ナデ を施 す。

詞

土
　

　

成

存

色

胎
　

　

焼

残

赤褐 色

径 2 mm以下 の長石・石

英・角 閃石・ 金雲母 を

含む。

良好

約%
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第 7節 第 8次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市光町 2丁 目に所在し、第 5次調査地と道路を隔てた東側に位置する。調査地

を2ヶ所に区分し、西側を第 1調査区(17.5× 25m)、 東側 を第 2調査区(3× 16m)と 付称 し、順

次調査を実施 した。調査面積は565.5m2、 調査期間は昭和56年 10月 5H_か ら12月 4日 までである。

調査方法は、現地表 (OP+9.00m)か ら盛土・休耕土・床土までを機械掘削とし、以下は人

力による掘削作業としたが、まず調査区の周囲に幅約30cmの トレンチを設定し、遺構面の確認

に従って掘削作業を進めていった。

H 層序

盛± lmを除去すると、第1層 旧耕土・床土、第2層淡灰色粘上、第3層灰褐微砂混じり粘

土、第4層淡灰褐色シルト、第5層灰褐色シルト粘上の基本層である。

第3次調査地
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このうち第 2層 は、中世以降に削平をうけた水田上のため、調査は断面観察のみにとどめた。

第 3層は遺物包含層で、その下の第 5層上面が古墳時代前期 (庄内式の時期～布留式の時期 )の

生活面である。

Ⅲ 遺構 。遺物
1)竪穴式住居

S11

第 1。 第 2調査区間で検出した竪穴式住居で、 S12を 切る関係にあたる。平面は方形を呈し、

東西辺 5。 6m。 南北辺 5,8mを 測る。 主軸方向はN-39生 Eを指す。竪穴の肩から床面までの

深さは約10cmを 測 り、床面は平坦である。周濤は幅25～ 40cmを 測 り、断面はU字形を呈する。

図47 Srl平断面回
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この周濤には、北隅と南東辺中央部の 2ヶ所に、約 110× 55cmの景方形の拡がりがある。

柱穴は4個を検出し、東西 。南北ともに 2.6mゐ等間隔である。柱穴は径30～ 50cm。 深さ40

～50cmを 測り、平面は円形および楕円形を呈する。床面の 3分の2と 柱穴の底部には、月、石 (刻ヽ

砂礫 )を ほぼ平坦に敷きつめている。炉址はほぼ中央で確認した。長径 1.9m・ 短径 1.2m・ 深さ

約 5 cmを測り、平面は楕円形、断面は皿状である。

住居内の埋土は上方から暗茶灰褐色粘土と暗灰茶色砂混じげ粘上の12層に分かれ、床面の小砂

礫は厚さ約 2 cmを 測る灰褐色礫砂である。周濤・柱穴の埋土は住居内の第 2層 と同層である。

また、住居内東側では長径 lm・ 短径50cm・ 深さ20cmを 測る楕円形の落ち込みを検出した。

埋土は暗灰茶色砂混じり粘± 1層 である。

遺物は庄内式甕 3点 を図示したが、そのうち (1)は 住居の床面から完形品に近い状態で出土

し、(2・ 3)は遺構内に堆積する暗灰茶色砂まじり粘土から出上した。また、住居内東側の落

ち込みから小型器台 (4)や小 型

九底壷 (5)が出土しているが、

住居内出上のものとの時期差は

認められない。

S12

南側をS11に 切 られている。

東西辺 5。 5m前後・南北辺4.7m

を測 り、長方形を呈する。周濤

は中目15～ 30cm・ 深さ10～ 25cmの

断面 U字形を呈する。

柱穴・炉址は確認できなかっ

た。また、竪穴の肩と床面が同

レベルであることから、上面は

S11や SB9の 構築時に削平

されたものと考えられる。

同濤の埋土は暗茶灰色シル ト

粘± 1層 で、ここから庄内式甕

(6)の小片が出土した。

0             2m

図48S12平断面図

-263-



図49 SBI平断面図

2)掘立柱建物

SBl

第 1調査区の南西隅付近で検出

した。桁行は 2問 (4m)で、柱間

は 2mの等間隔である。梁行は調

査区外のため不明である。主軸方

向はN-9生 Eを指す。

柱穴の掘形は径50～ 70cmの 楕円

形で、深さ30～ 40cmの U字形の断

OP+750m
2m

面を呈する。Plに は径20clla,長さ50cmを測る柱根が遺存しており、P2・ P3に も径20cln程

度の柱の痕跡が認められた。柱穴内の埋土は暗茶灰色シルト粘上で、柱の痕跡内には暗茶褐色

砂枯上が堆積する。

遺物はP3の埋土内より庄内式甕(9)等の細片が出上したのみである。

♀… 掏

図50 SB2平断面図

SB2

第 1調査区の西側中央付近で検出した。中央部をSD5

が切っている。桁行 1問 (2.4m)× 梁行 1問 (2.lm)を 測

る。主軸方向はN-18生 Eを指 し、復元床面積は5.04m2

である。

柱穴の掘形は径30～ 50clnの円形および楕円形で、深さ

は20～30cmを 測る。Pl・ P4に は径10守 20cllaを 測る柱

の痕跡が認められた。

SBlの南側と北側には、建物を囲むようにして、落

ち込みと浅い濤SD6が あるため、堅穴式住居の残存で

はないかと考えられる。

遺物は柱穴の埋土内から庄内式甕の細片が出土した。

SB3

第 1調査区中央部付近で検出した。桁行 1間 (2m)×梁行 1間 (1.8m)を 測る心主軸方向は

N-18生 Eを指 し、復元床面積は 3.6∬ である。
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柱穴の掘形は径40～ 50cmの 円形で、内部には径10

～20cmの 柱の痕跡がある。このうちP3・ P4か ら

は柱根が検出された。P4の柱根は径12cm.長 さ80

clnを 測り、先端には加工痕が明際に遺存する。柱穴

の埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

また、建物の南側では径 lm・ 深さ20clnを測り、

楕円形を呈する焼土城を検出した。この土拡の埋土

も暗茶灰色シル ト粘上であることから、建物に付随

するものと考えられる。

柱穴の埋土内や焼土城内より、壺 。庄内式甕等の

細片がわずかに出土した程度である。

SB4

第 1調査区の中央部で検出した。 SB3と 重複し
'

ている。 1間 ×1間の規模を持ち、柱間は 2,5mの
I

等間隔を測る。主軸方向はN-17生 Eを指し、建物

の復元床面積は6.25m2でぁる。

柱穴の掘形は径20～30cm.深 さ30clnを 測り、平面

は円形を呈する。Pl・ P2に は径 10cln程度の柱の

痕跡が残存しており、P3に は径 5 cm。 長さ20cmの

柱根が、P4に は径30cllt.長さ40cmの 柱根がそれぞ

れ遺存していた。柱穴の埋土は暗茶灰色シル ト粘土

1層 である。

SB5

第 1調査区の SB3の 北側で検出した。桁行 3間

(3,7m)× 梁行 1問 (1.25m)の 規模 を持ち、南北に

長い建物で、主軸方向はN-22生 Eを指す。柱間は

桁行の南側から1.15m・ 1.25m。 1.30mを測る。復

元床面積は4.63m2である。
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図51 SB3平断面図

Pl                        P2

再 7うOm
0            2m
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図53 SB5平断面図
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図54 SB6平断面図

図55 SB7平断面図

柱穴の掘形は径25～50cmの 円形

を呈 し、深さは30～ 50cmを 測る。

掘形内には径15cm程度の柱の痕跡

が残存していたものもある。柱穴

内には、暗茶灰色シル ト粘土が堆

積 している。

柱穴の埋土内からは、土師器片

が若干出土した程度である。

SB6

第 1調査区の SB5の 北東部に

接 した状態で検出した。桁行 2間

(2,75m)× 梁行 1間(2.5m)を預いり、

主軸方向はN-29生 Eを指す。

柱間は南側桁行の西から1.5m。

1.25m、 】ヒ側桁行は西から1.25m・

1.5mを 測る。建物の復元床面積

は6.88m2でぁる。

柱穴の掘形は径30～ 50cmの 円形

および楕円形で、深さ20～ 40clnを

測る。柱穴内には、径15cmの 円形

の柱の痕跡が残存していたものも

ある。柱穴の埋土は暗茶灰色シル

ト粘上である。

SB7

第 1調査区の北隅で検出したが、

北側は調査区外へ至る。検出した

範囲内では、桁行 2間 (2.2m)×

梁行 2間の建物規模である。主軸
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方向はN-21生 Eを指す。

柱穴の掘形は径20～ 40clllの 円形を呈し、深さは20～ 30clnを測る。内部には径 10clnを 測る円i形

の柱の痕跡が検出されたものもある。柱穴の埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

P2の爆土内から、壺(11)が ほぼ完形に近い形で出土した。

SB8

第 1調査区の南東で検出した。桁行 2間 (3.2m)×梁行 1間 (2.75m)を 測り、主軸方向はN

-8生 Eを指す。柱間は東側の桁行北から1.9m。 1.3m、 西側の桁行はそれぞれ 1.6mを 測る。

復元床面積は 8,3m2で ぁる。

柱穴の掘形は径20～ 80clnの円形および楕円形で、深さ20～ 50clnを 測る。柱穴の埋土は暗茶灰

色シル ト粘土である。

SB9

第 2調査区 S11の 北東部に隣接し、 S12を 切っている建物である。桁行 3間 (4.Om)X

果行 1間 (3.lm)を測 り、主軸方向はN-2生 Wを指す。建物の復元床面積は12.4m2でぁる。

図56 SB9平断面図
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柱穴の掘形は径20～ 50cmの 円形および楕円形で、深さは20～ 30cmを 測る。柱穴の内部には柱

の痕跡が残存していたものもある。柱穴の埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

柱穴の埋土内より、庄内式甕等の小片が、若千出土した。

S B10

第 2調査区の北隅で検出した。桁行 2間 (3.5m)× 梁行 1間 (2.2m)の建物で、主軸方向は

N-12生とを指す。柱間は東側の桁行南から1.9m。 1,6m、 西側のものは 1.8mを 測るが、北

側́は調査区外へ至るため不明である。

柱穴の掘形は径20～ 60cmの 円形を呈し、深さ20～40cmを 測る。柱穴内部には径 20clnの 円形の

柱の痕跡が残存していたものもある。柱穴の埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

3)土拡

SKl

第 1調査区北西隅で検出した。最大幅 2.5m。 最小幅 2m。 深さ15cmを 測る不定形の上城で

ある。内部には暗茶灰色シル ト粘上が堆積する。

SK2

第 1調査区西壁で検出した。東側

は SK3に 切 られ、西側は調査区外

へ至る。検出部で長辺4m。 短辺2m

の三角形を呈する。周囲には幅30～

50cm。 深さ10cmを 測る濤が廻る。

SK2の 埋土は第 1層暗茶灰色砂

粘上、第 2層暗茶灰シル トと淡灰褐

色シル トの混合層である。

この遺構は、方形の竪穴式住居と

も推測されるが、柱穴・炉址が確認

できなかったことや、底部が平坦で

なかったことから、ここでは一応土

拡 として取 り扱った。

浦 韻 ニ ノ 1行乳 2P

図57  SK2・ SK3平断面図
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、
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遺物は埋土内より、壺、庄内式甕、V様式タイプの甕、高杯、小型九底壺等をわずかに出土

したが、いずれも細片であった。

SK3

第 1調査区の西側で検出した。 SK2と SD4を 切断している。長径 2m。 短径 1,3m・ 深

さ50clnを 測り、平面はほぼ楕円形、断面はす り鉢形を呈する。西肩から径30～ 40cln・ 深さ20cln

の平面円形を呈するピットを検出した。その内部には径 15clla程度の柱の痕跡が認められた。 S

K3の埋土は上方から暗茶褐色砂粘土、暗灰褐色シル ト粘土に三分される。

遺物は上層で警 (13～ 15)、 高杯 (17・ 18)等の破片が出上した。。

SK4

第 1調査区の南西隅で検出した。東側は SD2で切 られ、西側は調査区外に至る。検出部の

最大幅 1,7m。 最小幅 0.4m・ 深さ20clnを測る。内部には暗茶灰色シル ト粘上、黄灰褐色シル

ト粘上の 2層が堆積する。

重 (19)、 庄内式甕(20)等が出上 した。

SK5

第 1調査区の南側中央で検出した。長径 4.9m・ 短径60～ 90clla t深 さ20cllaを測 り、長楕円形

を呈する濤状の上城である。底部には径20～ 40clla・ 深さ30cmを 測る円形 のピット2個が検出さ

れた。南側のピットからは柱の痕跡が認められた。 SK5の 埋土は暗茶灰色シル ト粘± 1層 で
ある。

SK6

第 1調査区の南東で検出した。中央部は幅60cmを 測 り、濤状を呈し、7条の突起を持つ。 底

部からは径20～ 50cm・ 深さ20～ 40cllaの 円形を呈するピット6個が検出された。この うちの 2個

には、柱の痕跡がみられる。 SK6の 埋土は暗茶灰色砂粘上である。

埋土内より、壺や V様式タイプの甕等の細片が少量出上した。

SK7

第 1調査区北壁の西側で検出した。検出部の最大幅 2.6m・ 深さJ Oclnを 測る。形状から聾穴
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B――

OP+7 50m l

式住居の一部 と推定されたため、

2ヶ 所の落ち込みを検出したが、

た。

調査区を北側へ拡張した結果、底部から径約 lmと o。 6mの

周濤が認められなかったので、ここでは土拡として取 り上げ

土拡の埋土は茶灰褐色シル ト粘上で、

高林や庄内式甕の細片が若千出土 した

程度である。

SK8

第 1調査区西壁の南側で検出した。

周囲をSD2が 廻る。径 90clnヽ 深さ30

cmを測る。埋土は上方から茶灰褐色粘

土、灰褐色粘上に三分される。

SK9

第 1調査区で検出し、北側をSD5

に切 られている。最大幅 1.5m・ 深さ

20cllaを測る不定形の上拡である。底部

には径20cln.深さ15clnを 測 り、内部に

柱の痕跡を残すピットを伴なっている。

埋土は暗茶灰色砂粘上である。

遺物は小型鉢(21)の他、 V様式タイ

プの甕や庄内式甕、小型九底壺等の細

片が出上している。

S K10

第 1調査区S11の 西側で検出した。

長辺約 5m・ 短辺約 2mを測 り、ほぼ

方形を呈する。南北方向に延びる 2条

の溝 SD8・ SD9や 、径 lm・ 深さ

20cmを 測 り、西側に高みを持つ落ち込

て監1莉 m
1

4、＼ゝ

④
8

｀`
＼
4′

0             2m

暗灰茶色シル ト粘土
淡灰褐色シル ト
暗灰茶色シル ト粘土 (焼上 。炭を含む)
暗灰茶色粗砂混じり粘上
灰色礫砂上
暗灰色粘上

暗灰色シル ト粘土
灰禍色細砂粘土
灰福色シル ト粘土

図58 SK10平断面図
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み 1を伴なっている∫また、遺構内北側でも長径 lm・ 短径 50cln・ 深さ40clnを 測る楕円形の落

ち込み 2を検出した。

落ち込み 2の底部には S11と 同様に礫砂が敷きつめられていることから、 S11に 関連す
る遺横である可能性が強い。

S K10の埋土は暗灰茶褐色シル ト粘上の 1層であるが、落ち込み 2に は上方から暗灰色シル

ト粘土、黒灰褐色砂まじり粘土、灰色礫砂混 じり粘質上の 3層が堆積しており、上方の 2層に

は焼土や炭を含んでいる。

遺物は小型鉢(22)が小片で、小型丸底壺 (23)が完形品で出上した。

S Kll

第 1調査区の南、 SB2の 東側で検出した。最大幅90cln。 最小幅40cln・ 深さ10clnを 測 り不定

形を呈する。.南束の一部が突出し、その底部から径 10clla・ 深さ20clnの ピットを検出した。埋土

は暗茶灰色砂粘上である。

S K12

第 1調査区の北壁に沿って検出した。検出部で幅90cm・ 長さ 1.5m程度の規模を測り、薄状

を呈する。埋土は暗茶灰色砂粘± 1層であった

遺物は土器のごく細片を出上した程度であり、時期や器種は不明である。

S K13

第 2調査区の東壁近 くで検出した。東部は調査区外に至る。検出部での長辺 4m・ 短辺 1.5

m・ 深さ20clnを 測り、平面は方形に近い。埋土は暗茶灰色砂粘■1層である。底部からは、ピ

ットが検出された。

遺物は壺・庄内式甕等の細片が若

千出上した。

4)溝

SDl

第 1調査区の西壁近 くで検出した。

幅約50cm・ 深さ20clnを 測る。西側は
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調査区外へ至るが、検出部で半円形に廻る濤である。南側はSD2に 切 られ、北側は SD5を

切っている。埋土は暗茶灰色砂粘上である。

土器の細片を出上したのみで、時期等は不明である。

SD2

第 1調査区の南西で検出した。 SDlを 切 り、南に延びる構である。幅約50cln。 深さ20cmを

測る。埋土は暗茶灰色粘上である。

SD3

第 1調査区の東側で検出した。 S11の 南肩に切 られ、南に延びている。幅40cm・ 深さ15cm

を測る。埋土は暗茶灰色シル ト粘土である。

SD4

第 1調査区の西側で検出した。幅20～ 40cln.深 さ10～ 20clnを 測る。中央部の SD5西 側か ら

派生 し、 SK3に 切 られた後、ゆるやかなカーブで北東へ流れる濤である。埋土は暗茶灰色砂

粘上である。

遺物は庄内式甕を含む土器の細片が出上した。

SD5

第 1調査区を東西に横断する濤である。幅0.6～ 1.lm・ 深さ20～ 30cmを 測る。西端では SDl

に切 られている。埋土は上方から暗茶灰色砂礫上、暗灰色粘上に三分できる。

V様式タイプの甕 (24・ 25)等が出上した。

sD6

第 1調査区の南西、 SB2の 南側で検出した。幅20～ 30cln・ 深さ 5 cmを 測る濤である。埋土

は暗茶灰色シル ト粘± 1層である。

SD7

第 1調査区の中央部、SB3の 西側で検出した。幅30cm・ 深さ10cmを 測り、南北に延びる濤

である。埋土は暗茶灰色シルト粘土である。
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SD8

Sィ K10の北東部から南へ延びる滞である。炉 30cln・ 深さ10clmを 測る。埋土は暗灰茶褐色粘砂

± 1層 である。

SD9

SD8同 様、 S K10に付属する濤である。幅30clll・ 深さ10cllaを 浪1り 、北方へ延びる。埋土は

暗灰茶褐色粘上の 1層である。

S D10

第 1調査区の南東、 SK6の 北部を東西に延びる濤である。幅30c14・ 深さ15911を 測る。埋土

は暗茶灰色シル ト粘上である。

S Dll

第 1調査区の北壁近 くで検出した。幅10～ 20cllt・ 深さ10clnを 測り、北西方向に延びる溝であ

る。埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

S D12

第 2調査地、 S11の 周濤の北辺より北東方向に延びる濤である。 S11の 外部排水濤 と考

えられる。埋土は暗茶灰色粘上である。

S D13

第 2調査区の北側で検出した。幅15～ 20cln・ 深さ 5～ 10cllaを 測り、北西流した後 S D14と 交

差し、角度を変えて北方へ延びる。埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

S D14

第 2調査区の北側で検出した。幅20～ 30cm・ 深さ10cmを 測 り、 S12の 外部排水濤と推定さ

れる。北東流し、 S D13と 交差した後、東西へ曲がる。暗茶灰色シル ト粘土が堆積する。

S D15

第 2調査区の中央で検出し、 S D16に切 られる濤である。幅50cIIl・ 深さ20～ 30clllを 測 り、南
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北方向に延びる。埋土は暗灰茶色砂粘上である。

こ・庄内式甕等の細片をわずかに出上した程度である。

S D16

S D15を切 り、北東に延びる濤である。幅50cm.深さ30cmを 測る。内部埋土は S D15同様で

ある。

5)ビ ツト

当調査地では掘立柱建物10棟 を検出したが、他にも内部に柱の痕跡を有し、柱穴と考えられ

るものを多数検出した。しかし、ほとんどのピットについて、規則性は確認できなかった。ピ

ットの規模には、径10～ 20cmの 小型で浅いものと、径30cm以上の大型のものがあり、前者が多

くを占める。

ここでは、規則性の認められたもの、遺物が出上したものについて取 り上げる。

1.灰禍色シル ト猫土
2_灰色微砂じり粘土
3.淡灰色シル ト猫上
4 暗灰色シル・卜粘上
5 淡灰色シル ト
6 灰色シル ト
7 淡灰掲色シル ト

図60 SPl平断面図

SPl

第 1調査区北西隅近 く、SKlに 隣接するピットであ

る。径 lm前後・深さ50clnを 測 り、平面は円形を呈 し、

断面は一部に段 をもつ。内部埋土はほぼ 4層に分かれ、

水平に堆積する。

壺 2個体 (7・ 8)が出土した。

SP2

第 1調査区の北壁中央著る、 SB7の 付近で検出した。

最大径 60clla・ 最小径50cln・ 緊さ35cmを 測る楕円形のピッ

トである。内部埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

埋土内から、完形の鉢(10)が 出上 した。

SP3

第 2調査区南東部で検出した。径80c14・ 深さ132cllaを 測

る平面円形のピットである。
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壷の底部と思われる(12)が 出上 した。

SP4・ SP5。 SP6・ SP7

第 1調査区の北西側で検出したピット列である。主軸方向はN-16-Eを 指し、南から

m。 1.6m。 1.8mの間隔で並ぶ。これは棚の柱穴ではないかと考えられる。

掘形内より庄内式甕を含む土師器の細片がわずかに出土した。

OP+750m

―

図61 柵列平断面図
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1

時 OP―卜8 00m

2                   6孝 __

―
一

1 旧耕土
2.淡灰色粘土(粗砂を含む)
3 灰禍色微砂混じり粘土
4 淡灰禍色シル ト
5 灰褐色シル ト粘土
6 灰掲色微砂上と灰色粘上のブロツク
7 灰色粘土
8 暗灰福色粘砂土
9_灰禍色シル ト猫土
10 灰禍色粘砂土
11 灰掲色シル ト
12 暗茶灰色シル ト粘土
13_灰褐色粘土
1・4 灰茶色粘土
15,淡灰色シル ト
16 茶灰福色砂粘土

図63 断面図
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出土遺物実測図 1
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Ⅳ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・焼成・備考

l 甕

SDl床 面

口 径  14.3
最大径  15.8
器  高  138

「 く」の字形に屈折 し、直線的にのび

る日縁部 に至 る。端著Ыま細 く尖 りぎ

みに終わる。体部 は肩の張 る扁平 な

卵球形 を呈 し、尖 り底をもつ。
含]1全

体 に磨耗 を受 け不 明

色調  淡 白褐 色
胎 土  長石・ 婁母 ・ くさ り礫
を含む。

焼成  良好

褒

S11

口 径  16.5 「 く」の字 形 に屈 折 し、外反す る口縁
部 に至 る。端部 上 方へ わずか につ ま

み 、外傾 す る平坦 面 をつ くる。

外面  口縁部 をヨコナデ。
内面  口縁部は 7条/9.5mmの ハケの
あとヨコナデし、胴部にヘラ
ケ ズ リを施す。

色調  淡褐色
胎土  微粒の角閃石 を多 く含

tす 。

焼 成 長 好

甕

S11

径 「 く」の字 形 に届 折 し、直線的 にの び

る口縁部 のみ遺 存 。端部 は先細 とな

り、外へ尖 りぎみに終 わ る。 告辱 }全
体 に磨 耗 を受 け不 明

色調  灰褐色
胎 土  微 粒 の角 閃石 。長石 を

含む 。

焼 成  良好

4 小 型器 台

l

口 径  92 浅 い皿形 の杯部 の み遺存 。 口縁部 は
外反 ぎみ に直立 し、端 部 は尖 って終

わ る。

外面

内面

全体 に磨耗 を受 け不 明

色調  赤褐 色
胎 土  石 英 1・ 長石・ くさ り礫
を含む。

焼成  良好

小型九底壷

1

口 径  10_0
最大径  9,0
器  高  7,4

体部 より九 く屈曲 し、内弯 ぎみにの

び る口縁部に至 る。端部は丸 く終わ

る。

外面  口縁部 、休部 ともにヘ ラ ミガ
キ を施す。

内面  口縁部に 6条/9.5mmの ハケの
あ と軽 くヨコナデ し、体部内

面はヘ ラ ミガキを施す。

色調  淡赤褐色
胎土  微 粒 の長石 を含む。
焼成  良好

6 甕

S12

口 ぞ色 17.1 「 く」の字 形 に屈析 し、外反す る口縁
部 のみ遺 存。端部 は上方 につ まみ 、

外傾 す る平 坦面 をつ くる。

外面

内面

全体 に磨 耗 を受 け不 明

色調  淡 白褐色
胎土  後粒 の角 閃石 を含 む。

7

SPl

口 径  15.9
最大径  35.5

体 部 よ り届 曲 し、直立 した後外反 し

て長 くの び る 日縁部 に至 る。端部 は

尖 りぎみ に終 わ る。体部 は大 き く拡

が 9、 下ぶくれの器体になると思わ
れる。

外面 口縁部 B同部とも‐ラミガキ
する。

内面 口縁部にヘラミガキし、胴部
はヘラナデする。

調

土

成

色

胎

焼

淡褐 色

微 粒 の長石 を含む 。

良 好

三

SPl

口 径  14.8 体部 よ り「 く」の字 形近 くに屈 曲 し、
直線的 に長 くのび る国縁部 に至 る。

端 部 は外へ 丸 くつ まみ ぎみに終わる。

外 面 口縁部 をヘ ラ ミガキの あ と暗

文状のヘ ラ ミガキ を施 し、胴

部に もヘ ラ ミガキをおこなう(
口縁部 をヘ ラ ミガキのあ と暗

文状のヘ ラ ミガキ。胴部には

指圧痕がみ られる。

内 面

調

生

成

色

胎

焼

淡褐 色

微 粒 の長石 を含 む。

良好
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番

号
器  種
出土位置

法 量(Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎土・焼成・備考

甕

SBl― P3

口 径  148 「 く」の字 形 に堀 折 し、外反 した後内
弯 ぎみ に のび る口縁 部 に至 る。 口縁

端 部 は薄 くな り、上 方へ尖 りぎみ に

終 わ る。

外 面 口縁部をヨヨナデし、胴部に
11条 /18 0mmのタタキのあとハ
ケ。タタキは左上がりである
口縁部をヨヨナデし、 月同部は
ヘラケズリである。

内 面

色詞  淡褐色
胎土  微粒の角閃石 を多 く含

む 。

焼成  良好

/1ヽ 型 鉢

SP2

径  127
器 高  64

辛球形の体部か ら屈曲 し、内弯 ぎみ

にのびる口縁部に至 る。端部は上方
へ尖 りぎみに終わる。

外面 口縁部をヨヨナデし、体部は
ヘラケズリし、そのあとナデ
と思 われ る。

内面  口縁音卜を ヨコリヒデ し、体都
`こナデをお1こ なう。

色 調  淡褐 色
胎 土  微 粒 の長石 を含 む。
焼成  良好

SB7-P2

径
径

高

大
口
最

器

「 く」の字形 に九 く屈 曲 し、直線的 に

のび る 口縁部 に至 る。端 部 は細 くな

り、尖 って終 わ る。体 部 は最 大径 が

下位 にあ り、丸底 を もつ 。

外面  口縁部 をヘ ラ ミガキし、胴部
はヘ ラケズ リのあ と 7条 /9_0
mmのハケののちヘ ラ ミガキを
お こなう。

内面  口縁部 をヘ ラ ミガキし、その
あ と暗文状のヘ ラ ミガキをす
る。胴部下半 をハケのあ とナ

デ 。

色 調  淡赤褐 色
胎 土  チ ャー ト、彼 粒 の長石

を含む。

焼 成  良好

壺

SP3

底  径   412 突 出す る平底 の底 部 であ る。

符唇 1全
体 に磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡茶褐 色
胎 土  微 粒 ～ 3 0mm程度 の石

英 を多 く含 む。

焼 成  良好

甕

SK3

口 径  158 「 く」の字形に届虫 し、外反する口縁
部のみ遺存。端部は上方へつ まみ、

外傾す る平坦面 をつ くる。 含辱 1全
株 に磨 耗 を受 け不 明。

色 調  淡褐 白色
胎土  微 粒 の長石・ 角 閃石・
くさ り礫 を含む。

焼成  良好

甕

SK3

口 径  153 「 く」の字 形 に屈 曲 し、外反 ぎみ にの
び る口縁部 のみ遺存 。端部 はつ まみ

上 げ 、外傾 す る平坦 面 とな り、 1条
の 凹線 が巡 る。

外面  口縁部 をヨコナ デす る。
内面  口縁部 をヨヨナデ し、胴部 は
ヘラケズリである。

色調  淡茶褐 色
胎上  微 粒 の角 閃石 を含 む。
焼成  良好

15 甕

SK3

口 径  178 「 く」の字 形 に屈 曲 し、直線的にの び
る口縁部 のみ遺 存と端 部 は直立す る

平面 とな り、 1条の 凹線が巡 る。器
肉はか な り厚 め であ る。

面

面

外

内

口縁部をヨヨナデする。
口縁部をヨヨナデし、月同部は
ヘラケズリである。

色調  淡茶褐色
胎土  微粒の角閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好

嚢

SK3

底  径  33 中央がわずかに幽む上げ底状の底部
である。

面

面

外

内
磨 耗 を受 け不 明。
ヘ ラナデ と思 われ る。

色調  淡褐 色
胎 土  長石・ 石 英 を含む。
焼成  良 好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成 。備考

高杯

SK3

平運な杯底部 を残す柱状部のみ遺存。 外面 柱状部にヘ ラケズ リがみ られ
る。

内面 ナデ をおこなう。

色調  淡褐 色
胎土  長石 ol石英・ くさ り礫

を含 む 。

焼成  良 好

高杯

SK3

1詈  宅E  15.2 直線的 にの び る裾 部 の み遺 存 。

告辱 1全
体に磨耗 を受け不明。

色調  淡赤 褐 色
胎上  長石 ・ くさ り礫・ 雲母
を含む。

焼成  良好

重

SK4

ロ 径 体 部 よ り屈 曲 し、外反 しての び るロ

縁部 に至 る。端 部 はわずか な平 坦面

をつ くって終 わ る。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  口縁部下位 をヘ ラ ミガキす る

調

上
　

成

色

胎

　

焼

赤褐 色

微 粒 ～ 2.O mm程度 の石
葵・ 長石 を多 く含 む。

良好

甕

SK4

日 径  134 「 く」の字形 に屈 曲 し、外反 ぎみ に の
び る口縁部 であ る。端 部 は上 方へ 丸

くつ まみ 外傾 す る平 坦面 とな り、 1
条の回線 が巡 る。

面

面

外

内
口縁部をココナデする。
口縁部をヨヨナでし、】同部は
ヘラケズリする。

色調  淡茶福色
胎土 微粒 の角閃石 を多 く含

む 。

焼成  良好

小 型鉢

SK9

径

雉

高

口

最

器

体部か ら屈 曲 し、内弯 ぎみ に立 つ ロ

縁部 に至 る 。端 部 は細 く尖 って終 わ

る。体音Ыよ上位 に最 大径 が あ り、わ

ずか に平 坦面 を残す 丸底 を もつ 。

外面  磨 耗 を受 け不 明。
内面  底部近 くにヘ ラ原体 に よる押
圧カラタら″tる 。

色調 淡赤福色
胎土 微粒 の角 閃石 を多 く含

tj・ 。

焼 成  良 好

小 型鉢

S K10

口 径  10,7 半球 形 の体 部か ら屈 曲 し、内弯 ぎみ
にのび る口縁部 。端 部 は細 くな り、
尖 りぎみ に終 わ る。

外面

内面

全体 に磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡赤褐 色
胎土  チ ャー ト.石英 を含む。
焼成 良好

小型丸底壺

S K10

回 径  m2
最大径  10.9
器  高  8.9

扁球形 の体 部か ら「 くⅢの字形近 くに

属出 し、やや 内弯 ぎみ にの び る口縁

部 に至 る。端 部 は尖 りぎみ に終 わる

外面  口縁部 を― ラ ミガキし、胴部
は 9条/8.5mmの ハケのあ とへ
ラ ミガキを施す。

内面  口縁部 をヨコナデのあ と暗文
状のヘ ラ ミガキ。胴部はヘ ラ

ナデのあ とすデ。

調

生

成

色

胎

綻

赤褐 色

微 粒 の 長石 を含 む。

良好

褻

SD5

口 径  14.5 体部か ら屈曲 し、外反す る口縁部の
み遺存。端部は九みのある面 をなi

外面

内面

ヨコナデ と思 われ る。

色調 淡赤褐 色
胎土  チ ャー ト.石英 を含む。
焼成 良好

-282-



番

号
器  種
出上位置

法 量(Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

雲

SD5

径 「 く」の字形 に屈 曲 し、24と 同様 あ 口

縁部 に とな る。

器 肉は厚 め であ る。

外 面 口縁部 をヨヨナデ し、胴部に

3条 /12.Ommの タタキを施す。
口縁部ヘ ラナデのあと軽 くヨ
コナデ し、掘同部はヘ ラナデす
る。

内 面

色調  淡褐 白色
胎土  チ ャー ト・石 英 を含む。
焼成  良好

甕

SD5

底  径   5.2 突出す る平底で、中央部がわずかに
凹む。

外面 3条 /12.Ommの タタキ
内面 ヘ ラ原体に よる押圧がみ られ
る。

色調  淡褐 白色
胎土  チ ャー ト・ 石 英 を含 む
焼成  良好

壷

包含層

口 径  15.0 体 部か ら屈 曲 して一 f3直立 した後 、
外反す る口縁部 に至 る。端部 はわず

か につ まみ上 げ 、外傾 す る平坦面 を
つ くる。器 肉は厚 い。

画

面

外

内

口縁部にヘ ラ ミガキを施す。
全体 に磨耗 を受け不明。

色調 淡赤褐色
胎土 微粒～ 1.0コ』程度の角
閃石 を多 く含む。

焼成 良好

甕

包含層

径 体部 よ り九 く屈曲 し、外反 ぎみにの

びる日縁部に至 る。端部は細 く、尖
りぎみに終わる。

面
面
外
内
胴部 に タ タキがみ られ る。

磨 耗 を受 け不 明。

調
生
成

色
胎
焼

淡赤褐色

長石 Ⅲ石 英 を含 む。

良好

29 甕

包含層

口 径  17.2
最大径

器  高  17.1

「R」の字形 に属山 し、わずかに外反
する口緑部に至 る。端部は丸 く終 わ
る。体部は最大径が中位にあ り、わ
ずか に平坦面 を残す九底 をもつ。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に

7条/20.Ommの タタキのあ と 5
条/9,5mmの ハケを軽 く施す。
口縁部 をヨコナデ し、】同部は
ヘ ラケズ リである。

内 面

色調  秦褐色
胎土  微粒 ～ 0.5 mE程 度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好

甕

包含層

口 径  148 「 く」り 字形 に屈 曲 し、内弯 ぎみに の
び る口縁部 に至 る。端 部は上方へ 尖

りぎみ に終 わ る。

外面  胴部に7条/13.Ommの タタキを
施す。

内面  胴部はヘ ラケズ リである。

色調 淡茶褐色
胎土 花聞岩 と彼粒 ～ 1.O mm
程度の角閃石 を含む。

焼成  良好

鉢

包含層

底  径  35 突出する平底をもつ。 外面  ヘ ラケ ズ リの あ とヘ ラ ミガキ
と思 われ る。

内面 5条 /5.OElmのハケを施す。

色調  淡褐 色
胎土  微 粒 の長石 を含 む。
焼成  良好

小 型器 台 口 径  8.9 浅い四形の杯部か ら、わずかにつ ま
み上げる端部に至 る。裾部は漏斗状
に 開 くと思われる。器肉は厚い。

外面

内面

磨耗を受け不明。
色調  赤褐 色
胎土  微粒 の長石・ くさ り礫

を含む。

焼成  良好
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第 8節 第 9次調査
I 調 査の概要

調査地は八尾市光町 1丁目に所在し、第 8次調査地の北方約30mに位置する。当初、調査地

内に 9× 16mの範囲に調査区を設定したが、SEl・ SE2の 規模 を確認する目的で、東側に

2× 2m、 北東隅に 1× 2mを拡張した。調査面積は約 210m2、 調査期間は昭和56年 12月 4日

から12月 23日 までである。

調査方法は現地表(OP+8.9m)か ら盛土、旧耕上、床土までを機械掘削し、以下は人力に

よる掘削作業とした。第 8次調査と同じく、調査区周囲に幅約30cmの濤を掘 り、遺構面の確認

の後に調査 を開始 した。また調査終了後、遺構面以下を確認するため、機械掘削による試掘

調査を行なった。

図66 調査地設定図

第8次調査地
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H 層序
盛± lmを除去すると、第1層旧耕上、第2層床上、第3層淡灰色粘上、第4層灰茶色砂粘

土、第5層灰色シルト粘土、第6層暗灰茶色シルト粘上、第7層淡灰褐色シルト、第8層暗灰

色シルト混じり粘土、第9層灰青色シルト、第10層灰色微砂上、第11層灰責色粗砂土と灰色組砂

上の混合層、第12層暗灰黒色シルト、第13層暗灰色シルト粘上、第14層灰色シルト、第15層灰色

粗砂、第16層暗灰色粘上の基本層序である。

このうち第3層は中世以降に削平された水田址で、断面観察のみにとどめた。第6層は遺物

包含層、第7層が古墳時代前期の生活面である。

Ⅲ 遺構・ 遺物

1)土砿

SKl

調査区の西側で検出した。最大幅 2m。 深さ40cmを 測る不定形の土拡である。東側は SD6

に切 られ、西側は中世滞 2に切 られている。埋土は暗茶灰褐色粘上である。

遺物は三(1)の他、庄内式甕等の細片が出土した程度である。

図67  SK界面図
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SK2

SKlの東側で検出した。最大幅約 5m。 最小幅約 2.5m。 深さ 30Cmを測り、不定形を呈す

る大型の上城である。SD3・ SD8に切 られており、底部中央では径約 1.5m。 深さ10Cmの

焼土城を検出した。 SK2の 埋土は暗茶灰褐色砂粘土、焼空拡には黒灰色砂粘土と暗灰茶色シ

ル トの 2層が堆積し、上層には炭化物を含む。

焼土拡の上面からは、壷(2・ 3)、 甕(4～ 6)、 鉢(7)、 底部有孔土器 (8・ 9)、 小型鉢 (10)、

小型壺 (11)の 10点が出上した。甕にはV様式タイプのもの(4)と庄内式のもの(6)がある。小

型壺(11)は複合口縁部をもつもので、恩智遺跡や大園遺跡で、近似するものが出土している。

SK3

SK2の 東側で検出した。検出部の

径は 3m前後 。深さ15Cmを 測 り楕円形

を呈するものと思われるが、南側は近

世の井戸構築の際に削られている。ま

た、東側はSD9と 、 西側はSD8と

切 り合う関係にある。内部にはSK2

の埋土と同じ層の暗茶灰褐色砂粘上が

堆積す る。

遺物は重 (12)、 甕 (14～ 16)等合わせ

て5点が出上した。甕は庄内式のもの

であるが、遺物間には時期差が認めら

れる。 図68 SK割平面図

SK4

SK3の さらに南、調査区南側の中!央部で検出した。最大幅 1.7m・ 最河W幅 1.2mの不定形
を呈し、深さは約10Cmを 測る。耳ヒ側にはSD3が掘り込まれており、西側で|は S K10を切って

いる。また、ここからSD7が西方向へ延びている。内部埋土は暗茶灰色シル ト粘± 1層であ
る。

遺構内からは、庄内式甕 (17)の他、土師器のごく細片をわずかに出土した程度である。
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S K5

SK3の 北東部に隣接する土城である。長径4.4m・ 短径 1.2mの楕円形を呈し、深さは20

Cmを測る。埋土‖よ暗灰茶色砂混じり粘± 1層で、遺物は出上しなかった。

SK6

調査区の南西隅で検出した。北側はSD4に 切られる。現存部は径約 lmの半円形を呈し、

深さ8 Cmの浅い土拡である。埋土は暗茶灰色シル ト粘± 1層 である。

簑(18)等が若千出土したが、小片のために遺物からみた時期は不明である。

SK7

調査区の南東で検出した。径 1.5m前後・深さ25cmを 測 り、平面はほぼ円形、断面は逆台形

を呈する。連土は暗茶灰色砂混じり粘± 1層 である。

遺物は壷(19)の他、小片がわずかに出土した。

SK8

SK7の 西側で検出した。長径 1.2m・ 短径 0.8m。 深さ30cmを 測 り、平面はほぼ楕円形、

断面は逆台形を呈する。埋土はSK7同 様暗茶灰色砂混 じり粘± 1層である。出土遺物はなか

った。

SK9

SK8の さらに西側で検出した。長径90Cm・ 短径70cmのほぼ楕円形であるが、東側の一部は

濤状にわずかに延びる。埋土は暗茶灰色シル ト粘上である。

S K10

北側をSK4に 切 られた土城である。現存部で 1辺60Cm前後の方形を呈し、深さ10Cmで断面

は逆台形を呈する。埋土は暗灰褐色シル ト粘± 1層 である。

S Kll

調査区北側で検出した。北側は近世井戸に切られ、調査区外に至る。検出部径 1.5mの楕円

形、深さ20Cmで断面は逆台形を呈する。埋土は暗茶灰色砂混じり粘± 1層である。
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S K12

調査区の東側近 くで検出した。長径90Cm・ 短径40Cmの 長惰円形を呈し、深さ6 cmで断面は逆

台形を呈する。埋土は暗灰青褐色砂混じり粘± 1層 である。

S K13

調査区の北西隅で検出した。西側はSD6と 切 り合う。最大幅 1,4m。 最小幅 0。 4m・ 深さ

10 Cmを 測 り、平面は不定形、断面は逆台形を呈する。埋土は暗茶灰色砂粘上である。

S K14

調査区の南西側で検出した土城で、SD4に 切 られている。現存部は一辺約50cmの 方形で、

深さ15cmの 逆台形の断面を呈する。埋土は暗灰褐色シル ト粘± 1層である。

2)井戸

SEl

調査区北東隅で検出した井戸である。北東側は調査区外

へ至ったため、拡張して規模 を確認した。長径 2m・ 短径

1.6m・ 深さ 1,lmを測る素掘 りの井戸である。平面は楕

円形、断面はU字形を呈する。

内部埋土は上方から暗茶灰褐色粘砂土、暗灰褐色粘土、

青灰青色粘泥土、青灰色シルト粘上の4層が堆積する。

井戸の底部に接する状態で完形|の重(20)が出上した他、

中位に堆積する暗灰褐色粘土から、多数の遺物が集積して

出上した。中層から出上したものには、こ (21・ 33～ 41)・

小型重 (22)・ 甕 (23～ 32)。 底部有孔土器(42)・ 鉢(43)・ 小

型鉢(44～ 46)。 高杯(48～ 51)等がある。

甕については、V様式タイプのものが多く、タタキは太

筋で平底を持つ。他の器種の底部も平底のものが分く、凹

み底や尖り底のものはわずかである。

これらのことから遺物全体の時期は、ほぼ庄内式の古相

に比定できるものと思われる。

oP+750m

9   2P

図69 SEI実測図
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OP+750m

SE2

調査区の東壁で検出したため、SElと 同様に拡張

したが、東側は肩から底部近 くまで斜めに撹乱をうけ

ていた。長径約 2.lm.短径 1,3m。 深さ90Cmを 測 り、

底部はほぼ水平である。

埋土は上方から灰青褐色粗砂上、暗灰青褐色粘土、

灰青色粘上、暗灰色粘上の 4層が堆積する。

遺物はすべて、遺構中位に堆積する暗灰青褐色粘土

からの出土である。器種には壷 (52・ 63・ 64)、 甕 (58

～ 61・ 65～ 69)、 小型甕 (62)、 高杯 (73～ 76)等がある。

遺物のうち甕にはV様式タイプのもの(55。 67・ 68)

の他、v様式と庄内式両型式の要素をもつ甕が多くを図70 SEグ平断面図

占めている。また、底部については、平底を残すものがほとんどである～遺物全体を通じ、

SElと 同様に庄内式の古相に比定できるものと考えられる。

3)溝

SDl

調査区西側で検出したが、中央を中世濤 1に分断されている。幅50cm・ 深さ15Cmを測るもの

で、北西方向に延びる。内部には暗茶灰色砂粘上が堆積している。

こ(77)の小片等がわずかに出土した程度である。

SD2

SDlの西側に隣接し、ほぼ平行する濤である。南側ではSD5に切られ、SD7と 合流す

る。北側でSKlを切 りSD6と 合流するが、この濤も中世濤 1に切られている。幅約25Cm・

深さ15Cmを 測る。埋土はSDl同様暗茶灰色砂粘上の 1層である。

SD3

調査区南側中央から北西隅に延びる。南側では SK4を 、北側ではSK2を 切っているが、

SDl・ SD2同 様中世濤 1に切 られている。幅約25cm。 深さ15cmを 測る。内部埋土は SDl・

SD2と 同層である。
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SD4

調査区南西隅で検出した。 SD2の 西側を平行 して流れる濤である。 SK6,S K14を 切 り、

中世溝 2に切 られている。幅30～ 50cm・ 深さ20cmを 測る。埋土は暗茶灰色砂粘± 1層である。

SD5

調査区の南壁ぎわで検出した。北側でSD2を 切っている。L字形に曲がる濤で、幅20～ 60

Cm・ 深さ10～ 20cmを測る。埋土は暗灰茶色シル ト粘上である。

SD6

調査区西側で検出した南北方向の濤である。 SKlを 切 り、S K13と切 り合 う。南側では S

D2と 合流している。幅40～80Cm.深 さ30cmを 測る。埋土は暗茶灰褐色砂粘土である。

SD7_´ _― 一 一一  一 一r  _

調査区南側で検出した東西方向の濤である。東側では SK4。 S K10と切 り合い、西側で S

D2と 合流する。幅20～ 30Cm・ 深さ15cmを 測る。埋上はSD2と 同層である。

SD8

調査区中央で検出した。 SK2の 北東側を切 つている。幅30～ 50cm・ 深さ15cmを測る。埋土

はSDl～ SD3と 同層であり、SDl～ SD4に 平行 して北西方向に延びることから、これ

らの濤は同一の目的で構築されたものと推定される。

SD9

SK3の 東側で検出した濤である。幅60～ 100 cm。 深さ15Cmを測 り、L字形を呈する。埋土

は暗茶灰褐色砂粘上である。

中世の溝

調査区中央を東西に延びる濤 1と 西壁に沿って南北に延びる濤 2を検出した。これらの濤は

灰色粘土層をベースにしており、中世の条里制の区割にも一致し、水田耕作に伴なうものと考

えられる。
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〔注 記〕

1 瓜生堂遺跡調査会『瓜生堂遺跡m』 1981年

一 豹 1-



SD 4      sD 2

図71 平面図
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OP+770m

1~

7

一―Ξ至季ま多5輛導。
一

死10=ゞ =6】
写祗 一一

OP+770m ~9~li・

OP+770m

盛土
旧耕上

床土

淡灰色粘上

灰色シル ト粘上

淡灰色シル ト粘土

暗灰褐色シル ト
灰掲色シル ト粘土

暗灰褐色細秒粘土

晴灰茶色シル ト粘土

灰茶色砂粘上

茶灰色細砂粘上

一

暗灰色シル ト粘土

灰色シル ト
灰色粗砂土

暗灰色粘上

13 淡灰茶色ンル ト粘土
14 淡灰茶色細砂混じり粘土
15 灰禍色シル ト粘土
16.暗灰茶色細砂瀑じり粘土

17 灰茶色砂混じり粘土
18 灰茶色砂粘上
19,暗灰色シル ト混じり粘上

20 灰青色シル ト混じり粘土
21 灰青色シル ト
22 灰色微砂上
23 灰黄色粗秒土と灰色粗砂上の混合層
24 暗灰黒色シル ト

図72 断面図

-293-



1

ケ

'べ

｀

果ヽ
兄隠
ベ

キ

正三正三三ii〔

(i卜

3

12

6
14

出土遺物実測図 1

-294-

|十 11ill十  111111

、ヽ世|、l
《|

く

優]73



718

く

i;;「

~~~~~―――――一――

|::::::::::::iil〔 :'23

割

0         10

図74 出土遺物実測図2

-295-

20cm



駕 /柁

＼

39

▽ 40

層]75 出土遺物実測図3

-296-

20cm



3

房

言

==再
正 三
項

【 i54

58

60

1

＼`【をそそそ14411,'″  68

｀``Чttt三二!日EIP"""レ  65

Ⅷ Hガ
66

2

69

｀`ヽ`ミミミ亀』|■日日
"""' 70

呻  和

図76 出土遺物実測図4

-297-

砺易影焔珍%物物物オ〒テ=モ〒Fl

ヽ

20cm



ジ K74

::,サ ||#|キ
キIII, 75

旺  76

図77 出土遺物実測図5

-298-



Ⅳ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 特 徴
Ⅲ

手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成 す備考

1 一霊

SKl

底  径  16 突出す る小 さな平底で、中央がわず
かに四む。

外面  ヘ ラ ミガキ を施 す。
内面  磨耗 を受け不 明。

色調  淡褐 灰 色
胎±  0.5～ 3.Omm程 度 の石英

を 多 く含む 。

焼成  良好

2 士更

SK2

口 径  125
最大径  208
器  高  247

体部 よ り屈 曲 し、外傾 す る口縁部 に

至 る。端部 は外傾 す る平 坦 面 となる。

休 部 は中位 に最大径 が あ る卵球形で、

九みの あ る平底 を もつ 。

外面  全体 に 9条 /14641mの ハ ケ を施
す 。

内面  口縁部に9条 /14 0mmの ハケ。
胴部はハケのあとナデ。

色調  淡赤 褐 色
胎土  微 粒 ～ 2 0mm程 度 の石
英・ 長 石 を含 む。

焼成  良 好

3 一霊

SK2

口 径  152 「 くJの 字形近 くに屈 曲 し、外傾 した
後上位 で外反す る口縁部 であ る。端

部は細 くな り、尖 りぎみ に終 わ る。

外 面 口縁部 を7条 /13_Ommの ハケの
あ とヨコナデする。
口縁著卜をヨコナデ し、 月同音Бに
ナデをおこなう。

内 面

色調  淡 白赤 色
胎土  微粒 -1_O mm程度 の角
閃石 を 多 く含 む。

焼成  良 好

甕

SK2

ロ イ垂
最大径

「 く」の字形に屈曲 し、外反す る口絡
部に至 る。端都は細 くな り、九 く終
わる。
体部は中位に最大径があ り、球形に

近い形状 と思われ る。

外 面 口縁部をヨコナデし、胴部に
7条/21 0mmの タタキを上・中
・下の3段に分割して施す。
口縁部をヨコナデし、B同部に
ナデをおこなう。

内 面

色調  淡赤 褐 色
胎土  微粒 の長石 ・角 閃石 を

多 く含 む。

焼成  良 好

5 褻

SK2

口 径  147 「 く」の字 形近 くに屈 曲 し、 内弯 ぎみ
にのび る日縁部 に至 る。端 部 は九 く

終 わ る。

外 面 口縁部をヨコナデし、胴部子ま
6条/15 5mmの タタキを施す。
口縁著Бをヨコナデし、Л同部は
ヘラケズリである。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  微 粒 の角 閃石 を多 く含

b・ 。

焼成  良好

6 甕

SK2

径 「 く」の字形に屈折 し、直線的にのび
る口縁 部に至 る。端都はつ まみ上

`ヂ直立す る平坦面をつ くる。

面

面

外

内

口縁部 をヨコナデする。
口縁音Бをヨヨナデ し、胴部は
ヘラケズ リを施す。

色調  茶 褐 色
胎土  微 粒 の角 閃石 を多 く含

t」・ 。

焼成  良好

鉢

SK2

口 径  263
器 高 126

半球 形 の体都 か ら屈 曲 し、外反 して
のび る口縁部 に至 る。端 部 は外傾 す
る平坦 面 をつ くる。

外面 全面を7条 /10 5mmの ハケのあ
と口縁部 を軽 くヨコナデ、胴
部下半 を中心にヘ ラ ミガキを
施す。

内面  口緑部 を7条 /10 5mmの 本ケの
あ と胴部 をヘ ラナデする。下

半にヘ ラミガキがみ られる。

色調  淡 赤 褐 色
胎上  長 石 ・ 石英・ チ ャー ト
を含む。

焼成  良好

8 底部有子t■器

SK2

径
高
径

日

器

孔

尖 りぎみの丸底か ら内弯 ぎみに開 き、
日縁部 に至 る深 い直 口の鉢 で あ る。
日縁部 は短 くわずか に外反 し、端部
は外傾 す る平垣 面 とな る。

外 面 口縁部 をヨヨナデす る。体部
は下部 をヘ ラケ ズ リし、上部

にハ ケの あ とナデ。

下音卜をユ ビナデ し、上部は 7
条/14 0mmの ハケ。

内 面

調

土
　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐 色

チ ャー ト・ 長石・石英

を含む。

良好

-299-



番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・ 焼成・ 備考

底部肯野L器

SK2

了し  宅騒   0.8 8と 同様 の鉢 の底部 であ ろ う 外面  4条/6 5mmの ハ ケのあとナデ。
内面  底部付近 をナ デ。
上 方 に 5条/6.Ommの ハ ケ を施
す。

色調  褐 灰 色
胎土  微粒 の角 閃 石・ 長 石 ・
石英・ チ ャー トを含む

焼成  良好

小 型鉢

SK2

口 径  120
器  高  65

半球形の体部か ら屈曲 し、内弯 ぎみ

`こ

立つ短かい口縁部
`こ

至 る。 端部は
丸 く尖 りぎみに終わる。

外 面 口縁音Бをヨコナデ し、体音Бに
‐ ラケズ リがみ らオtる 。
日緑部 をヨコナデ し、体部に
ヘ ラ原体による押圧が残る。

内 面

調

生
　

成

色

胎

　

焼

淡褐 色

微粒 の長 石・ くさ り礫

を含む。
良好

刀ヽ 型鉢

SK2

径

径

高

大
国
最

器

「 く」の字 形に屈 曲 した後屈 曲 し、上

方へ 外反 ぎみ に立つ 口縁部 に至 ると

端部 は尖 りぎみに終 わ る。

体 部 は扁球 形 を呈す る。

器 肉は極 め て薄 い。

外面 口縁部をヨコナデすな。
他 は磨 耗 が著 し く不 明 である。

調

土
　

成

色

胎

　

焼

赤褐 色

10～ 4.Omm程度 の花 蘭
岩 を 多 く含 む 。

良好

甕

SK3

口 径  134 「 く」の字形近 くに屈 曲 し、外反す る
日縁部 に至 る。端部 は丸 くつ まん で

終 わ る。

外面  口縁部 に 6条 /8_Ommのハ ケの
あ とココナデ し、胴部 は6条 /
8_Ommの 八 ケ を施 す。

内面  口縁部 を 6条/8 0mmの ハ ケの
あとヨヨナデし、胴部はヘラ
ナデをおこなう。

調

生
　

成

色

胎
　

焼

淡赤褐 色

長石 ・チ ャー ト.・ 石 英

を含む。

良好

甕 ?

SK3

口 径  12.4 「 く」の字形近 くに屈 曲 し、外反 ぎみ
に のび る口縁部 に至 る。端部 は わず

かに平坦 とな る。

外面  百縁部 を6条 /8 5mmの ハケのあ
とヨコナデ し、胴部に膨V8_5
mmのハケを施す。

内面  口縁部 をハケのあ とヨヨナデ
し、胴部はヘ ラナデを施す。

調

生

　

成

色

胎

　

焼

茶褐 色

微粒 のチ ャー ト・ 長石

を含む。

良好

甕

SK3

径 外反す る日縁部 のみ遺存 。端部 は鋭

くつ まみ上 げ 、直立 す る平坦 面 とな

る。

外面  口縁都 を ヨコナデす る。
内面  口縁部 を ヨコナ デ し、胴部 は
ヘラケズリする。

色調  淡茶褐 色
胎土  微粒 ～ l mm程度 の角 閃
石 を含む。

焼成  良好

甕

SK3

口 径  150 にく」の字形に鋭 く屈折 し、外反 ぎみ
にのびる口緑部に至 る。端部は強 く
つまみ上げ、直立する四面 となる。

外面  口緑部 を ヨコナデす る。
内面  口縁部 を ヨヨナ デ し、胴都 は
ヘラケズリする。

色調  茶 褐 色
胎上  微粒 の角 閃石 を含 む。
焼成  良好

奏

SK3

径 外反 した後上位 で内弯 ぎみ とな る日

縁部 のみ遺 存。端部 は上 方へ丸 くつ

まみ上 げ ぎみに終 わ る。 含EIヨコナデと思われる。
詞

土
　

成

色

胎

　

焼

茶 褐 色

微粒 の角 閃石 を 多 く含

tF。

良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(mm) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・ 胎土・焼成・備考

17 甕

SK4

口 径  165 「 く」の字形 に屈 曲 し、直線的 にの び
る 口縁部 のみ遺 存。端部 は上 方へつ

まみ 、直立 す る凹面 とな る。

外面  口縁部 をココナデす る。
内面  口縁部のハケのあ とヨコナデ
し胴部はヘ ラケズ リである。

色調 淡茶褐色
胎土 微粒の角閃石 を多く含

む 。

焼成  良好

蜜

SK6

径 体部 よ り外折 ぎみ に届 IjTす る口縁部

のみ遺存 。端部 は外傾 す る面 とな る。

外面 口縁部をヨヨナデす%。
内面 口縁部をヨコナデし、 】同部は
ヘラケズリである。

調

土

成

色

胎

焼

茶褐 色

微粒 の角閃石 を含む。

良好

19

SK7

底  径  24 中央がわずかに凹む上げ底状の底部
である。

底面に木葉痕がみ られる。

外面 ヘ ラ ミガキあるいはナデ と思
われる。

内面 ヘ ラ原体による押圧がみ られ
る。

色調  赤褐 色
胎 土  微粒 の長石 iく さ り礫
を含む。

焼成 良好

SEl下 層

径
径
径
高

大
口
最
底
器

体 部 よ り外傾 した後 、外反 ぎみ とな

る 口縁部 に至 る。端部 は上方へ わず

かにつ まみ、外傾する平坦面 となる。

体部は中位に最大径がある扁平な球

形で、突出す る平底 を有する。

外面  日縁部 をヨコナデ し、底部近
くにタタキのあ と全体にヘ ラ

ミガキを施す。
内面  口縁部はヘ ラナデのあ とヘ ラ
ミガキし、端部近 くをヨヨナ

デす る。胴部は丁事なヘ ラナ

デ と思われる。

色詞  淡赤褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0mm程度 の角
閃石 を多 く含 む。

焼成  良好
外面 に煤 が付着す る。

一霊

S El上層

口 径  167 体部 よ り九 く屈 曲 し、外反す る日縁
部 に至 る。端部 は上下 にわすか に月巴

厚 し、直立す る凹面 とな る。 体部 は

球 形に 近 い と考 えられ る。

外面  全面 にヘ ラ ミガキを施 す 。
内面  口縁部 をヘ ラ ミガキ し、胴 部
はハ ケを施 す。

色調  淡責 白色
胎上  チ ャー ト・ 石 英 を多 く
含む。

焼成  良好

小 型壷

S El上層

口 径  87
最大径  103
底  径  24
器  高 106

体 部 よ り丸 く届 曲 し、外反す る口縁

部 に至 る。端部 は丸 く終 わ る。体部

はやや 上位 に最 大径が あ り、肩 の張

る球形で、わずかに平坦面 を残す底
部 を有す る。

外面  口縁部 はハ ケのあ とヘ ラ ミガ
キ、胴部 は部分 的にヘ ラ ミガ

キが残 る。

内面  口縁都 、胴部 とも ヘ ラ ミガ キ
を施す。

調

土

　

成

色

胎

　

焼

淡褐灰 色

微粒 の角 閃石 ・長石

石英 を含む。

良好

甕 ?

SEl上 層

口  ぞと 184 九 く屈 曲 して外反 ぎみ にのび る口縁
部 のみ遺 存 。端 部 は細 くな り、尖 り

ぎみ に終 わ る。

外面

内面

口縁部をヨコナデする。
調

土

色

胎
赤褐 色

微粒 の角 閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好

甕

SEl上 層

口 径  153 「 く」の字形 に丸 く屈 曲 し、直線的 に
の び る 国縁部 に至 る。端部 は九 く終

わる。体部は下位に最大径があると

思われた。

外 面 口縁著Бをヨコナデ し、胴著Бは

5条 /14.Oh mの タタキの あ と、
4条/6 0mmの ハ ケ を施す 。
口縁音Ьをココナ デ し、 くび れ
部近 くにユ ビナデの あ と全体

にヘ ラナデ を施 す。

内 面

色調  淡褐灰色
胎土  チ ャー ト・ 石 英・長石

を含む。

焼成  良好
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番
号
器   種
出土位置

法 量 (Cn) 形 態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調 胎土・焼成・備考

甕

S El上層

ぞと  14 0 「 く」の字形近 くに屈曲 し、外反する
口縁部に至 る。端部は細 くなって終
わる。

外 面 口縁都 をヨコナデ し、胴部に
4条/11 0mmの タタキを右上が
りのあと左上が りに施す。
口縁部 を4条 /11 0mmの ハケの
あ とヨコナデ し、胴部は^ヽラ
ケズリである。

内 面

色調  淡灰褐 色
胎 土  微粒 の長石 を含む。
焼 成  良好

甕

S El上層

口 径  162 「 く」の字形 に屈 曲 し、わずか に内弯
しての び る 口縁部 に至 る。端部 は上

方へ つ まみ 、外傾 す る平坦 面 となる。

体部 は上位 で強 く張 る と思 われ る。

外面  口縁音Ьは ヨコナデ し、 月同部に
6条 /14 5mmの タタキのあ と10
条/15 5mmの ハケを施す。

内面  口縁部は ヨヨうトデ し、 丹同部は
ヘ ラケズリである。

色調  茶褐 色
胎土  微粒 ～ 1 0 mmmm程 度の
角 閃石 を含む。

焼成  良好

甕

S El上層

口 径  155 「 く」の字形 に屈 曲 し、外反 ぎみ にの
び る 口縁部 に至 る。端部 はつ まみ上

げ 、外傾 す る凹面 とな る。

外面  口縁苫Бを ヨコナデ し、 月同著ЬIこ
5条 /14 5mTの 左上 りの タ タキ
のあと、わずかに4条 /4 5mmの
ハケがみられる。

内面 口縁都をヨコナデし、】同部は
ヘラケズリである。

色調  淡灰褐 色
胎土  微粒 の長石 を含む。
焼 成  良好

菱

SEl上 層

ぞと  13 6 「 く」の字 形 に屈 曲 して外反 し、上位
で内弯 ぎみ とな る日縁部 とな る。端

部 は上 方へ 丸 くつ まむ。

外面  口縁音卜を ヨコうトデ し、月同部 に
6条 /13 5mmの 左上 りの タタキ
の あ と、わずか に 5条 /4 5mm
のハケがみられる。

内面 口縁都をヨヨナデし、 月Π部は
ヘラケズリである。

色調  淡褐 色
胎 土  微粒 の角閃石 を含 む。
焼成  良好

蓑

S El上層

口 径  145 「 くコの字 形 に屈折 し、外反す る口縁
部 に至 る。端 部 は上 方へつ まみ 、外

傾 す る平坦 面 とな る。

外面  胴部 に 6条 /13 5mmの タタキ を
施す。

内面  口縁部 はハ ケの あ とヨコナデ
し、胴部をヘラケズリする。

色調  赤褐 色
胎 土  石英・長 石・雲母 を含

む 。

焼 成  良好

甕

S El上層

口 径  16_0 「 く」の字形 に鋭 く屈折 し、直線的 に
のび る 口縁 部 のみ遺存。端部 はつ ま

み上 げ る。

外面  口縁部 をヨコナ デ し、胴部 に
4条 /6 5mmの タタキ。

内面  口縁都をヨコナデし、丹同音Бは
ヘラケズリである。

色調  淡褐 色
胎土  石葵 を多 く含む。
焼成  良好

甕

SEl上層

口 径  168 「 く」の字 形 に鋭 く屈折 し、外反す る
日縁部 のみ遺存。端部 はつ まみ ぎみ

とな り、外傾 す る平坦面 とな る。

外面  胴部は タタキを施す。
内面 磨耗 を受け不明。

色調  淡褐 色
胎 土  角 閃石  石英・ くさ り
礫 を含む。

焼成  良 好

甕

S El上層

最大径

底  径
上位に最大径 をもつ倒卵型を呈す る

休部で、口縁部 を欠損する。底部は

わずかに平坦面 を残す。

外面  6条 /19 5mmの タタキの あ と底
部 を中心に散状 に 10条 /100
mmのハケを施す。

内面 ヘ ラナデを施す。

詞
生
成

色
胎
焼

淡褐灰色

石英 を含む。

良好
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番

味
器  種
出土位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 後 色調・胎上・ 焼成・備考

一霊

SEl上 層

底  径  5.4 突 出す る平 底 で、中央部 が わずか に
四 む。

為面 ヘ ラ原体による押圧がみられ、
そのあ と全体にヘ ラ ミ〃キす

ると思われ る。

内面 ヘ ラナデを施す。

色調  淡褐色
胎土  石美 ・チ ャー トを含む。
焼成  良好

一霊

S El上層

底  径  5.0 突 出す る平 底 で、中央部 が わずか に
凹む。

外 面 4条/1ユ .Ommの タタキのあ と部
分的に8条/11.5mmの ハケを施
し、全体にヘ ラ ミガキを施す。

8条/11.5mmの ハケを

“

す。内 面

調

土

成

色

胎

焼

淡褐 灰色

角 閃石 ・雲 母 を含む。

良好

一霊

SEl上 層

底  径  54 ドーナツ状の底部である。 面

面

舛

内

ヘラ ミガキを施す。
ヘラナデを施す。

色調  淡褐 色
胎上  チ ャー ト・ 長石・石美
を含む。

焼成 良好

一霊

SEl上層

底  径  5_0 突 出す る平 底 を もつ。 外 面 5条 /15 5ulnの タタキのあ と 8
条/6 0mmの ハケを施 し、その
のちヘ ラ ミガキす る。
ヘ ラナデ を施す。内 面

色調  暗茶褐 色
胎土  長石・ 石英 を含 む。
焼成  良好
外面 に燦 付着が著 しい。

〓霊

SEl上層

底  径  44 突出す る平 底 で 、木葉痕 がみ られる。 外面 7条/13.Ommの ハケのあ とヘ ラ
ミガキを施す。

内面 底部近 くにヘ ラ原体による押
圧が残 る。

色調  淡 白褐 色
胎主  0.5～ 1 5EIm程 度 の チ ャ
ー トを多 く含む。

焼成  良好

壺

S El上層

底  径  36 平底 の底部 であ る。
禽署 }全
体に磨耗を受け不明。

色詞  赤褐色
胎土  角 閃石・ 石 英 ・長石
くさり礫 を含む。

焼成  良好

士霊

S El上層

尖 り底 の底部 で あ る。 外面 9条/10_Ommの ハケのあ と、底
部近 くをヘ ラ原体によつて押

圧する。

内面 ヘラナデのあとヘ ラ ミガキを
施す。

色調  淡茶褐 色
胎土  チ ャー ト・ 石 英 を含む
焼成  良好
外面 に煤 が付着す る。

一霊

S El上層

底  径  35 中央 が 凹む上 げ底状 の底部 であ る。 外面 ヘ ラケズリのあ とヘ ラ ミガキ
を施す。

内面 ヘ ラ ミガキを施す。

色調  淡褐 色
胎土  石英 を多 く含む。
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・ 胎土・ 焼成・備考

と更

S El上層

底  径  20 中央が凹む、小さな上げ底状の底部
である。

外面  底部近 くはヘ ラケ ズ リし、胴
部 にヘ ラ ミガキがみ られ る。

内面  ヘ ラナデのあ とヘ ラ ミガキ と
思 われ る。

調
生
　
成

色
胎
　
焼

淡褐 色

微粒 の角 閃石 、婁母

石英 を含む。

良好

底鋪 L器

S El上層

子し  ぞζ   l.4 尖 りぎみ の底部 で、中央 に孔 を もつ。

禽召 }全
体 に磨 耗 を受 け不 明。

色調  赤褐 色
胎土  石 英・チ ャー トを含 む。
焼成  良 好

鉢

SEl上層

口 径  23_0 体部 よ り屈 曲 し、直線 的 にのび る口
縁部 に至 る。端部 は細 く尖 る。

外面  口縁部 1体部 をヘ ラ ミガ キす
る。

内面  口縁部 をヘ ラ ミガキす る。

色調  淡褐色
胎土  チ ャー ト・石英 を含む。
焼成  良好

/Jヽ型鉢

S El上層

口 径  118
底  径  32
器 高  75

内弯 ぎみに 回縁部 まで続 く直 口の鉢 。

端部 は丸 く終 わ る。底部 は突 出す る

平底 で 、中央が若千 凹ん でいる。

面

面

外

内

4条/15.Onmの タタキを施す 。
底音隅

`こ

‐ ラ原 f本に よるす甲圧 が

み られ 、全体 にヘ ラナ デ。

色調  淡 褐 灰 色
胎土  角 閃石・ 石英・ 長石 を
含 む。

焼成  良 好

小型鉢

S El上層

径
径
高

口
底
器

椀形を呈す る直口の鉢 で、端部は細

くな り、外側へ尖 りぎみに終わる。

底部は ドーナツ状である。

外面  口縁部 を ヨコナデ し、体部 に
タタ キのあ と6条 /12.Ommの ハ

ケ を施す。

内面  口縁部 をヨコナデす る。体 部
は底部近 くにヘ ラ原体 に よる

押圧が み られ、全体 にヘ ラナ

デ 。

色調  淡褐 色
胎土  微 社 の角 閃石 を含む。
焼成  良 好

小型鉢

S El上層

径
径
高

口
底
器

椀形 を呈す る体部か らわずかに屈曲

し、短かい口縁部に至 る。端都は外

傾す る面 となる。

底部は高台状である。

外 面 口緑音卜を ヨコナデ し、体部 は
ヘ ラ ミガキ。底部 はナデ。
口緑部 をヨヨナデ し、体部 は
ヘラミガキ。底都はナデ。

内 面

色調  淡茶 褐 色
胎土  チ ャー ト・ 角閃石・ 石
英 を含む。

焼成  良 好

甕 ?

S EI上層

底  径  60 甕 の脚 台であ ろ う 面

面

外

内
指庄痕力fみ られる。

胴部にナデ と思われる。

色調  赤 禍 色
胎土  石 英・ チ ャー トを含む
娩成  良 好

48 小型高杯

S El上層

口 径  m6
裾  径  80
器  高  90

半球 形 の杯 部 で、端部 は内に若千 肥

厚 し、外傾 す る面 をつ くる。 脚部 は

内弯 ぎみ に開 き、端部 は丸 く終 わ る

裾部上位 4方に円孔 を穿つ。

外 面 林部、脚部ともに7条 /ユ 1 0mm
のハケのあとヘラミガキ。
杯部にヘラミガキ。脚部にへ

ラナデのあとナデ。
内 面

色調  淡灰褐 色
胎 i 微 粒 の角 閃石・雲母 を
含 む。

焼成  良 好
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番

号
器  種
出土位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

小型高杯

S El上層

口 径  106 深 い半球 形 の杯部 のみ遺存。端部 は
九 く終 わ る。 脅辱|ヘラミガキ

色調  淡赤褐 色
胎上  微粒の長石・ 石 英 を含

む 。

焼成  良好

高 杯

S El上層

朝吾  ぞL  10 0 丈高の脚部 で、端部 は平坦 面 となる。
上位 4方 に円了しを穿つ。

外面 ヘ ラ ミガキす る。
内面 7条 /10 0mmの ハケのあ と軽 く
ナデ。

色調  淡灰褐 色
胎土  微粒 の角閃石 を含む。
焼成  良好

高 杯

S El上層

平坦 な杯 底部 か ら屈折 し、外反す る

口縁部 をわずか に残す。脚 は大 き く

開 くもの と思 われ る。

外 面 杯部にヘ ラ ミガキ。口縁部に

5条 /4_5mmの ハケがみ られる。
柱状部はヘ ラケズ リのあ とわ

ずかにハケがみ られる。
係著bを ´ヽ ラ ミガキし、脚部

`よ^ヽラ原体による押圧が残 る。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  微粒 の角 閃石 を含 む。
焼成  良好

一空

S E2上層

口 径  137 体 部 よ り屈 曲 し、直立 した後 外反す
る日縁部 に至 る。端都 は丸 く終 わる。

画

面

外

内
全体 にヘ ラ ミガキする。
口縁部 を‐ ラ ミガキし、 丹同著る
はヘ ラナデす る。

詞

上
　

成

色

胎

　

焼

淡褐色

長石・チャー ト・ 石英

を含む。

良好

甕

S E2上層

径 15 6 「 く」の字形 に丸 く屈 曲す る口縁部 で、
端部 は丸 く終 わ る。 衡唇}口縁部をヨコナデする。

色調 淡褐色
胎土  微粒の角閃石 を多 く含

tす 。

焼成  良好

甕

S E2上層

径 丸 く屈 曲 し、外反す る口縁部 で 、端

部は細 く尖 りぎみに終 わ る。

面

面

外

内

口縁部 をヨコナデする。
口縁部 をヨコナデ し、丹同都ιよ
ヘ ラナデす る。

調

生

　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐 色

角閃石・ チ ャー ト・ 花

簡岩 を含 む。

良好

甕

S E2上層

径
径
径
高

大
口
最
底
器

「 く」の字 形近 くに屈曲 し、平 た く外

反す る口縁 部 に至 る。端 部は丸 い。

体 部 は 中位 に最大径が あ り、卯球 形

を呈 し、 ドーナ ツ状 の底部 を有す る。

外 面 口縁音卜をヨコナデ し、月同部に

4条/18.5mmの アタキを施す。
口縁苦Бを― ラリ・ デしつあとヨコ

ナデ。胴部 、ヘ ラナデを施す。
底部近 くにヘ ラ原体による押
圧がみ られ る。

内 面

色調  淡赤褐 色
胎±  1_0～ 20口m程度 の石 英
を含む。

焼成  良好

簑

S E2上層

径
径
径
高

大
口
最
底
器

「 く」の字形近 くに屈曲 し、内弯 ぎみ

`こ

のびる口緑部に至 る。端部
`ま

細 く
な り、尖 りぎみに終わる。体部は球
形を呈 し、底部はわずかな平垣面 を
残す。

外面  口縁都 を ヨコナデす る。胴部
は 6条/15 0mmの 左上 が りの タ
タキの あ と6条 /15 0mmの ハ ケ
を散状に軽く施す。

内面 口縁部を8条 /13 5mmの ′ヽケの
あとヨヨナデ。くびれ部をヨ
コナデし、胴部にヘラケズリ
を施す。

色調  灰褐 色
胎土  微粒の雲母′・角 閃石 を
多 く含む。

焼成  良好
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番

号 種
健土
器
出

法 量 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色調・胎上。焼成・備考

甕

S E2上層

口 径  17.2 「 く」の字形 に九 く屈 曲 し、内弯 ぎみ
にのび る口緑部 に至 る。端部 は細 く

な り、上 方へ尖 りぎみに終 わ る。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部は

5条 /13 5mmの タタキを施す。
口縁部 をヨヨナデ し、胴部は
ヘラケズ リする。

内 面

調
土
成

色
胎
焼

淡赤褐色

微粒 の長石 を多 く含む。

良好

蓑

S E2上層

口 径  17_0 「 く」の字形に屈曲 し、外反する口縁
部である。端部は外傾する平坦面 と

なる。 待晉}口縁部をヨコナデする。
調
土
成

色
胎
焼

淡褐 色

微粒 の長石 を多 く含 む。

良好

簑

S E2上層

口 径  162 「 く」の字 形 に鋭 く屈折 し、直線 的に
のび る口縁部 に至 る。端部 は上方ヘ

つ まみ 、外傾 す る平坦面 となる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部に

6条 /15.5mmの タタキを施す。
口縁音Бをヨヨナデ し、胴部 を
ヘ ラケズ リす る。

内 面

調

生
　

成

色

胎

　

娩

茶褐色

微粒 の角 閃石・ 雲母 を

多 く含む。

良好

甕

SE2上 層

口 径  15.2 にく」の字形に丸 く屈曲 し、内弯 ぎみ
にのびる口縁部である。端部は細 く

な り、上方へ尖 りぎみに終わる。器

肉は極めて薄い。

外 面 口緑部をヨコナデし、月同部に
9条 /30_Omこのタタキを施す。
口縁部を4条/9 5mmのハケの
あとヨコナデする。くびれ部
はヨヨナデする。胴部はヘラ
ケズリである。

内 面

色調  灰褐 色
胎土  微 粒 の角関石 を多 く含

tす 。

焼成  良好

甕

S E2上層

口 径  16_3 体部より鋭く届折し、外反する口縁
部になる。端部はつまみ上げる。

外 面 口縁部 をコヨナデ し、】同部は

3条 /6 0mmの タタキを施す。
口縁部 を 3条 /8.Onnの ハケの
み とヨコナデ。月同部 1まヘ ラケ

ズ リす る。

内 面

色調  淡褐 色
胎土  石 英 を多 く含 む。
焼成  良好

小型褒

S E2上層

口 径  9,1 深 い椀 形 の体部か ら「 く」の字形に屈
曲 し、直線 的にのび る口縁部 に至 る .

端部 は九 く終 わ る。

外 面 口縁部をヨヨナデし、胴部は
5条/14.Onmの タタキを施す。
口縁部をヨコナデし、胴部は
ナデである。

内 面

調

主

成

色

胎

焼

淡褐灰色

角 問石・ 長石 を含 む。

良好

重

S E2上層

底  径  5.2 ドーナツ状の底部である。 面

面

外

内
タタキのあ とナデ。

磨耗 を受け不明。

色調  淡灰褐 色
胎±  1 0mm程 度の石英 を多 く
含む。

焼成  良好

士霊

S E2上層

底  径  35 突出する平底で、中央がわずかに凹
む 。

面

面

外

内

ヘ ラ ミガキを施す。

磨耗 を受け不明。

調
土
　
成

色
胎
　
焼

褐 色

角 閃石・ 長石・ 雲母 を

含 む。

良好
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番

号
器   種
出上位置

法 量 (Cm) 形
態 の 特 徴 手 法 特 徴 色調・胎土・焼成・備考

嚢

SE2上 層

底  径  3.4 突 出 した平 底 であ る。 面

面

外

内
タタキを施す。
ナデ と思われる。

色調  褐 色
胎 土  石英・ チ ャー ト・ 角閃
石・雲母 を含 む。

焼成  良好

甕

SE2上 層

底  径  55 平底 の底部 で ある。 外面 ヘ ラ ミガキを施す。
内面  4条 /4_5mmの ハケのあ とナデ

色調  褐 色
胎土  角閃石 .雲母・ 石英 を
含む。

焼成  良好

甕

SE2上 層

底  径  4_2 ドーナツ状の底部である。 面

面

外

内

4条/14.Ommの アタキを施す。
ヘ ラナデ と思われる。

色調  外面  淡褐 色
内面  灰褐 色

胎土  雲母・ 石 英  長石 を含
む 。

焼成  良好

甕

S E2上層

底  径  5,1 ドー ナ ツ状 の底部 であ る。 外面  タタキを施す。
内面 ヘ ラ原体による押圧がみ られ
る。

調

生
成

色

胎

焼

淡褐 色

角閃石 を含む 。

良好

甕

SE2上 層

底  径  35 平底 の底部 と思 われ る。 画

面

外

内

5条/10_5mmの タタキを施す。
ヘ ラナデ と思われる。

色調  茶褐 色
胎土  雲母・ 角 閃石・ 花 商岩
を含む。

焼成 良好

甕 ?

S E2上層

底  径  35 平底の底部 である。 外面  底部 を5条 /ユ 5.Ommの タタキで
ある。

内面 ヘ ラケズ リと思われる。

調

生

　

成

色

胎

　

焼

淡赤褐 色

石英・ 長石・ チ ャー ト

くさり礫 を含む。

良好

甕 ?

S E2上層

底  径  3_0 平底の底部 であ る。 外面  底部 を5条/15 0mmの タタキで
ある。

内面  ヘ ラケズ リと思われる。

詞

生

　

成

色

胎

　

焼

赤褐 色

石英・ 長石・ 手 ャー ト

くさり嘆 を含む。

良好

鉢 ?

S E2上層

径 体部 よ り屈 曲 し、外反す る口縁部 に

至 る。端部 は丸 く終 わ る。 告晉|口縁部をヨヨナデする。
色詞  暗灰 色
胎土  石 英・ 長石 を含む。
焼成  良好
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番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色詞・胎土・焼成・ 備考

高 杯

SE2上 層

口 径  22.9 杯底部 よ り屈 曲 し、外面に稜 をつ く
り、内弯 ぎみに長 くのび る口縁部 に

至 る。細部 は細 くな り、尖 りぎみに

終 わ る。

外面

内面

ヘラミガキを施す。
色調  淡赤褐 色
胎土  チ ャー ト・ 石 英 を含む
焼成  良好

高 杯

SE2上 層

中空でやや外開 きの柱状部である。

告晉 1全
体 に磨耗 を受 け不 明。

色調  淡赤褐 色
胎土  角 閃石 を多 く含 む。
焼成  良好

高 杯

S E2上層

中実でやや外開 きの柱状部である。
屈曲部 3方に円孔 を穿つ。

外 面 柱状部 をヘ ラケ ズ リ。杯部 、

脚部 にヘ ラ ミガ キがみ られ る。

杯 底 にヘ ラ ミガ キがみ られ る。内 面

色調  淡赤褐 色
胎土  チ ャー ト・ 長石・ 石 英
を含む。

焼成  良好

高杯

S E2上層

中実で筒状の柱状部である。 外面 柱状部にヘラミガキを施す。 色調  淡褐色
胎土 微粒の角閃石 を多く含

む 。

焼成  良好

三

SDl

底  径  5.2 尖 出 した平底 で中央 は若千 四む。 面

面

外

内

わずかとこタタキカfみ られる。
磨耗を受け不明。

調
生
　
成

色
胎
　
焼

淡 白褐 色

石 英 。長石・ くさ り礫

を含む。
良好

-308-



第 9節 第 10次調査

I 調査の概要
調査地は八尾市光町 2丁 目に所在し、第 8次調査地の南方約10mに 位置する。調査地内に23

m× 27mの調査区を設定した。調査期間は昭和57年 2月 1日 から3月 12日 まで、調査面積は621

m2である。

調査方法は、現地表(OP+8.8m)か ら盛上、旧耕土、床土までを機械掘削し、以下は人力

によって掘削作業を実施した。しかし、調査区南側で古墳時代前期の遺構を検出した他は、ほ

とんどが弥生式上器を含む自然河川であったため、平面的には南側の一部を調査するにとどま

った。なお、最終的に自然河川の流路等を確認する目的で、南北方向に 3本、東西方向に 1本

の トレンチを設定し調査するに至った。

図78 調査地設定図

第 5次調査地
第3次調査地

第10次調査地
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H 層序

盛±90Cmを 除去すると第 1層 旧耕上、第 2層床上、第3層灰色粘土、第4層暗灰褐色シル ト

粘土、第 5層淡灰青色シルト、第 6層灰色粘土が1調査区南恨1での基本層序である。このうち第

3層が中世の水田址、第 5層上面が古墳時代前期の生活面である。

一方、北側の自然河川は上層では植物遺体を多く含み、漸移的な堆積を示すため古墳時代前

期には河川とtンての機能を停止し、沼沢地状になったものと考えられる。また、第 3調査地・

第4調査地でも同様の堆積状況を認めていることから、沼沢地の南への拡がりが明らかになっ

たわけである。その後さらに堆積が進み、中世には他の調査地同様、水田として土地利用がな

されていた。また、第5調査地で北側の肩部のみを認めたS D10は 、この自然河川の北岸であ

ると推定される。

Ⅲ 自然河川 および出土遺物

調査区の南側を除き、ほぼ全体にわたって自然河川が認められた。南岸は調査区の南側で確

認したが、北岸は調査区外に至る。検出幅約18m。 最深 1.8mを 測る。流路は北西方向である。

南岸はOP+7.6m前 後を測り、なだらかに傾斜して lmほ ど落ち込む。その後約10mは ほぼ

平坦で、河川中央部へ角度を持って再び落ち込む。最深部のレベルはOP+5.75mを 測る。

内部には第 1層暗茶灰色砂粘土、第 2層暗灰色粘土、第 3層灰褐色粘土、第4層灰色粘上、

第 5層暗灰色粘土、第6層淡灰色粘土、第 7層灰色粘上がほぼ水平に堆積し、以下には灰黒色

粘土、淡灰色砂まじり粘上、暗灰黒色粘上、灰白色細砂上、暗灰褐色粘土等が入り組み、複雑

な堆積状況を示している。このうち第4層 。第5層 。第 7層 には何層もの植物遺体が含まれて

いる。

・下位に堆積する灰白色細砂土から、畿内第Ⅲ様式の

壺 (1)と 木製品(図 79)が出上した他、第7層灰色粘土

からは畿内第Ⅳ様式末～V様式初頭の三(2)が出上し

た。また、第2層 暗灰色粘土層からはV様式タイプの

甕 (3)、 庄内式甕(4・ 6)や小型鉢(7)、 小型九底壺

(5・ 7・ 8)等が出上した。

木製品は長さ約26cn・ 最大幅 5,6 Cm。 最小幅 2.O cm、

厚さ l Cmを 測る用途不明の板材である。両面を粗 く加

工し、幅が広 くなる方へ行くほど薄くなっている。図79 自然河川出土木製品
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図80 平面図

Bト レンチ西壁S

-1暗茶灰色砂粘上層
暗灰色粘上  ~
灰禍色粘上

１

２

３

４

５

０

７

灰色猫上(植物遺体を含む)

撮各鼻こ魂場者黒穐1層 1鳥 :ぞ民昌露三じり粘土
0_16_

鶉 f
囀 q灰色粘土まじり砂土

暗灰禍色粘土
灰色礫砂上
灰色細砂土
灰白色細砂上

黒灰色粘土

暗茶灰福色シル ト粘土

灰色粘土

暗灰色砂まじり粘土

16

17

18

19

図81 自然河川断面図

-311-



Ⅳ 古墳時代の前期の遺構・遣物
SKl

調査区の南壁ぎわで検出した。検出部の長径 1.3m。 短径 o.6m。 深さ10Cmを 測 り、楕円形

に近い形状を呈する。埋土は暗茶灰色シルトである。

埋土内より、庄内式甕の細片をわずかに出上した程度である。

SDl

SKlの 東側で検出した。幅 lm・ 深さ30cmを 測る濤で、沼沢地に流れ込んでいる。内部に

は上方から暗灰褐色シル ト粘土、暗灰色粘土の 2層が推積する。

SD2

SDlの 東側に位置する。幅90cm・ 深さ20Cmを 測る。 SDl同 様に沼沢地に流れ込む。

V 中世の遺構・遺物

第 3層の水田面に掘 り込まれた 5条の濤を検出した。すべて南北に延びるもので、幅20～ 100

cn・ 深さ5 Cmを 浪1る 。内部には灰色粘土が堆積する。これらは水田耕作に伴なうものと考えら

れる。

これらの濤の内部から、瓦器・羽釜等の遺物が細片でわずかに出上した。
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Ⅵ 出土遺物観察表
番

号
器  種
出上位置

法 量(Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 一霊

自然河川下層

最大径  365 胴部 のみ の破 片。 な だ らか に下 が る
肩部 を有す る。最 大径 はか な り下 位

にあ る。

密 な簾状文 を数帯施 し、 中位 には半

我 竹管 と考 え られ る工具 で斜格子文

を施す 。 また 、簾状文 ・斜格子文 間
には円形 浮文 を貼 りつ け る。

外面 簾状文間に光沢を持つヘ ラ
ガキ。

内面 粗い縦方向のハケ を施す。

色調  暗茶褐色
胎土  角閃石 ''雲母等の細粒
を含む。

焼成  良好

壷

自然河川下層

口 径  142
最大径 23,9
底  径  75
ぞ畢  干寺  30_9

交高 の器体 か ら直立 ぎみ の短 い 頸都

に続 き、外上方へ 丸 く屈 曲す る口縁

部 に至 る。 口縁端 部 は 内傾 す る面 を

つ くり、つ まメ赤上
`デ

る。
口縁端面には、 3～ 4条の退化凹線
がみ られる。口縁部 4方に小孔(径約
0 5cm)を 1穿つ。

外面  口縁部 ヨコナデ。体 部上半左
上 が り横 タタキの後粗 い縦方

向のハ ケ。体部下半 は縦方 向
の細か いハ ケ。

内面  口縁部 ヨコナデ。体 部粗 い縦
方向のハケ。接合部 には指頭

庄痕カラタら″tる 。

色調  灰 褐色
胎上  石 英・雲母 を多 く含むて
焼成  やや 軟質
外面 に は煤が 多量 に付 着す る .

甕

自然河川」目

口 径  149 肩の張 る体部か ら屈 曲 し、外反す る
口縁部 に至 る。端 音6は尖 りぎみ とな
り、直立す る面 をつ くる。

外 面 口縁部 をヨコナデ し、胴部 1き
4条/11 5mmの タタキを施す。
口縁音bを ヨコナデ し、月同音bは
ヘラナデである。

内 面

色調  淡茶褐 色
胎土  雲母 ・ 長石  花 商岩 を
含 む。

焼成  良 好

4 甕

自然河川」召

口 径  195 「 く」の 字 形 に屈 曲 し、直 線 的 に の
び る口縁部 に至 る。端 音Ыよ上方へつ

まみ ぎみに丸 く終 わ る。 大 きさに比

し、器 肉は薄め であ る。

外面  口縁音隅をココナデ し、胴部は
左上が りで 4条/5 5mmのブ タ
キを施す。

内面 磨耗 を受け不明。

詞
生
　
成

色
胎
　
焼

淡褐 色

角 門石  長石 ・石英 を
含 む。

良好

5 小型丸底壺

自然河川」署

径
径
高
大
口
最
器

扁 球 形 の体 部 か ら「 く」の 宇 形近 くに

屈 曲 し、内弯 ぎみ にの び る口縁部 に

至 る。端 音脱よ丸 く終 わ る。 底 部 は尖

りぎみの九底 であ る。

外面  体 部 はヘ ラケ ズ リのあ とヘ ラ
ミガキ と思 われ る。

内面  磨 耗 を受 け不 明。

色調  淡赤褐 色
胎上  くさ り磯 ・長石 ・石 英
を含む。

焼成  良好

6 蓑

自然河川」唇

口 径  147
最大径  198

「 く」の字形 に九 く屈 曲 し、外反 ぎみ

にの び る口縁部 に至 る。端 部 はつ ま
み上 げ 、外傾 す る平坦 面 をつ くる。

体をЫよ最大径 が 中位 にあ り、球 形 を

呈す る と思 われ る。

外 面 口縁部 をヨコナデし、胴部は

極細のハケと思われる。
口縁者匹をココリーデ し、 月同部は
ヘ ラケズ リである。下位には

指頭圧痕がみ られる。

内 面

色調  淡褐色
胎土  微 粒 ～ 0 5mm程 度の角

閃石 を多 く含 む。

焼成  良 好

7 小型丸底壷

自然河川」冒

口 径  m7
最大径  98

体部か ら屈 曲 し、内弯 ぎみにのび る
口縁部 に至 る。端 著Ыよ細 く、尖 りぎ

み に終 わ る。体 菩Ыよ扁平 な球 形 であ

ろ う。

外面  口縁部 、体部 ともにヘ ラ ミガ
キする。

内面  口縁部 をヘ ラ ミガキし、体音Б
はナデ と思われる。

色調  淡褐灰 色。
胎土  チ ャー ト 石 英・長石
を含む。

焼成  良好

8 小型丸底衰

自然河川」習

径
径
高
大
口
最
器

「 く」の字形 に届曲 し、内弯 ぎみ に の

び る口縁部 に至 る。端 部 は細 く、尖

りぎみに終わる。体部は扁平な球形
を呈する。

外 面 口縁部 をヘ ラ ミガキの あ と暗

文状ヘ ラ ミガキ を施 す。
口縁部 を‐ ラミガキし、体部
はヘ ラケズリのあ とヘ ラ ミガ

キを施す。

内 面

調
上
成

色
胎
焼

淡褐色

くさ り礫 を含む。
良好

9 イヾ型鉢

自然河川」吾

径
径
高

口
底
器

底部か ら内弯 ぎみ にの び る直 口の鉢十

端部 は若千尖 りぎみ に終 わ る。 底部

はわずかに突出し、中央が国む あげ
底状である。

外面  口縁部 をヨヨナデ し、体部 は
ナデ と思 われ る。

内面  口縁部 をヨコナデ し、体部 は
ナデ と思 われ る。底 部 に指頭

圧痕 がみ られ る。

調

土

色

胎
淡褐 色

雲 母・'チ ャー ト 石 英
長石 を含 む。
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第 fO節  まとめ
I 検出遺構について
昭和56年度における東郷遺跡の発掘調査は 9件を数え、調査面積は延べ約1700m2を 計る。こ

れらの調査地点は、東郷遺跡推定範囲の中央部 と東部に4F/1ね大別される。中央部は第 3調査地。

第 4調査地 。第 5調査地 。第 8調査地 。第 9調査地 。第10調査地の 6ヶ所、1東部は第 2調査地。

第 6調査地 。第 7調査地の 3ヶ所である。

調査では、弥生時代中期から中世に至る遺構や遺物を検出したが、調査地によってそのあり

方に相違が認められた。特に中央部の調査地では、古墳時代前期の集落に伴なう遺構や遺物が

多く検出され、東部の調査地では古墳時代後期の集落に伴なうものが分く検出された。各調査

地で得られた結果は断片的ではあるが、当遺跡の性格を知る上で重要な資料を与えてくれた。

しかし、今後に分くの課題を残している。

ここでは遺跡の性格について、各時代ごとに若子の考察を加えながら述べてみたい。

1)弥生時代

弥生時代の遺構は検出していないが、第10調査地の自然河川から、畿内第Ⅲ様式の壺やⅣ様

式末～V様式初頭の壺が出上した。

この自然河川は南東から北西への流れを持つもので、内部から出土する遺物に磨減痕が認め

られないことから、近隣に弥生時代中期以降の集落が存在した可能性が考えられる。

2)古墳時代前期

古墳時代前期になると、第10調査地で検出した自然河川はその本来の機能を停止し、沼沢地

状になったと考えられる。また、第 3調査地 。第 4調査地で検出した沼沢地、および第 5調査

地で部分的に検出した S D10は 、この沼沢地と同一のものと考えられ、北西方向への拡がりを

持っていたと推定される。これらの沼沢地内からは、V様式タイプの甕・庄内式甕・布留式甕・

小型九底壺等が出上した。

この時期の遺構 としては、沼沢地の北側にあたる第 4調査地 。第 5調査地 。第 8調査地・第

9調査地で、竪穴式住居 3棟・掘立柱建物 2棟・井戸 9基・土城・棚列・濤・ピット等を検出

した。

第8調査地で検出した竪穴式住居は、床面に砂礫が敷きつめられており、検出例の少ないも
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のである。この竪穴式住居を中心として、それを取り囲むような状態で掘立柱建物が位置して

いる。さらに建物群の周囲では、第5調査地SEl・ SE2。 SE3・ SE5、 第 9調査地S

El・ SE2の 6基の井戸を検出した。

これらのことから、古墳時代前期における集落は、共同体を支配する首長層が第8調査地の

竪穴式住居を居所とし、それを囲むように掘立柱建物、さらにその外側に丼戸を伴なう居住地

を構成していたものと考えられる。

これらの集ぞに伴なう遺構からは、在地産以外に吉備系・山陰系・北陸系の搬入品が含まれ

ており、他地方との交流があったものと推定される。

また、当遺跡の南部に隣接する成法寺遺跡は、当遺跡と同一の沖積地上に立地しており、昭
②

和56年度に実施 した電々公社社屋増築工事に伴なう発掘調査で、古墳時代前期の方形周濤墓 4

基を検出している。このことから、この時期北部の東郷遺跡を居住地域、南部の成法寺遺跡を墓域

とする大規模な集落構成をもっていた可能性が考えられる。

3)古墳時代中期

今年度の調査ではこの時期の遺構や遺物は検出されていないが、第 1調査地では包含層に古

墳時代中期の遺物がわずかに含まれることが確認されている。このことから、古墳時代中期の

遺構の存在を遺跡範囲の北方ないしは北東地域に推定してもよかろう。

4)古墳時代後期

古墳時代後期では、当遺跡推定範囲の東部にあたる第 1調査地・第 2調査地・第 6調査地・

第 7調査地で、土城・濤・ピット等を検出し、内部からは多数の遺物が出土した。

また、前述の成法寺遺跡の調査では、同時期の掘立柱建物等を検出していることから、当遺

跡の集落規模の拡大、あるいは成法寺遺跡が分村的な性格の集落である可能性が考えられる。

5)平安時代

当遺跡の東部にあたる第 1調査地では、根石を据えた柱穴群 と井戸枠内に曲物を設置した井

戸等を検出している。この時期も古墳時代中期同様、遺跡範囲の北東方向に拡がることが推定

されよヽう。
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6)鎌倉時代

この時期の遺構 としては、第 3調査地 。第 4調査地で水田畦畔や足跡状の窪みを伴なう水田

面を検出し、第 5調査地・第 8調査地・第 9調査地 。第10調査地では、古墳時代前期の遺構 を

削平して東西方向や南北方向に延びる小濤を検出した。また、畦畔や幾筋もの小濤は東西・南

北方向に平行してみられることから、条里制の区割に関連するものとも考えられる。

一方、東部にあたる第 1調査地・第 2調査地 。第 6調査地・第 7調査地では、厚さ30～ 60Cm

の固く締まった状態で各時代の遺物を含む土層を検出しており、埋め立てによる整地層ではな

いかと考えられ、鎌倉時代に条里制の地区割等に関連する大規模な土地整備がなされたのでは

ないかと推測される。

Ⅱ 出 +措物 について

1)井戸内出上遺物について

各調査地で検出した古墳時代前期の井戸は、

あわせて10基である。

井戸より出土する遺物については、出上の

しかたに種々の状態がある。本調査において

は、底部に接するような状態や、上層に集積

する状態で出土したものがある(表 2参照 )。

井戸底に接するような状態で遺物を検出し

たものとして、第 5調査地SE2。 SE4・

SE5、 第 9調査地SElがある。これらの

井戸からは完形品のこまたは甕が各 1´点ずつ

出土しており、壷 2点のうち 1点には胴部中

位に穿孔があり、甕には煤の付着が著しい。

上層に遺物が集積していたものには、第 5

調査地 SE5、 第9調査地SEl・ SE2が

ある。このうち、第 5調査地SE5の遺物は

完形品あるいはそれに近いもの6点を含んで

いる。

井戸より出土する遺物の性格については、

表 2 井戸内遺物出上状況一覧表

調査区 井戸名称

出 土 状 況

下  層 上 層 その他

4

SEl

SE2 井戸内に散乱

SE3 散乱

5

SEl 肩部より

SE2 完形単独

SE3

SE4 完形単独

SE5 完形単独 完形複数

9

SEl 完形単独 集積

SE2 集積
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単に他から流入や転落したものの他、廃棄されたものや意味をもって埋置されたものなどが あ

ると考えられる。今回の調査では、遺物の出土状態からあきらかに『井戸祭祀』の可能性を持つ

ものを数ヶ所で確認している。

近接する遺跡の類例についてみると、八尾南遺跡
Fは
検出した27基 の井戸のうち、 7基につ

いて祭祀の可能性が考えられている。遺物は底部から出上したもの 4例、上層から出土したも

の 3例で、後者については報文中に丼戸廃絶時の祭jllEと 考えられる記述がある。馬場川遺跡で
③

は 2基の井戸が検出され、いずれも井戸廃絶時などに 2回 (1号井戸は上面で 2回、 2号井戸は

底部 と_上面の 2回 )に わたって祭万Eを 行なっていたと記載されている。大和川 。今池遺跡では
⑥

第6-2地 区SElよ り、高林や簑等を人為的に埋設したと考えられる状態で検出したと報告

されている。これらは報文中に祭祀・供献等の記載が行なわれているものの一部で、類例は増

加するものと思われる。

当遺跡では、井戸底から遺物が出土した第 5調査地 SE2・ SE4。 SE5。 第 9調査地 S

Elの 4例 と上層から出土した第 5調査地 SE5の 1例について祭祀が検証された。井戸底で

検出した遺物については、日常使用のものや穿孔をもつものがあり器種は一定していないが、

完形品が単独で出土するのが特徴である。上層で検出したものとしては、第 5調査地SE5の

資料のみであるが、ここでは複数の完形品が含まれている。

2)各遺構より出土する遣物について

検出した遺構のうち、出土状況等から第 9調査地 SEl・ SE2お よび第 5調査地 SE5・

SD9で 比較的一括性の高い遺物が検出された。ここでは具体的に各遺構から出上した遺物、

とくに甕を中心とした資料の様相について、照合 して概述する。

第 9調査地 SEl

甕 9点のうち、口縁部は「く」の字形に屈曲し、端部につまみ上げ をみないもの とつまみ上

げるものがあるが、後者がほとんどを占める。胴部にはヘラケズリを行なうが、(24・ 32)は ヘ

ラナデを施す。 (32)は 胴部外面にタタキの後下半にハケを地 し、底部はわずかに平坦面をも

っていることから、V様式甕 と庄内式甕の中間形態であるといえよう。タタキは全体的に太筋

のものを使用する。

重については、底部の破片が出土 している。このうち突出する平面 をもつものは 9点あ り、

尖 り底や中央がわずかに凹むものなどが少数出上した。鉢については、 3点のうち 2点が突出
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する平底をもつ。

これらの土器群は各器種を通じ、底部は突出した平底やわずかな平坦面をもつもので、タタ

キは太筋である。

第 9調査地SE2

合わせて25点が出上した。甕についてみると、口縁部の形態は「く」の字形に屈曲し、端部を

わずかにつまみ上げるものが多い。底部については、壺や甕の破片が含まれて
いるが、わずかに

突出した平底から押さえたような平底のものが含まれる。タタキは総じて太筋である。形態
・

技法からみてこれらの上器群は、前述のSElと 同時期のものと考えられる。

第 9調査地SEl・ SE2の遺物の類例として、中田遺跡出上のものがある。
⑦

第 5調査地SD9上層

甕28点が出主した。完形あるいは完形に近いものが 7点あり、そのうちの 6点が庄内式甕で

ある。庄内式甕は全般的に最大径が中位よりやや上位にあり、底部は尖りぎみの九底をも
つも

のが多い。タタキは前述のSEl_・ ユE2出上のものにIL較すると細筋で、器肉も薄く、比練

的新しい要素をもつものが多い。

第 5調査地SE5上層

完形あるいは完形に近い土器が 6点出土した。甕は庄内式のものと布留式のものが共伴し、

小型精製器種のうち小型器台・小型鉢が出上している。これらの上器群については、庄内式と

布留式の接点の時期のものと考えられる。

この時期の類例資料として、美園遺跡
b馬
場川遺跡などがあげられる。

③

表3 タタキの幅について (番号は実測図番号 )

遺 構 名
タタキ 1条の幅(mm)
1.o        2.0        3.0        4.0        5,0        6.0
1                       .   .   .   I   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   ,   I   I   !   ィ   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1   1…

第 9調査地
SE2 ③ ⑪0 0 ⑩ ⑨ ⑥

第 9調査地
SEl

④

⑫

廼

②

⑩ ② ⑮

地
層
査
上
調
９

５

Ｄ

第

Ｓ

⑫ ⑪O③ ③900
⑥ ⑨ ① ⑫Э
① ⑭
⑪

⑧

①
⑥

地
層
査
Ｌ
訓
５

５

Ｅ

第

Ｓ ⑩
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次にV様式甕と庄内式甕の特徴であるタタキについて、上記の編年資料を通 じて幅の太細を
明確にする。

各資料の計測値は表 3の とお りである。資料が少なくて不充分であるが、庄内式古相と考え

られていたタタキの幅の太細がより具体的に知 り得るものと理解できよう。

以上の事項を前提 として各資料をみていくと、古いものから順に第 9調査地 SEl・ SE2
次に第 5調査地 SD9上 層、最後に第 5調査地 SE5上 層資料に組み立てられるものと考えら
れる。

今回の報告は、昭和56年度に実施 した発堀調査の概要であり、調査地も当遺跡の一部分にす

ぎないため、今後の調査結果や近隣の諸遺跡との関連性等を求める必要性がある。また、出土

した遺物の考察についてもまだまだ不充分であり、これからの課題 としたい。

〔注 記〕

1 昭和56年度発掘調査現在整理中

2 昭和56年度発掘調査現在整理中

3 八尾市教育委員会「八尾南遺跡・東郷遺跡発掘調査概要」『八尾市文化財発掘調査報告 6』
‐     1981年

4 八尾南遺跡調査会『八尾南遺跡』1981年

5 東大阪遺跡保護調査会『馬場川遺跡発掘調査報告』1977年

6 大和川 。今池遺跡調査会『大和川 。今池遺跡発掘調査資料その 5第 6区』1980年

7 八尾市教育委員会「八尾市中田遺跡刑部地区出上の上器」『大阪府下埋蔵文化財担当者研

究会 (第 5回 )資料』 (財 )大阪文化財センター1980年

8 本誌所収第5章

9 東大阪市教育委員会『馬場川遺跡発掘調査概要Ⅳ』1976年
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第 1ト レンチ 沼沢地検出状況 (西より)
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第 3ト レンチ 水田址検出状況 (北 より)

同上 水田畦畔断面 (東壁 )
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第 2調査区 第 3遺構面検出状況 (南より)

同上 SE3(西 より)
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第 3調査区 沼沢地検出状況 (南 より)

水田l■検出状況 (南より)
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SE2出 上遺物 (3～ 5。 7)
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第 1調査区 遺構検出状況 (西より)
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第 2調査区 遺構検出状況 (西より)

同上 SK5(南 より)
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第 3調査区 S11(南 より)
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第 4調査区 遺構検出状況 (北東より)
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同上 SD9遺 物 出土状況 (束 より)
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SE l(38)。 SE2(42)。 SE 4(46)。 SE 5(47～ 49)出土遺物
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SE 5(50`51・ 53・ 54)。 SD9(61・ 62・ 81・ 82)出上遺物
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101                                  37・

SD 9(97・ 99～ 101。 104)。 SD10(108)。 SK10(37)出上遺物
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